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　資源に乏とぼしく、農耕にも向かない、地図からも存在を忘れられたような小さな国があった。

　数年にわたって凶きよう作さくに見み舞まわれ、瘦やせ細った土地を前に民たみは貧困に喘あえぐ。

　ある時、ひとりの村むら娘むすめが、そんな現状を嘆なげいて川辺で涙なみだを落とした。背中まである髪かみは、見事な青色をしている。瞳ひとみは右が赤で左が緑という、鮮あざやかな色を纏まとって生まれてきた美しい少女だった。

　少女は神に祈いのる。自分の命を捧ささげる代わりに、国を豊かにしてほしいと。

　神はその願いに心を打たれ、少女が流した三粒つぶの涙を、彼女の纏っていた色の宝石に変えた。

　色しき彩さいを失った少女の髪と瞳は、どの色にも二度と染まることのできない黒へと変わってしまったが、彼女の献けん身しんによって宝石を産出できるようになり、国は豊かに生まれ変わった。

　少女は救国の聖女と呼ばれた。しかしいつの間にか、少女の姿は消えてしまったという。

　人々は語る。

　──もし再び国が傾かたむいた時、聖女がこの地に舞い戻もどるだろう。聖女の流した涙は、やがて奇き跡せきとなって大地を照らし、あまねく民を救う。
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　金曜日の午後七時。狭せまい玄げん関かん口でするりとヒール靴ぐつを脱ぬいで、鈴すず木き理り沙さは自宅であるアパートの部屋へと帰宅した。

「ただいま。はあ、疲つかれたー！」

　鞄かばんをダイニングテーブルに置いて、すぐさま動きやすい部屋着に着き替がえる。それからメイクをささっと落としてしまうと、体がほんの少し軽くなった気がした。鏡に映ったのは、一週間の仕事を終えてちょっぴりくたびれた、二十五歳の社会人たる姿だ。

　お仕事仕様でひとつに結んでいた黒くろ髪かみを解くと、ふわりと肩かたまで流れる。二重の大きな瞳は、理沙の平へい凡ぼんな容姿において唯ゆい一いつ誇ほこれるところだ。

　夕飯を食べ終えて、シャワーを浴びる。すべての準備を整えた後、理沙はお気に入りのソファに座った。鞄からいそいそと一冊の本を取り出す。自宅に帰る途と中ちゆうに寄った図書館で借りてきたものだ。

　ページを開いた瞬しゆん間かんから、理沙の至福の時間が始まる。

　座り心ごこ地ちのいいソファで、胸が切なくなるような恋れん愛あい小説や、ワクワクするような冒ぼう険けん譚たんを読むのが、理沙の日々の癒いやしだった。

「さて！　今度の本はどんな感じだろう……？」

『ルシアン王国物語』。それが今回選んできた本の題名で、重じゆう厚こうな茶色い革かわ表びよう紙しに、金字で打たれている。題名からも察せられるように、この本は『ルシアン王国』という架か空くうの国の一代記のようだった。ルシアン王国は宝石を産出する国らしく、本文に『宝石』という単語が多く散見する。この単語に惹ひかれたのが、本を借りてきた理由だ。

　理沙は宝石がとても好きで、身近な存在でもあった。ちらりとテレビの横に置かれた本ほん棚だなに視線をやる。一いつ般ぱん小説に混じって、宝石関係の本がいくつも並んでいる。

　理沙の仕事は、総務課の事務員。働く会社は、大手のジュエリーブランドだ。幼い頃ころからキラキラした物が好きだった理沙は、おもちゃのアクセサリーを買ってもらうのが一番嬉うれしかった。大事に宝箱に入れて、いつまでもうっとり眺ながめているような子供だった。

　大人になっても好きな気持ちは変わらず、宝石関係の仕事に就つこうと決意した。

　しかし理沙には、ジュエリーの販はん売ばい員になれるような優すぐれた社交性も、職人やデザイナーになれるような器用さも独創性もなかった。ひとつだけ得意なことがあるとすれば、コツコツ同じことを続ける根気強さ。そこで理沙は、事務員という仕事を見つけた。

　宝石を直接取り扱あつかうことはないが、理沙の仕事があるからこそ、社員達はジュエリーの事業を安心して進めていける。だから理沙は、総務課の事務という仕事に誇りを持っている。

　本棚から目の前の本に視線を戻すと、理沙はじっくりと『ルシアン王国物語』を読み進めていった。

　数時間後。すべてを読み終えて、理沙は物語の余よ韻いんを惜おしむようにゆっくりと本を閉じた。

　──最後は辛つらい話だったなあ。

　架空の世界ルシアン王国の一代記。語り手は国王の従者だ。国の成り立ちと救国の聖女の言い伝え、宝石事業で豊かになっていく興こう隆りゆう期、やがて衰すい退たいしていく終しゆう焉えんまでを記している。

　理沙が最も心を痛めたのは、やはり物語の終しゆう盤ばん部分だ。

　ルシアン王国には、唯ゆい一いつの王位継けい承しよう者であるロレンツ王子がいるのだが、宝石事業などの国家事業は宰さい相しようが取り仕切っている。

　この宰相というのが大層な悪人で、採さい掘くつした宝石を秘ひ密みつ裡りに売りさばいて私腹を肥やしていたのだ。採掘場の環かん境きようは劣れつ悪あくで、採掘者達は休む間も与あたえられず働かされていた。更さらに宰相は、王国を自分のものとするため、病弱な王子ロレンツを暗殺しようと企たくらみ実行する。宝石の採掘視察から帰る途中の王子を、賊ぞくを装って殺してしまうのだ。

　宰相は何食わぬ顔で、息むす子こを失い悲ひ嘆たんに暮れる国王に寄り添そい、徐じよ々じよに権力を自分に移し替かえていった。国王は弱り、宰相の手によってルシアンの政治は腐ふ敗はいしていく。更に隣りん国ごくブランドルが攻せめてきたことで戦争が勃ぼつ発ぱつ。やがて国王の死で、宝石によって輝かがやいていたはずの国が幕を閉じた。

　──国を守るはずの宰相がこんなことするなんて、王子もルシアンの人達もかわいそう。

　悲しい物語に心が引っ張られ、ずんと気分が落ち込んでしまう。仕事終わりに読むのには、少々重い内容の本であったことは否いなめない。

　理沙は溜ため息いきを吐ついて、ソファに寝ね転ころがり目を閉じた。

　──ああでも、ルシアンの宝石ってどれほど綺き麗れいなのかな。とても大きな原石も採掘されるって書いてあったし、いいなあ。見てみたいなあ。

　そんな風に夢想していると、仕事の疲れが溜たまっていたのか、すぐに眠ねむ気けが襲おそってくる。

　──ダメダメ。ここで寝ないで、ちゃんとベッドに行かないと……。

　抵てい抗こう空むなしく、理沙はあっという間に眠りの波に攫さらわれた。
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　息が苦しい。

　唐とう突とつにそう思い、酸素を取り入れるため喘ぐように口を開く。しかし喉のどの奥に何かが詰つまっているような感覚で、息を吸うことも吐き出すこともできない。

　パニックになって喉を搔かきむしった瞬間、不意に呼吸が楽になった。意識がはっきりと浮ふ上じようして、理沙は瞼まぶたを開く。

　まず視界に飛び込んできたのは、深い青色。磨みがきぬかれたサファイアのようだと一いつ瞬しゆん見み惚とれ、それが目の前にいる青年の瞳だと分かると、今度はその近さに目を見開く。鼻先が触ふれ合いそうなほどの距きよ離りで、理沙は見知らぬ青年と顔を見合わせていたのだ。

「な、……っ、ごほっ」

　驚おどろきで上げた声は声にはならず、苦しげな咳せきだけが喉から出てくる。その時になってようやく、自分が固い地面に仰あお向むけになっていたことに気付いた。しかも全身がずぶ濡ぬれで、体がひどく重い。青年はそんな理沙の横に膝ひざをついて、気き遣づかわしげにこちらを見ていた。彼もまた濡れていて、髪からいくつも雫しずくを落としている。

　青年は、理沙の背中を支えるようにして、そっと抱だき起こしてくれた。

「──ゆっくり呼吸をしてごらん。もう大だい丈じよう夫ぶだから」

　よく通る低音が耳に心地よく、理沙はとりあえず言葉に従って慎しん重ちように深呼吸した。

　理沙が落ち着いたのが分かったのか、青年が安あん堵どしたようにほんの僅わずか表情を和やわらげる。そんな些さ細さいな変化に目を奪うばわれてしまうほど、整った容姿の青年だった。

　星をまぶしたような銀ぎん髪ぱつは、水に濡れているが絹糸のような光こう沢たくを放っている。宝石を思わせる青い瞳の中には、隠かくしきれない好こう奇き心しんも覗のぞいているようだ。

「川で溺おぼれていたのを見つけた時は驚いたよ。どこか痛いところはない？　見たところ怪け我がはしていないようだけど」

　まだ少し頭がぼうっとしているが、とにかく聞かれた質問に答えようとする。

「怪我は……、ない、と思います。痛いところも、ない……」

「そう。よかった」

　ふっと柔やわらかく微笑ほほえまれる。切れ長の瞳ひとみと薄うすい唇くちびるは冷たい印象を与えるが、表情がのると途と端たんに色づいて見えた。

　まじまじ見ていたのが分かったのだろう、青年が面おも白しろがるように口元を引き上げた。

「その大きな黒い瞳で見つめられると、なんだか吸い込まれそうだ」

「あ……。ぶ、不ぶ躾しつけに見てしまってごめんなさい」

「非難しているわけじゃない。君の瞳が綺麗だって話だよ」

「…………」

　見目のいい男性とは、背中がむず痒がゆくなるような台詞せりふを言っても様になるらしい。

「珍めずらしい色の目だね。髪かみもそうだ。黒色なんて生まれて初めて見たよ」

　あなたの瞳と髪色の方が、日本では珍しい──、言いかけてはっとする。青年の容姿の端たん麗れいさに気を取られていたが、彼は明らかに日本人ではない。しかもよく見れば、服装も変だった。あえて言うなら、東とう欧おうの国を連想させるような服装だ。白いシャツに黒いズボンで、銀糸で丁てい寧ねいに刺し繡しゆうがされていた。既き製せい品ひんには見えない、凝こった作りの緻ち密みつさを感じる。そして青年の足元には、使い込まれたように見える剣けんが、鞘さやに入って置かれていた。

　変だ。目の前の青年も、ずぶ濡れで地面に寝ていた自分もすべてがおかしい。ここは……。

「ここは、どこ？」

　自然と疑問が口をついて出た。

　そうしてようやく思い至ったように周囲を見回した時、理沙は目の前の風景に呆ぼう然ぜんとした。

「な、なにこれ」

　理沙の背中越ごしには幅はば三メートルほどの川が流れており、周囲は鬱うつ蒼そうとした木々で囲まれている。濃のう厚こうな土の匂においと爽さわやかな草木の香かおりが遅おそまきながら鼻をついて、眠る前までいたはずの自分の部屋との落差に頭がくらくらした。

　頭上で照っている太陽は丁度真上にあって、全身ずぶ濡れの服や髪もすぐに乾かわきそうなほどの強い日差しだ。

　あり得ない、と理沙は思う。自分は確かに、部屋で眠っていたはずだ。眠っている間に誰だれかにここに運ばれて、その間に昼になっていたとでもいうのか。

「ルシアン王国」

　唐突に青年が口を開いた。

「え？」

「ここはルシアン王国の東部に位置する、クラウゼンという村の外れだ。地名を聞いても、聞き覚えはない？」
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「はい。全く……」

　いや、違ちがう。答えてからはっとして思い出す。ルシアンという国名は知っている。眠る前に、そのタイトルの本を読んだばかりだ。しかし、だからといって……。

　理沙はもう一度深呼吸し、混乱する頭を整理してから断じた。

　──分かった。これはあれだ、夢だよ。夢を見てるんだ、私！

　この状じよう況きようを説明できる理由はこれしかない。しかし水に濡れた感かん触しよくも、背後から聞こえる川のせせらぎも、目の前の男性が背中に添えてくれた時の手の温かさも、あまりにリアルだった。

「なぜ川で溺れていたのか、自分がどこから来たかは分かる？」

　自分の部屋で寝ていたのに、気付いたらずぶ濡れで地面に寝ていた。そんな荒こう唐とう無む稽けいな話を、馬ば鹿か正直に話していいものか迷う。理沙が言いあぐねていると、青年が質問を変えた。

「自分の名前は言えるかい？」

「鈴木理沙です」

「スズキ・リサ？　変わった名前だ。着ている服も変わってるし。なによりその瞳と髪の色だ。君を見て、この土地の人間だと言う人はいないだろうね」

　なにもかも見み透すかすような青い瞳でじっと全身を観察されて、理沙は居い心ごこ地ち悪く身じろぎをした。しかし、青年のこめかみから水が流れ落ちたのを見てはっとする。

「あの。私、川で溺れてたんですよね？　それであなたが助けてくれた？」

「そうだね」

　理沙は居住まいを正し、頭を下げた。

「助けてくださってありがとうございます。お礼が遅くなってごめんなさい」

　青年は笑って肩かたを竦すくめた。

「気にしなくていいよ。無事ならそれでいい」

「えっと、お名前を伺うかがっても？」

「それって重要なことかな」

「えっ？　あー、そうだ！　あなたはここの土地の方なんですか？」

「どうだろう。そうかもしれないし、違うかもしれない」

「…………」

　にこにこ微笑む青年を見て、理沙は口を噤つぐんだ。さすがに分かる。彼は自分のことを話したくないのだ。摑つかみどころのない人だな、と内心で思う。紳しん士し的で善良に見え、どことなく気品がある。だがその一方で他人の反応を面白がっている節があり、子供のような好奇心に満ちた眼まな差ざしの奥で、ひどく冷れい徹てつに観察されているような気分にもさせられる。

「分かりました。あなたは私を助けてくれた、とても親切な謎なぞの男性ということにしておきます」

　理沙がそう言うと、青年はちょっと目を見開いた後、「いいね、それ」と楽しそうに笑った。どうやら理沙の言い回しが気に入ったらしい。

「でも君の方こそ謎だ。見たことのない外見をした、黒い瞳が美しい謎の女性」

　また背中がむず痒くなった。自分のことを話されているような気がしない。

「さて。これからの問題だけど、君をどうすべきか考えないと」

　青年が腕うでを組んで、理沙を見つめる。しかしすぐに眉まゆを寄せたかと思うと、木々の間の茂しげみへと視線を走らせた。つられて理沙も目を向けると、遠くからガサガサと草をかき分けるような音がして、小さくて内容は聞こえないが、人の声らしきものが近付いてくる。

　青年は「村人か、それとも採さい掘くつ者かな」と呟つぶやくと、理沙に視線を戻もどして言った。

「ごめんね。俺はもう行かないといけない。それに君も、俺と行くより、ここの住人に保護されるほうが安全だろう」

　よく分からないが、ここでお別れらしい。名前すら教えてくれない会ったばかりの人なのに、いなくなると聞かされて理沙は心細さを覚えた。

　青年は手早く地面に置いてあった剣を脇わきに差すと、「リサ」と名前を呼んで微笑んだ。

「君は自分の名前を教えてくれたね。俺は『謎の男性』らしいけど、なにも教えないのは不公平だ。だからひとつだけ、君に明かしておこう」

「な、なんですか？」

「君にキスした」

「──え」

「すまない、命を救うためだった。怒おこらないでくれると嬉うれしい」

　そう言うと青年は、音のした方とは逆側の茂みへと姿を消した。目を丸くして固まる理沙だけが、その場に残された。
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　ガタンゴトン、と不規則な揺ゆれに身を委ゆだねながら、理沙は奇き妙みような夢を見ていた。

　部屋で寝ねていたはずが、なぜか川で溺おぼれ、見知らぬ青年に助けてもらう夢。美しいその青年は謎めいていて、別れ際ぎわに驚おどろくような一言をくれる。

　──そう……、キスしたとかなんとか言って……、びっくりした……。つまり人工呼吸ってことだよね？　最初からそう言ってよ……。

　ガタン、とひときわ大きく体が揺れて、理沙は目を覚ました。周囲を見回し、「ああ」と嘆なげくように頭を抱かかえる。

「夢じゃなかった……」

　理沙がいるのは、馬車の中だ。箱型の四よ隅すみには、金でできた蔓つる薔ば薇らが壁かべを伝うように装そう飾しよくされており、ベルベットのような布を張った座席部分は馬車の衝しよう撃げきを柔やわらかく受け止めてくれる。乗せられた時に外側も見たが、白色に丸みを帯びた形で、これまた惜おしげもなく金細工が施ほどこされていた。一品ものの、贅ぜいを凝こらした美しい馬車だ。

　こんな馬車に似合うのは貴族などと呼ばれるような人達だろうと思うが、現実に乗っているのは平へい凡ぼんな会社員でしかない理沙一人だ。

「もう。どうしてこうなっちゃったの」

　ほとんど泣きそうになりながら、理沙は数時間前を思い返す。




　理沙を助けてくれた青年が姿を消して僅わずかも経たたない内に、二人の男性が現れた。

　男性はどちらも三十代後半くらいに見え、シャツにズボンという軽装だった。茶色の髪かみと瞳ひとみで、彫ほりが深い顔立ちをしている。二人は理沙を見るなり、驚きよう愕がくの表情となった。

　一人は卒そつ倒とうするのではないかと思うほど体をのけ反らせ、やがて力が抜ぬけたようにへなへなと腰こしを下ろした。もう一人も、相手を支える素そ振ぶりも見せずに立ち尽つくし、声を失っている。

「そんな……、夢じゃないのか、これ……」

　思わず零こぼれ落ちたとでも言うように、座り込んでしまった男性が理沙を凝ぎよう視ししたまま言う。

「いいや、夢なものか……！　その髪と瞳の色、言い伝えの通りだ！」

　立っていた男性が興奮気味に声を上げると、二人は慌あわてたようにその場で膝ひざをついた。額が地面につきそうなほど頭を下げて平身低頭する。理沙は後ろを振ふり向いて確かく認にんしたが、あるのは川だけで自分以外には誰もいない。

「早く村長に伝えないと！　国王様にも使いを出さなくてはいけないし」

「聖女様、どうかお願いいたします。我々と一いつ緒しよに来てくださいませんか」

　男性二人が切々とした表情で訴うつたえる。どう見ても、理沙の顔を見て言っている。

　──『せいじょ』？　せいじょって何？

「よく分からないが人ひと違ちがいですよ」と言ったが聞いているのかいないのか、理沙は高こう揚ようした様子の男性二人に引っ張られるようにして、村長と呼ばれる人間の屋や敷しきへと行くことになった。

　森を抜けた先に繫つないであった馬に乗せられ、土がむき出しの、舗ほ装そうなど全くされていない道を進んで行く。進むにつれて、民家が所々現れてきた。どれもが白い壁の家で、以前テレビで見た、高台に立つギリシャの白い家の連なりに似ていた。

　地面にある赤茶色の土は日本にはないもので、しかもここには電柱も信号もなく、車も走っていない。人が住んでいるはずなのに、人工的なものがひとつもないのだ。

　理沙の混乱は、川かわ縁べりにいた時よりもずっと増していた。

　──ここはどこなの？

　何度目かの自問には、川縁で会った男性の『ルシアン王国』という言葉が思い返される。しかし、それは本の中で読んだ架か空くうの国名だ。本当のわけがない。それなのに理沙の五感すべてがこれは現実だと言っていて、不安は消えず、どんどん膨ふくらんでいくだけだった。

　見知らぬ場所、見知らぬ人々。馬をひく男性二人に尋たずねても、彼らは恐きよう縮しゆくする様子を見せるだけで、「後は村長に聞いてほしい」と言うだけだった。理沙の疑問に答えてくれる人間はいない。

　白い石造りの家をいくつか通り過ぎた先にあった村長の屋敷は、他ほかの家と違い二階建てらしく、広さもあるようだった。窓は大きく開け放たれ、通気性の良さそうな薄うす布ぬののカーテンが揺れている。外がい壁へきには蔓が伝うように生えており、小さな庭と馬小屋があった。

　中に入った途と端たん、使用人らしき人達も目を見開いて理沙を凝視したが、半はん乾がわき状態の理沙を見て、服が用意される。なにやら話し合いを経て差し出されたのは、青色の無地のワンピースのようなものだった。それを着てから、更さらに赤と緑の刺し繡しゆうが美しい布を羽織らされる。

　次に応接間らしき場所に案内されお茶をもらうと、村長だと名乗る小太りの男性が現れた。理沙を見るなり、瞳を潤うるませて言葉を詰つまらせる。

「ああ。生きている間に、こんな奇き跡せきを垣かい間ま見みれるなんて……」

　理沙はもどかしげに椅い子すから立ち上がって、村長に詰め寄った。

「あの！　皆みなさん、人違いをしていると思うんです。服とお茶を頂けたことは大変感謝しているんですが、私は『せいじょ』と呼ばれる人ではないんです！」

「いいえ。あなたのそのお姿が、すべてを証明しております」

　眩まぶしそうに目を細めて、確信した口調で微笑ほほえまれる。周囲の人々もまた、村長の言葉に同意しているらしく頷うなずいている。姿が証明していると断言され、理沙は恐おそろしくなった。

　この場所で、自分は一体何者で、どこに属しているのだろうか。それをなぜ、理沙が分からずに他の人間が知っているのだろう。

　──でも最初に私を川で助けてくれたあの人は、こんな態度じゃなかった。

　理沙の外見が珍めずらしいとは言っていたが、村人達や村長と違って、大おお仰ぎように理沙を上に見るようなことはしなかった。最初の青年の反応こそが普ふ通つうではないのか。

　困こん惑わくする理沙を置いて、物事はどんどん先に進んでいく。ほどなくして来客を告げる使用人らしき人の声が屋敷に木霊こだました。

「王家の使者の方が参られました！　国王様との謁えつ見けんのため、聖女様を王宮へお迎むかえに上がったそうです！」

　──王宮ですって？

　理沙は途と方ほうに暮れた。自分ひとりだけを置いて、世界が目まぐるしく回っているような気持ちになった。

「私……、これからどうなっちゃうの？」

　寄る辺ないその呟きは、周囲の喧けん騒そうに紛まぎれ、誰だれの耳にも残らず消えていった。




　そうして今、理沙は貴族が乗るような馬車に揺られて、王都にある王宮へと向かっている最中なのだった。頭で処理できないことが多すぎて疲つかれてしまったのか、馬車に乗った途端少し眠ねむってしまったらしい。夢なら覚めてほしい、と思ったのに、いまだに理沙は変な世界にいる。

　馬車が進むにつれて、段々と人の声や雑多な音が多く聞こえてきた。馬車に窓がないので外は見えないが、物売りの声、馬が轍わだちを走る音、嘶いななき、誰かの笑い声、怒ど鳴なり声などがする。先ほどいた村とは比べ物にならないほどの、人々の数と熱量を感じた。

　人の気配をこんなにも感じるというのに、理沙は逆にひとりであるということを強く意識していた。馬車でひとり見知らぬ場所に運ばれていて、それが果たして正解なのかも分からない。不安がまたどっと増して飲み込まれそうになり、理沙は慌てて意識を切り替かえた。

　──王都ってところに入ったのかもしれない。てことは、王宮も近いのかも。

　理沙は扉とびらのある方の壁にそっと両手をついて、髪に巻いた布をもう一度確かめる。王家の使者という白はく髪はつの初老の男性はディルクと名乗り、理沙に髪と顔を隠かくすようにと、柔らかな銀糸の布を渡わたしてきた。そして、決して外に顔を出さないようにと言い含ふくめたのだ。とりあえず言われた通り、布を巻いて髪を隠し、馬車でじっとしていたが……。

　──あーもうだめ！　気になってしょうがない。よし、少しだけ覗のぞいてみよう。

　理沙がそうっと馬車の扉のノブに手をかけた瞬しゆん間かん、馬車が止まった。慌てて手を引っ込めると、ほどなくして扉が外側から開き、王家の使者ディルクが顔を見せた。ひょろりと背の高い老人だが、背筋はピンと伸のびて美しい。髪と同じく眉まゆが白く、目に少しかかっている。

「王宮に到とう着ちやくいたしました。我が王がお待ちですので、どうぞこちらへ」

　差し出された手に摑つかまって馬車を下りた理沙は、広がった光景に息を吞のんだ。

　白はく亜あの城が、目の前にそびえ立っている。城は堅けん牢ろうな茶色の城じよう壁へきに守られており、それゆえに城の白さが際きわ立だって見えた。

　屋根から突つき出たような塔とうの先せん端たんは鋭するどく、どこまでも天に伸びていきそうだ。ひときわ大きく高い塔には国旗らしきものがはためいている。風に靡なびいてよく見えなかったが、獅し子しが描えがかれていたのは分かった。窓は数えるのを諦あきらめたくなるほど無数にあり、窓まど枠わくすべてに細工が施されている。権けん威いを示すというよりは、神秘的な雰ふん囲い気きを感じさせる芸術性に富んだ城だった。

　不意に、この城をどこかで見たことがあると思った。しかしすぐに打ち消す。実際に見たわけではないのだ。でも、なんだか見覚えがあるような気がする。

　じっと城を見上げながら考え、理沙は答えに思い至った。

　──そうだ……。私の脳内で作った城とそっくりなんだ……。

　数時間前、理沙はソファでルシアン王国物語を読みながら、活字を頭の中で映像化していた。ルシアン王国が誇ほこる美しい城の描びよう写しやは、まさに今理沙が見ている城そのものだった。

「まさか……。噓うそでしょう？」

　見上げながら思わず呟つぶやくと、ディルクが首を傾かしげた。

「どうしましたか？」

「あ、いえ……。ええと、とても美しいお城だと思いまして」

　慌あわてて取り繕つくろうと、ディルクが誇らしげに笑った。

「ありがとうございます。中はもっと美しいですよ」

　その言葉に促うながされ、騎き士しの姿をした男性が二人がかりで開けた巨きよ大だいな扉から、理沙は城の中へと足を踏ふみ入れた。

　入ってすぐに、ホールのように開けた場所が広がった。天てん井じようが高く奥行きがあって、一体何をする場所なのかと驚おどろいてしまう。見回してみると、壁かべにずらりといくつもの肖しよう像ぞう画がが飾かざられていることに気付く。共通点は、男女一組であること、二人とも正装で、男性の頭上には王おう冠かんが輝かがやいていることだ。

　──映画とかで見たことある。これはたぶん、歴代の王様達の肖像画だ。

　肖像画を目で追っていると、一番奥の肖像画だけ他と違って、女性がひとり描かれているようだった。

　奥にあるためよく見えず近づこうと歩き出すが、別のことに気付いて足を止める。

「こっ、これ！　サファイア!?」

　思わず大きな声が出て、理沙は壁に駆かけ寄った。

　肖像画をかける壁には美しい鳥が描かれているのだが、その瞳ひとみ部分に埋うめ込まれていたのは、理沙の見み間ま違ちがいでなければサファイアだった。つるりと丸く磨みがかれた青色が、鳥のつぶらな瞳を見事に表している。

「さふぁいあ、とは？　これは蒼そう玉ぎよくという宝石です。他にも、花の中心部に紅玉という赤い宝石が入れられていますし、こちらの木々には翠すい玉ぎよくがちりばめられております」

　にこにこしながらディルクが説明してくれる。理沙から見れば蒼玉はサファイアであり、紅玉はルビー、翠玉はエメラルドだ。この国独自の名めい称しようなのだろう。ディルクが指差す先の宝石を見つめながら、理沙は自分の状じよう況きようを一時忘れ、感激に打ち震ふるえた。

「噓でしょ……。どの宝石も色に濁にごりがなくて、すごく質がいい。きれい……。これ光に翳かざして、色んな角度で見てみたい。それにどれも10カラット以上あるよね。あーもう、きれい……。こっちのルビーなんて20カラットあるんじゃないのかな？　この大きさで、なんて鮮あざやかな赤……もうだめ感動する、きれいすぎるよ……」

　語ご彙い力が追い付かなくなり、ひたすら「きれい」を連発してしまう。宝石好きの血が一気に騒さわいだ。自分は今、質、大きさ共に国宝級の宝石に取り囲まれているのだ。

「王宮に来られた方は、必ずここで足を止められ、見事な宝石に目を奪うばわれます」

　ディルクの言葉に理沙は納なつ得とくした。壁の装そう飾しよくにこれだけ惜おしげもなく宝石を使うということは、国が潤うるおっている証あかしを示したいのだろう。先ほど、この城は芸術性に富んでいるといったが、実はそうではないのだ。外からでは分からない、中に入って初めてこの城は、国の権威を訪おとずれた者に示している。

「それにこの三つの宝石は、我が国にもたらされた、神からの贈おくり物ですから。ああ、もちろんそれは、聖女様の献けん身しんあってこそ……」

　そこでディルクは言葉を切った。奥の扉が開かれたのだ。場の雰囲気がガラッと変わり、幾いく人もの人達がこちらに向かってくる。

　先頭を歩く柔にゆう和わな顔つきの男性は、見た中で一番豪ごう奢しやな恰かつ好こうをしていた。金糸を贅ぜい沢たくに織り上げたローブのようなものを着て、肩かたからマントのようなものを羽織っている。なにより男性の頭上には王冠が乗っており、身分を問うまでもない。彼に付き従うようにして、二十人程ほどの人間が後ろに控ひかえている。

　全員の視線が、一様に理沙に向けられていた。緊きん張ちようで、じわっと背中に汗あせが滲にじむ。

「国王様」

　ディルクが深く一礼をする。理沙も慌ててディルクに倣ならって頭を下げた。

　──国で一番偉えらい人だよね？　どうしよう、王様に対する礼れい儀ぎ作法なんて知らないよ！

「ディルク。何時いつまで経たっても部屋に来ぬので、こちらから出向いてしまったぞ」

「申し訳ございません。聖女様に、この広間の宝石についてご説明申し上げておりました」

「ああ、それはいい。彼女ほど説明に値あたいする人物はいないだろう。そう思わないか、ラードルフ」

　最後の国王の問いかけは、誰か別の人間に向けられたようだった。頭を深く下げているために、床ゆかしか見えない。

「ええ。私もそう思います」

　重低音の落ち着いた声の主が、国王の言葉に同意する。理沙は何気なく呼ばれた男性の名前に、愕がく然ぜんとした。

　ラードルフ。ルシアンという国名と並んで、この名称にも聞き覚えがあった。ルシアン王国物語の本の中で、国を滅ほろぼす要因を作る宰さい相しようの名前と同じなのだ。

「──さあ、聖女よ。顔を上げておくれ」

　最後の台詞せりふは理沙に向けられているのだろう。さすがにここに来るまで、何度も呼ばれたので分かっている。理沙は言葉に従って、国王を真正面から見み据すえた。

　目の前の国王は、所々目元に皺しわがあり、遠目で窺うかがった時より年ねん齢れいを重ねているように見えた。目め尻じりが下がり気味で、少し頼たよりなさも感じるが優やさしい印象だ。

「おお……！　黒い瞳だ。実物は初めて見る！　ラードルフ、見たか？」

　国王の一歩後ろに佇たたずむ男性ラードルフが、「ええ」と言葉少なに目を細めて理沙を見た。背の高い美び丈じよう夫ふで、焦こげ茶色の髪かみが緩ゆるやかに背中にかかっている。青緑色の瞳は、見る角度によっては赤色も混じり、アレキサンドライトのようだ。

　周囲の人々も理沙の顔を見るなり、ざわめいた。どの顔にも、国王と同じように高こう揚よう感かんが滲んでいる。しかしその中で、理沙にはラードルフだけが浮ういて見えた。彼は僅わずかに微笑ほほえんでいるにもかかわらず、周囲が向けてくるような高揚も興奮も見受けられない。ただひたすら、温度のない笑えみを浮かべるだけだ。そんなラードルフに周囲は気付くことなく、笑みを向けられている理沙だけが射い竦すくめられたように感じ、たじろぎ、慌てて視線を逸そらした。

「肖像画を新たに描かなくてはならぬな。見よ。我々が言い伝えに則のつとって想像で描かせた絵があるのだ」

　国王が指差す先には、先ほど見ようと思っていた女性だけが描いてある肖像画がある。

　ドクン、と心臓が嫌いやな音を立てた。

　見知らぬ場所なのに、風景や人に既き視し感かんをもつ理由。もしもこの国が、本当に理沙の読んだ本の世界なら、『聖女』と呼ばれる人物にも心当たりがあった。

「ルシアン王国を豊かな国へと導いてくれた、救国の聖女だ」

　その肖像画の女性は、楚そ々そとした横顔だけを見せ、椅い子すに座っている。赤と青と緑の布地を重ねたようなドレスに身を包み、漆しつ黒こくの髪は腰こしまで緩やかに垂らされていた。俯うつむきがちな瞼まぶたから見えるのも、黒い瞳。

　──やっぱりそうなんだ……。私、救国の聖女だと間違われてる！

　ルシアン王国物語を読んだ時、聖女の言い伝えがあったことももちろん記き憶おくしていた。神にその献身が認められ、流した涙なみだが三つの宝石になったという物語。ルシアンに宝石がもたらされた始まりとされるが、つまりはただのお伽とぎ噺ばなしのようなものだと思っていた。

「衣装については、国の為ために色しき彩さいを捧ささげた聖女を称たたえる意味で、彼女にもともとあった色を使って描かかせてある。ああ……、まさに今のそなたのようだ」

　理沙は自分の服を見下ろした。村長の屋や敷しきで着き替がえさせられた衣装にも、赤と青、緑が使われている。慌てて説明した。

「こ、これは偶ぐう然ぜんです。村長さんが用意して下さったもので」

「それならば村長はよい仕事をしたな」

　焦あせる理沙など気にすることなく、国王は満足げに笑うだけだった。そしてまた、同意を得るような素そ振ぶりでラードルフに視線をやる。ラードルフは微笑んだ。

「同感です。本物の聖女であれば、大変素す晴ばらしいことです。この三色を同時に使うことは、聖女にしか許されませんからね。無関係な人間が身に纏まとうなど考えられません」

　その言葉に、理沙は蒼そう白はくとなった。服の色にそんな制限がかかっているとは知らなかった。今すぐ着替えたいと心が叫さけぶが、こんな場所ではそれも叶かなわない。

「本物の聖女でなければ大変な不敬ですし、国王様や我々臣下、そして国民を欺あざむいていることになる。極きよつ刑けいは免まぬかれないでしょう」

　──極刑って……。

　理沙は「聖女じゃない」と言いかけていた口を閉じた。知らぬ間に崖がけの先せん端たんに立っているような、逃にげ場のなさを感じる。確かに理沙は自分から『聖女』だと名乗ったわけでもないし、この服装も不ふ可か抗こう力りよくだ。しかしこうして王宮に現れた時点で、それは理沙の意思であると思われている。背筋を冷たい汗が伝う。

　──もし私が聖女じゃないと言ったら？　命が脅おびやかされるってことなの？

「本物かはすぐに証明できよう。──さあ、聖女よ。その布に隠かくれた髪を見せておくれ」

　国王を筆頭に、臣下達だろう人々が熱望の眼まな差ざしでもって理沙を見ている。理沙は呆ぼう然ぜんと、聖女の肖しよう像ぞう画がを背にして立ち尽つくした。

　布を取りたくない。取ったら、すべてが確定してしまう気がした。戻もどれない予感がした。だが、取りたくないと拒こばんで許される雰ふん囲い気きではない。異様な静けさが広間を包む。

　理沙はゴクリと喉のどを鳴らした後、しゅるりと、肌はだ触ざわりのよい銀の布を外した。晒さらされたのは、黒い髪。理沙にとっては当たり前の、生まれた時から変わらない色だ。

　だが、ここルシアン王国では違うのだ。今の理沙の姿と、背後にある聖女の姿が、彼らの目にどう映るのか。

　答えは次の瞬しゆん間かんの、彼らの行動によって示された。

　国王以外のその場にいるすべての人々が、一いつ斉せいに跪ひざまずいて頭こうべを垂れたのだ。

「救国の聖女よ。再びルシアンに、神の恩おん恵けいをもたらしてくれ。我が国を──救ってくれ」

　国王がそう訴うつたえる。理沙は今この瞬間から、自分の意思とは関係なく、彼らにとっての『聖女』となった。
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　目が覚めた時、最初に目に入ったのは天てん井じように描かれた天使の絵だった。

　理沙は「ああ」と深く息を吐つき、両手で顔を覆おおった。無む邪じや気きな天使の笑みを見ても、少しも心は癒いやされない。

　──まだいる。私、今日もこの世界にいなくちゃいけないんだ。

　理沙が王宮に連れてこられて、すでに三日が経っていた。

　夢だ、これは夢なんだと言い聞かせて、昨日もその前日も祈いのるようにベッドに入った。しかしどの朝も見慣れた自分の部屋の天井ではなく、豪ごう華かな天てん蓋がい付きベッドの天井に施ほどこされた天使の絵が出で迎むかえる。

　理沙はのそりとベッドから這はい出た。薄うすいレースのカーテンを開けると、三ツ星ホテルのスィートルームさえ霞かすみそうな、豪華すぎる調度品が溢あふれた部屋が現れる。聖女だという理由で、国こく賓ひんが泊とまる部屋を提供されたのだ。居い心ごこ地ちが悪すぎて仕方ない。自分の狭せまいワンルームの部屋が懐なつかしかった。

　──仕事を三日間も無断欠勤して、職場はどうなっているだろう。月末までにまとめないといけない報告書があるのに。携けい帯たいも持っていないから、連れん絡らくのとれないことに家族だって絶対心配している。

　理沙は広いテーブルの一番隅すみの席にちょこんと座って、息を吐いた。夢と言い張るには、長い時間が経たちすぎている。テーブルの上には、昨日広げたままの本が数冊置いてあった。ルシアン王国の歴史書と地図を貸してもらうよう頼たのんだもので、昨日は遅おそくまで本を読んでいた。

　もしこれが夢でないとして、次に考えたのはここが地球上のどこかの国である、ということだった。世界にルシアン王国という国があるなんて聞いたことはないが、万が一ということもある。どうか万が一の、実在する国であってほしかった。地球上にあってさえくれれば、帰ることだって可能だからだ。

　──結果、望みは打ち砕くだかれて、ショックでベッドに倒たおれ込んだわけだけど。

　理沙は昨日の夜見て絶望した地図を、もう一度見返した。見たことのない形の大陸の中で、見み逃のがしそうなほどの小国がルシアン王国だった。大陸も周辺の国も、聞いたこともないものだ。理沙の知る現実の世界ではないと、はっきり突つきつけられた。

　──でもだったら、どうして私は言葉が通じるの？

　この世界に来てから、次々飛び込んでくる出来事を受け止めるだけで精いっぱいで、ここ二日でようやくそんな基本的なことに思い至っていた。話す言葉だけでなく、今読んでいる本も、理沙には日本語で書かれているように見える。

　試ためしにディルクに聞いてみると、理沙はルシアンの公用語を話していると驚きよう愕がくの事実が返ってきた。そんなはずはないと詰つめ寄っても、ディルクは戸と惑まどったような顔をするだけだった。

　──まさか、言葉が通じることが聖女の能力だとでも言うの？

　その後も、理沙は帰る方法を見つけるために、聖女の伝説が書かれた本など読み漁あさった。しかし未いまだ、方法は見つかっていない。

　その時、タイミングを見計らうかのようにノックがされ、理沙が「はい」と声をかける。

「聖女様。おはようございます。朝食の準備ができましたので、運んでよろしいですか？」

　穏おだやかな笑みを湛たたえて、食事の乗ったワゴンを押してきたのはハンナというメイドだった。

　理沙より三つ上のハンナは、焦こげ茶色の髪かみを美しく巻き上げ、同じ色の瞳ひとみを優やさしげに細めている。理沙の身の回りの世話をしてくれ、理沙が読みたいと言った歴史書などを用意してくれたのも彼女だった。

「ハンナさん。おはようございます」

　理沙が言うと、ハンナは困った顔で首を傾かしげる。

「聖女様。私に敬語を使う必要はございませんよ。名前も呼び捨てていただいて結構です」

「そんな礼れい儀ぎ知しらずなことはできません。あと、私のことは理沙と呼んでください」

　三日経っても、周囲から聖女と呼ばれることに強い抵てい抗こうを感じる。自分はただの人間の鈴木理沙なんだと、もはや意地もあって「理沙と呼んでほしい」と言っていた。

「あら。私こそ、聖女様にそんな礼儀知らずなことはできませんわ」

　今度は理沙が困った顔になる。その顔が可笑おかしかったのか、ハンナが口元に手を当てて小さく笑った。「分かりました、リサ様」と言うハンナは、悪戯いたずらが成功したような顔だ。しかし子供のような表情とは裏腹に、仕草のひとつひとつが楚そ々そとして品がある。ちょっぴり意地悪なことを言う時ですら、その雰囲気は損そこなわれなかった。

「それでお勉強は捗はかどられましたか？」

　食事をテーブルに並べながら、ハンナが脇わきに積んである歴史書や地図に視線を投げた。

「あ、はい。貸してくださってありがとうございます。それであの、ハンナさんにお願いがあるんです」

「なんですか？」

「私、この国のことをもっと知りたいんです。とりあえず城で働いている方と、お話ができませんか？　よかったら協力してもらいたいんです。あっ、でもハンナさんが忙いそがしいのであれば私一人でやりますから」

「まあ！　我が国の現状をお知りになりたいと思ってくださっているんですね。そういうことなら、もちろん協力させていただきます」

　ハンナは感激した面おも持もちで請うけ合ってくれた。理沙の胸がちくりと痛む。理沙はこの国を救うために話を聞くのではない。この国から帰る方法を探さぐるために聞くのだ。本を読んで分からないなら、誰だれかに聞くしかないと考えてのことだった。こんなにも自分のことしか考えていないのに『聖女』だなんて、なんの冗じよう談だんかと思う。

　──ホントの聖女様だって怒おこってるよ、きっと。

　そんなことを考えていると、視線を感じた。ハンナが、理沙の右手をうっとり見つめているのだ。

「ああ。指輪ですか？」

　理沙は右手を持ち上げた。薬指には、０・１７カラットのダイヤモンドがセッティングされた、プラチナリングがはまっている。給料三か月分とまではいかないが、理沙としてはかなり思い切った買い物だった。仕事にもようやく慣れてきた二十四歳の誕生日に、自分へのご褒ほう美びで買った。それに、ダイヤモンドは理沙の誕生石でもあるのだ。

「こんな宝石は見たことがありません。さすが、聖女様の指輪ですわね」

　ハンナの言葉通り、ルシアンでダイヤモンドは採さい掘くつされていない。色のついていない宝石とカット技術を初めて見た国王も驚おどろき、理沙が聖女であると更さらに確信を深めてしまった。

　美しいダイヤモンドは、しかし見る人間の心理状態が影えい響きようするのか、いつも見るより輝かがやきが薄い気がする。理沙は無意識にリングの部分を指で撫なでた。これだけが、理沙と元の世界を繫つないでくれる物のように思えた。










　それから丸一日、理沙はハンナの紹しよう介かいで城の様々な人達と話をした。特に興味深かったのは、ハンナと同じメイド達の話と、王宮にある図書室の司書の話だった。

　司書は、今のルシアンの現状を分かりやすく教えてくれた。国の収入の三分の一を占しめている宝石事業は、現在採掘量が年々減って翳かげりを見せ始めているらしい。そんな中で鞭むち打うつような過か酷こくな労働に、採掘者は疲ひ弊へいしていた。追い打ちをかけるように近年は農作物も不作で、人々は不安に陥おちいっている。

　更に、王宮では別の不ふ穏おんな影かげもある。メイド達がこっそり教えてくれたのは後こう継けい者しや問題だ。たった一人の跡あと継つぎであるロレンツ王子が病弱なのは、貴族達の中でも不安視されていた。

　理沙は息を吐く。どれも聞いたことがある話だ。ルシアン王国物語に書いてあった通りの現状。信じられないがやはり自分は今、本の中の世界にいるのだ。

　──しかも、『聖女』として現れることになるなんて……。

　ルシアンの窮きゆう状じようの中に、突とつ如じよとして現れた黒目黒髪の人間。疲弊した国を救ったとされる伝説の『聖女』に重ね合わされた理沙は、多大な期待を持たれて王宮に迎むかえられた。今はまだ、国賓のような位置にいて、王宮で休んでほしいと言われているだけだが、当然ながらそれで役目が終わるわけではないだろう。人々は理沙に、国への献けん身しんを、そして奇き跡せきを願っているのだ。

「あ、ありえない……。平へい凡ぼんな事務員に、奇跡なんて起こせるわけないのに」

　ぶつぶつ言いながら、広い廊ろう下かを歩く。司書から話を聞き終わって、自分の部屋に戻もどる最中だった。

「──おや。聖女様ではありませんか」

　しっとりと落ち着いた低音が背後にかかり、理沙は振ふり返った。動どう揺ようを隠かくしてなんとか平静を装い、笑えみを貼はりつかせる。

　ルシアン王国のトップ２であり、宝石事業のすべてを取り仕切っている宰さい相しよう、ラードルフ・ヴァン・ハークが目の前に立っていた。理沙を見てにこやかに微笑ほほえむ。

「王宮に来てからずっとお部屋に籠こもられていて、心配しておりました。なにか不安に思うようなことがあれば、遠えん慮りよなく仰おつしやってくださいね」

　態度も言葉もその表情も、真しん摯しに理沙を心配してくれているように見える。実際、王宮内でのラードルフの評判は悪くないのだ。理沙は本を読んでいるからこそ彼の悪行を知っているが、現時点でラードルフに不穏な思おも惑わくがあるなど気付いている人間はいないはずだ。今の宰相は表向き、ひたすら王の味方で、献身的に尽つくしているように見える。

「部屋に籠っていたのは少々体調を崩くずしていたからで、もう大だい丈じよう夫ぶです。お気き遣づかいありがとうございます」

　当たり障さわりのないことを言って、とにかく退散しようとする。ラードルフは引き止めるようなことはせず、柔にゆう和わな顔で理沙を見送った。完かん璧ぺきな笑顔と態度。だがそのアレキサンドライトの瞳は、常に理沙を探っているように思えて仕方ない。背中に突き刺ささる視線から逃のがれるため、理沙は足早に廊下を進んだ。

　部屋に戻った理沙は、今度は休む間もなくハンナの訪問を受けた。

「実はリサ様にお会いしたいと仰っている方がいるのですが……」

　開口一番そう言うハンナに、理沙は「誰ですか？」と尋たずねる。

「我が国の王子、ロレンツ・フェル・エドゥアルト様です」

　理沙は体を硬こう直ちよくさせ、ハンナを見返した。

　ロレンツ王子。それはルシアン王国の唯ゆい一いつの王位継けい承しよう者であり、先ほど会った宰相が、近い将来、策を巡めぐらせて殺してしまう人物だった。










　ロレンツ王子の部屋は、日当たりのよい西側の角にあった。

　扉とびらの前には警備している騎き士しがおり、理沙とハンナの姿を認めると、扉を開けてくれる。

　扉の先には、二人のメイドが揃そろっていた。どうやら双ふた子ごらしく、興きよう味み津しん々しんに理沙を見つめる瞳までもが瓜うりふたつだ。

「ようこそおいでくださいました！　聖女様！」

「どうぞこちらへ！　お茶の準備をさせていただきました！」

　片方の言葉を繫ぐようにしてもう片方が口を開く。双子はそわそわと落ち着かない様子だったが、急に部屋の奥に向き直ったと思ったら、二人ぴったり息を揃えて呼びかけた。

「ロレンツ様！　聖女様がいらっしゃいましたよ！」

「……レーアもレーナも、少し落ち着いて。聖女様が驚いてしまうよ」

　穏おだやかな声とともに、一人の少年が部屋の奥から現れた。

　──わあ。美少年……。

　理沙は目を丸くして、目の前の整った容よう貌ぼうの少年を見つめる。肩かたまである柔やわらかそうな金きん髪ぱつは、緑色の飾かざり紐ひもで後ろに結ばれていた。深緑の瞳ひとみは、幼さと思し慮りよ深さが同居しているようで、理沙を見て目を細めている。

　──エメラルドみたいな瞳。磨みがかれ始めたばかりの、原石に近い色に似てる。

　理沙がそんな感想を内心抱いだいていると、ロレンツが胸に手を当てて軽く腰こしを折った。

「初めまして。ルシアン王国王子ロレンツ・フェル・エドゥアルトと申します。お会いできてとても光栄です」

　まさに気品漂ただよう王子そのものの振る舞まいに、理沙も居住まいを正して頭を下げた。

「初めまして。鈴木理沙と申します。私もロレンツ王子とお会いできて光栄です。でも聖女ではなく、理沙と呼んでくださると嬉うれしいです」

　理沙の言葉にロレンツは目を瞬またたかせ、嬉しそうに笑った。

「リサ様とお呼びしてよろしいんですか？」

「是ぜ非ひお願いします。そちらの双子のメイドの方も、理沙と呼んでくださいね。あ、お名前も知りたいです。レーアさんと、レーナさん？」

　理沙が首を傾かしげると、双子は興奮したように「きゃあ！」と頰ほおに両手を当てて飛び上がる。

「聖女様に名前を呼んでいただけるなんて！　どうしよう、夢みたい！」

「夢よ！　そうに決まってる！　でもとても光栄だわ！」

　双子はそう言って喜んでくれたが、なにかに気付いたのか困った顔で互たがいに顔を見合わせた。

「ですがリサ様。私達双子の顔を見分けるのは至難の業わざですわ。両親とロレンツ様以外、当たったことがございませんの」

　確かに双子は顔も声も体型もよく似ていて、例えば黒子ほくろなど一見して見分けられる特とく徴ちようはなかった。服装も同じなので、ますます瓜ふたつだ。

「私達はひとりだと思って、レーアでもレーナでも、好きなようにお呼びくださいませ」

「とんでもない。そんなことはできません」

「リサ様。ご無理はなさらないでください。僕も見分けるのに時間がかかりましたし」

　ロレンツも言い添そえるが、理沙は首を横に振った。

「無理してるわけじゃありませんよ。うーん、そうですね……」

　理沙は、自身の胸むな元もとを飾っている百合ゆりの飾りを外した。それを双子の片割れにつけて、尋ねる。

「お名前は？」

「え、っと、レーアです。レーア・フェヒトと申します」

　今度は百合の飾りをしていない方に「そちらのお名前は？」と聞いた。

「レーナ・フェヒトです、リサ様」

「では今日は、この胸元の花の有う無むで名前をお呼びします」

「リサ様、本当によろしいんですよ。私達はどちらの名前でも応こたえますから」

「でも、名前を間ま違ちがえて呼ばれたら悲しくなるじゃないですか。どちらも素す敵てきな名前だし、ご両親からいただいたんでしょうから。大事にしないと」

　そう言うと、双子は互いに顔を見合わせて、それから「ありがとうございます、リサ様」と嬉しげな笑みを見せる。それを眺ながめるロレンツもまた、優やさしい顔になった。ハンナにいたっては、なぜか誇ほこらしげな顔になっている。

　それからロレンツは理沙をティーセットの用意できたテーブルへと招き、お茶会が始まった。

「すごい本の数ですね」

　お茶を飲みながら、理沙は部屋に置かれた大きな本ほん棚だなを見つめた。隙すき間まもないほどに本が収められている。すべて読んでいるのだとしたら、相当な読書量だ。

　ロレンツは自身を恥はじるように視線を落として言った。

「幼い頃ころから体が弱くて、ベッドでできることといったら読書しかなかったんです。本の中でなら、どんな冒ぼう険けんだってできるのが嬉しくて」

　理沙は大いに共感して頷うなずいた。ロレンツと状じよう況きようは違えども、理沙が毎晩本を読むのと理由は同じだ。それは本が持つ無限の可能性だった。

「僕はその……、救国の聖女にずっと憧あこがれを持っていたんです」

「憧れ？」

　ロレンツが少しだけ照れたように、組んでいた両手に視線を落とした。先ほどまでの大人びた様子が一転して、年相応の少年らしさが垣かい間ま見みえる。

「聖女の伝説を読んだ時も、とても心を動かされました。彼女はただの村むら娘むすめだったんです。でも立場がなんであれ、国のために自分の身を捧ささげようとした。国を愛する心には、なんの隔へだたりもないんだと思い知らされました。大切なのは思いの強さと、それを実行する力。その姿に、僕も頑がん張ばらなければと思えたんです」

　理沙はルシアン王国物語を思い返す。ロレンツ王子は幼少から体が弱く、そのせいで今も王位継承者としての立場を不安視されている。誰だれよりも一番、それを実感していたのは本人だろう。思う通りにならない体を、どんなにもどかしく感じていたのだろうか。

「それから少しずつ、体を動かすようになりました。散歩とかからですけど……、今は剣けん術じゆつも少しずつ取り入れていて。体力と技術を付けて勉強して、立派な王になろうと思っています」

　双子がロレンツの言葉に大きく頷いた。この年若い主人を大切にしているのだろう。

「僕は聖女をとても尊敬しています。今こうしてお会いできて……、本当に嬉しいんです」

　きらきらと輝かがやく瞳が、理沙に向けられる。苦く笑しようしながら、やんわりと首を横に振ふった。

「それは私ではありませんよ」

「いいえ。あなたは聖女です。僕が本を読んでずっと想像してきた通りの、優しい方だ」

　真っ直すぐな賛辞を贈おくられて、理沙は困ってしまった。ロレンツが慕したってくれるような聖女でないことは、理沙自身が一番よく分かっている。

　理沙の戸と惑まどう姿を見て、ロレンツはそっと言い添えた。

「こんな話をするのはこの部屋でだけですから、どうかお許しください。病弱だろうが、僕はこの国ただひとりの王子です。王子が聖女にあまりにも傾けい倒とうしているとなれば、周りにどう利用されるか分かりません。公的な場面では、適切な距きよ離りで対応しますから」

　理沙は目を丸くし、目の前の人物への印象を改めた。きちんと自分の立場が分かっていて、周りに対して公平でいようとしている。物もの腰ごしも丁てい寧ねいで穏やかで、人を引っ張っていく牽けん引いん力こそまだないものの、成長すればいい国王になれるのではないだろうか。

　でも、彼はもうすぐ死ぬ。

　心の隙間に入り込んできたその言葉は、冷たく鋭するどく理沙の胸を抉えぐった。ルシアン王国物語の通りであれば、ロレンツ王子は宰さい相しようの策によって賊ぞくに殺されてしまうのだ。

　──今、警告のつもりで本人に言ってしまおうか？

　そんな考えが頭を過よぎった。抗あらがいたい魅み力りよくを感じるが、また別の不安が押し寄せてくる。

　──でも、本当に本の通りに話は進む？　そもそも私自体の存在がイレギュラーなのに。

　ルシアン王国物語に、言い伝え以外で聖女が現れたという記述は一いつ切さいないのだ。

　──それに、私はこの世界の人間じゃない。いつかは絶対帰る。部外者が無責任に口出ししていいことなの？　未来を教えて、状況が更さらに悪化する可能性だってある。

　様々な葛かつ藤とうが頭の中を駆かけ巡めぐり、理沙はどうしていいか分からなかった。考えに雁がん字じ搦がらめにされて、身動きがとれない。

「リサ様？　どうかしましたか？　あ、お疲つかれになりましたか？」

　ロレンツが心配そうに理沙を見やる。計算などない、純じゆん粋すいな慕わしさのこもった眼まな差ざしが向けられた。──彼を死なせたくはない。目の前の少年のため、自分ができることはなんなのか。

　今の理沙に、答えは出なかった。
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　翌朝、理沙はハンナに手伝ってもらって鏡の前で身み支じ度たくをしながら、今日の予定について考えていた。ロレンツ王子と話したことで、妙みような焦あせりのようなものが広がっていた。

　──早く元の世界に帰る方法を探さぐらないと。自分でもどんな行動をしてしまうか分からない。

　その時、バタバタと廊ろう下かから音がしてきたと思うと、扉とびらがやや性急に叩たたかれた。

「聖女様はいらっしゃいますか」

　扉を開けて入ってきたのは、王家の使者として理沙を迎むかえに来たあのディルクだった。冷静で穏おだやかな彼らしくなく、息が上がっている。

「朝の支度中に申し訳ございません。国王様がお呼びですので、着き替がえられたら玉座の間までお越こしください」

「玉座の間？　どなたか国こく賓ひんの方がいらっしゃっているのですか？」

　ハンナが首を傾げた。彼女の話によると、玉座の間とは国賓や他国の大使などと謁えつ見けんする部屋らしい。

「ああ。キンバリー王国の第一王子であられるリカルド様が、本日我が国を訪問された。当分の間、勉学のために滞たい在ざいされる。それは前々から決まっていたからいいのだが、リカルド様が急に聖女様にお会いしたいと仰おつしやられて……。ハンナ、分かっているな。聖女様のお召めし物は任せたぞ」

「まあ！　それは大変ですわ。承知致いたしました」

　最後のディルクとハンナの会話はもう聞いていなかった。ただひとつのことだけが理沙の頭をぐるぐると回る。

　──ちょっと待って。キンバリー王国？　第一王子？　そんなの本に出てこなかったのに！

　ルシアン王国物語の本に登場する他国は、最後にルシアンを滅ほろぼそうとするブランドルだけだ。キンバリー王国などという国名は、全く出てこないはずだった。

　心の中が一気に恐きよう慌こう状態になる。しかしそんな理沙の内心など知らず、ハンナは手て際ぎわよく服を着替えさせて聖女の姿を作り出した。

　正直こんなことをしている場合ではないし、王子になど会いたくもないと言いたいが、言えない。なんの予備知識もないまま、ディルクに連れられて玉座の前へと向かった。

　これまた重じゆう厚こうそうな木の扉の前には騎き士しが二人いて、物々しく扉を開けてくれる。

「聖女様が参られました」

　ディルクの言葉に、部屋にいた人々の視線が一いつ斉せいに向けられた。中には三十人程ほどの人々が控ひかえている。

　そして理沙の目の前には、映画で見たような玉座が二つ並んでいた。この国を象しよう徴ちようするがごとく、三つの宝石があしらわれた豪ごう華かすぎる椅い子すだ。

　その椅子に座っているのは、一人はルシアン王国の国王。そして隣となりの椅子に腰こし掛かけているのは、年若い青年だった。

　青年と目が合う。

「あっ」

　零こぼれるように声が出たが、小さくて周囲には聞こえなかったらしい。だが、目を合わせた青年だけは理沙が口を開いたことにすぐさま反応した。

「あなた──」

　青年が椅子から立ち上がり、脇わき目めもふらずに理沙に近付いてくる。優ゆう雅がだがしっかりとした足取り。磨みがきぬかれたサファイアの瞳ひとみが、数日ぶりに再び眼前に現れた。

「あの時の……」

「──初めまして。キンバリー王国第一王子、リカルド・フリードリヒ・デ・バシリウスと申します。救国の聖女にお会いできるなんて、私は幸運ですね」

『初めまして』。その言葉の真意を悟さとり、理沙は言いかけた台詞せりふを飲み込んだ。青年、リカルドは理沙の態度に満足げに目を細め、甘く感じるほどの笑えみをのせる。

「貴国に聖女が現れたと聞いてはいましたが、本当に珍めずらしい色をしていますね。黒くろ髪かみと黒い瞳を持つ者は、我が国キンバリーにもいない。周辺諸国でも聞いたことがありません」

　さも今初めて見たとばかりに首を傾かしげるリカルドに、理沙はなにも言わないが反発心がむくむくと湧わき上がってくる。

　──川かわ縁べりで、同じように黒髪黒目に言げん及きゆうしたのに。

　そう、リカルドは溺おぼれていた理沙を助けてくれた、あの『謎なぞの男性』だったのだ。

　どういうつもりで誤ご魔ま化かしているのか。疑ぎ惑わくの顔で自分を見つめる視線に気付いても、リカルドは素知らぬ顔で見返すだけだ。

「こんなに美しい聖女なら、我が国にも来て欲しい。連れて帰ってもいいですか？」

　言うなりリカルドは、理沙の手を掬すくうようにして持ち上げ、優雅な仕草で甲こうに口づけた。最後の台詞はその場にいる国王や家臣達に言ったのだろう。その場が一斉にざわめく。

「リカルド王子。お戯たわむれはおやめください。聖女はルシアン王国の宝とも言うべき存在です」

　国王の弱り切った声が響ひびいて、リカルドは「冗じよう談だんですよ」と爽さわやかに応じた。

　しかしリカルドは手を離はなすことはせず、理沙を甘い眼差しで見つめながら更に驚おどろくべきことを言った。

「だが、美しいと思ったのは本当です。こういうのを一ひと目め惚ぼれっていうのかな」

「──はい!?」

　リカルドの爆ばく弾だん発言に、理沙は素っ頓とん狂きような声を上げたのだった。










「リカルド・フリードリヒ・デ・バシリウス。大国キンバリー王国の第一王子にして、王位継けい承しよう者。年は二十二。独身。文武両道で、国民の支持も篤あつい。……はあ。つまり完かん璧ぺき王子ってことですか」

　ハンナがくれたリカルド王子のプロフィールと地図を眺ながめながら、理沙は溜ため息いきを吐ついた。

　リカルド王子との謁見から丸一日が経たち、現在理沙は王宮の中庭にいた。庭の中央にある噴ふん水すいの出っ張りに腰こし掛かけて、膝ひざに広げた地図に指を滑すべらせる。

　キンバリー王国は、ルシアン王国から見てほぼ東に位置する大国だ。目算でもルシアンの七倍ほどの面積を持つ。

　気候が安定しており、農耕に向いた土地で、海に面しているために魚介や塩もとれる。それだけでもルシアンが焦こがれるほどに豊かな国なのだが、軍事を始めとする技術力もまた高い国らしい。

　もはやルシアンがキンバリーに勝っているものなどひとつしかない。そう、宝石だ。こればかりはキンバリーの広大な土地を探しても、他ほかの周辺国でも採さい掘くつできないらしい。この一点のみで、ルシアンはなんとかキンバリーと国交を結び、かろうじて隷れい属ぞくを免まぬかれている。キンバリーだけではない、ルシアンは宝石事業だけで、他国と渡わたり合っていると言ってもいい。

　──ルシアンって、結構綱つな渡わたりの外交なんだなあ。切れるカードは宝石しかないってことなのね。

　だからこそ、聖女の存在は彼らにとってとても重要で敬われるものなのだ。

　そんなことを考え、はっとして慌あわてて首を横に振ふる。国の心配をしている場合ではない。

「ダメダメ！　私は帰るんだから！」

「あれ？　これ俺の国だね」

　ふっと地図に影かげが差して、理沙は慌てて顔を上げた。いつの間にか目の前にリカルドがおり、腰を軽く曲げて地図を凝ぎよう視ししている。と思ったら、見ているのはハンナがくれたプロフィールの方だった。慌てて隠かくそうとするが、もう遅おそい。リカルドは笑みを深めて、するりと隣に座って理沙の顔を覗のぞきこんでくる。

「俺の事なら、俺に直接聞いてくれればいいのに。君の質問ならなんでも答えるよ」

　なんでも、なんて聞いて呆あきれる。理沙はプロフィールを地図の間に挟はさんで、パタンと閉じた。リカルドとの間に一人分隙すき間まを空けて、座り直す。

　リカルドは目を丸くして言った。

「おや。すっかり警けい戒かいされてしまったね」

「何か御ご用ようですか。リカルド王子」

「他た人にん行ぎよう儀ぎで悲しいな。俺は君ともっと打ち解けたい」

「では『謎の男性』とお呼びしましょうか」

「そうそう、その話をしたかったんだ。玉座の間で、口を噤つぐんでくれてありがとう」

「……全部ぶちまければ良かった」

　満足げなリカルドの顔がなんだか腹立たしくてぼそりと呟つぶやくが、彼は楽しそうなままだ。

「川辺で会ったのはこのまま秘密にしてくれないか。二人だけの秘密もいいものだよ」

　思わせぶりな言い方で微笑ほほえむリカルドだが、その真意が全く見えない。

　理沙の疑念と不安は、リカルドがやって来たことで更さらに増していた。

　知らない世界にやって来た理沙にとって、未来を知っているというのは一種の安定剤ざいになっていた。理沙にとって不利な状じよう況きようになっても、それを回かい避ひできる術すべを自分は持っている。そのアドバンテージこそが、理沙の心の支えだったのだ。

　現在、それは根底から覆くつがえされそうになっている。異世界から来た自分という聖女がおり、見知らぬ国の王子までやって来た。本の通りに、全く話が進んでいない。

　理沙は、考えの読めないリカルドの笑みを見つめる。

「王子がこの国にいらした理由はなんですか？」

「ここに来たのは、次期国王として見聞を広げるためと、あとはルシアンの産業を学びたいからだよ。国王からそう聞いていない？」

　確かに訪問の理由は遊学だと聞いている。だがそもそも、ルシアンに勉強のために来たという理由が信じられない。ルシアンは、キンバリー王国からすれば取るに足らない近きん隣りんの小国のはずだ。どちらが上かなど、考えるまでもないだろう。そんな力関係の中で、今いま更さらキンバリーの王子がルシアンになにを学びに来るというのか。一国の王子が他国に遊学するのはそう簡単にできることではない。しかも彼は王位継承者なのだ。それでも尚なおここに来たということは、相応の利益を求めてのはずだ。

　なにより彼は、この国に王子として正式に訪おとずれる前にルシアンの地を踏ふんでいる。それを理沙に秘密にしてほしいと言ってきた。そうだ、彼はなぜあの川辺にいたのだろう？

　疑問がぐるぐると頭を回る。しかし、真正面から聞いてもはぐらかされるだけなのは分かっていた。更に厄やつ介かいなことに、相手は大国の王子だ。下手へたなことを言えば、外交問題に発展する可能性さえあるのだ。

「いいね」

「え？」

　リカルドが口を開いたことで、理沙はいつの間にか自分が深く長考していたことに気付いた。目の前のリカルドは自身の膝ひざで頰ほお杖づえをつき、ふっと口元を緩ゆるめる。

「その瞳で情熱的に見つめられると、気分がいい」

「はっ？　情熱的になんて見てません！」

「そう？　急に押し黙だまったと思ったら、熱ねつ烈れつに俺の顔を見つめていたじゃないか。こう一心に、ひたむきに……。ああ、恥はずかしがらなくていいよ。俺だって君の綺き麗れいな瞳を見ていたからね、お互たがい様だ。──もっと見ていていいかな？」

「誤解です！　見てませんし見ないでください！」

　からかわれているのは分かっているが、熱烈に、ひたむきに、などと言われては言い返したくなる。理沙は全力で否定し、青い瞳ひとみから逃のがれるようにその場を離れた。










「……楽しそうですねえ。リカルド様」

　怒おこった様子で荒あら々あらしく遠ざかっていくリサの背中を見つめていると、どこからともなく自身の従者が現れた。

「オスカーか」

　リカルドの腹心でもあるこの従者は、いつも眠ねむそうな顔をしている。細い目元は本当に開いているのかと時々確かめたくなるほどだ。しかし、のほほんとした見た目に騙だまされるとひどい目にあう。キンバリーの王立大学を首席で卒業したオスカーは、国随ずい一いちの切れ者なのだ。

「そう見えるか？」

「はい。いきいきとしていらっしゃいます」

「言い返してくる言葉が小気味よくてね。まるでお前と話しているような手て応ごたえを感じる。ま、お前と違ちがって性格はねじ曲がっていないし、目は大きいし、美人だけれど」

「はいはい。どうせ私は性格がとんでもなくねじ曲がっていて、目だって寝ねてるの？　って聞かれるくらい細いですよ。──で？　どうですか、あの聖女様は」

　リカルドは淡たん々たんとした口調で言った。

「聖女なんて雰ふん囲い気きはなかったな。むしろその役目に戸と惑まどって、疎うとんでいるようにも見える。でも周囲に流されて、否定もしきれていない。なにもかも、中ちゆう途と半はん端ぱだ。いつかきっと自分で役目を持て余して、どうしようもなくなる日が来る」

　オスカーはするりと自身の顎あごを撫なでた。

「なるほど。まあ、概おおむね同意しますよ。それにしても最後、聖女様は怒って行ってしまいましたけど」

「ああ。色々聞かれる前に話を終わらせたくてね。わざと怒らせた」

「……へえ」

　一いつ瞬しゆんの間の後、棒読みのような相あい槌づちが打たれて、リカルドは怪け訝げんな顔で従者を見返した。

「なんだ」

「別に。ただちょっかいを出したかっただけじゃないかと思いまして」

「そんなわけないだろう」

「この国に来た目的を、お忘れにならないでくださいね」

「分かっている」

　リカルドがしっかりと頷うなずけば、オスカーは満足した表情になった。従者は「失礼しました」と言って、また姿を消した。
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　本の内容と現実が一いつ致ちしない。理沙の頭を悩なやます事象だったが、それからは本の通りに話は進むことになる。体調がよくなったロレンツが、今まで延び延びになっていた宝石の採さい掘くつ場じよう視察に赴おもむくことになったのだ。赴くのは二週間後に決まった。

　理沙は今度こそ、決断を迫せまられることになった。このままロレンツが採掘場の視察に行けば、視察帰りに宰さい相しようが放った賊ぞくに殺されてしまうのだ。しかし現状として、必ずしも本の内容通りにいかないかもしれない。ロレンツは殺されないかもしれない。

　──でも、殺されるかもしれない。

　ぎゅっと痛いほど両手を握にぎりしめながら、理沙は決断した。ディルクを介かいして、国王と話したいと申し出る。

　二日後ようやく謁えつ見けんの許可が出て、迎むかえに来たディルクと王の待つ執しつ務む室へと向かった。

　部屋に入った途と端たん、理沙ははっとして体を硬こう直ちよくさせた。国王の後ろに、ラードルフが控ひかえていたからだ。理沙の視線に気付いたのか、国王が機き嫌げんよく言った。

「ラードルフにも聞いてもらおうと思って、私が呼んだのだ。宝石事業についての話なのだろう？　それならば彼の管かん轄かつだからね」

　国王にそう言われてしまえば、理沙としては頷くしかない。気持ちを切り替かえ、執務室に向かうまでに組み立てていた考えを話し出す。

「今度の採掘場の視察の件なのですが、ロレンツ王子ではなく、私に行かせてもらえませんか」

　想像していなかった申し出なのか、国王は目を瞬またたかせ、ラードルフはさっと一瞬だが表情を曇くもらせたように見えた。

　自分が採掘場に行く。これが理沙の出した答えだった。

　──中途半端な決断だって思うけど……。

　だが、理沙ができる最善はこれしかない、と考えたのだ。理沙がロレンツの代わりに採掘場に行っても、彼の命が一日二日延びるだけかもしれない。それでもなにかしたい、と考えた結果だった。ロレンツにはここに来る前に事前に話をしていた。彼は自分が行くべきだと最後まで訴うつたえていたが、理沙はなんとか説得して役目を譲ゆずってもらったのだ。

「その……、聖女として採掘場の様子を見てみたいんです。神の加護が今もルシアンの地にあることを、確かめたいんです」

　聖女らしい物言いを意識して言うと、案の定国王が目を輝かがやかせた。

「それはいい！　是ぜ非ひとも行ってきて、神の加護を更に強めてきてくれ。どうだろうかラードルフ？　素す晴ばらしい案ではないか？」

　意見を求められたラードルフは、思案するように視線を飛ばした。

「ですが国王様。この視察はロレンツ王子が行くことに意味があるのでは？　ようやく体調が安定した今、次期国王として国政に関かかわっていただくいい機会だと思うのですが」

　言葉だけなら、国の未来を考える宰相そのものだ。しかしどうしても理沙は、ロレンツを採掘場におびき出すために言い募つのっているような、穿うがった見方しかできない。

「それはまあそうだが……」

　揺ゆらぐ国王の気持ちが分かり、理沙は慌あわてて口を開いた。

「ロレンツ王子が採掘場に行かれることは、これから何度も機会が訪れるでしょう。ですが、私はいつまでこの地にいるか分かりません。言い伝えをご存じでしょう？　最初の聖女は、いつの間にかこの国から姿を消しました」

　国王が僅わずかに身を乗り出し、焦あせった口調で言った。

「待ってくれ。そなたも消えてしまうということか？」

「それは……、神のみが知ることですから。ですからどうか、今回は私に行かせてください！」

　理沙は頭を下げた。ロレンツ王子の死を回かい避ひできても、今度は理沙自身に危険が及およぶ可能性もある。だが理沙は、あの真っ直すぐで思し慮りよ深いロレンツを見捨てることはできなかった。

　いついなくなるか分からないと言った理沙の言葉は、国王の心に深く残ったようだった。それからラードルフがいくら言っても、国王は首を縦に振ふらなかった。ついにラードルフも同意し、理沙は採掘場に行くことになったのだ。

　話し合いが終わり、理沙は大仕事を終えたような疲ひ労ろう感かんを覚えながら部屋を出ようとした。すると、ラードルフに呼び止められる。

「聖女様の護衛となる騎き士しを新たに組み直して、後で紹しよう介かいさせていただきますね」

「はい。よろしくお願いします」

　そこでラードルフはじっと理沙を見つめ、何気なく言葉を続けた。

「鉱山では、落らく盤ばん事故など不測の事態も起こり得ます。──どうかお気を付けて」

「は、い……」

　理沙はギクリとして、ラードルフを見上げた。ふわっと肌はだが粟あわ立だち、自分が鳥肌を立てていることに気付く。理沙の安全を願うその言葉には、まるで温度がなかった。










　緊きん張ちようを強しいられた執務室からようやく出ると、すぐに会いたくなかった顔に出会う。

「やあ。今日も麗うるわしいね、聖女様」

　リカルドが、廊ろう下かの壁かべに凭もたれ掛かかって腕うでを組んでいた。理沙の警けい戒かい心しんがむくむくと湧わき上がってくる。

「君の着る服にはいつも赤と青と緑が使われている。着る服も決まってるのかい？」

　理沙は自身の服を見返した。ハンナが選んでくれた服はいつも美しいが、裾すそが長すぎるのが難点だ。と、気を取られた瞬しゆん間かん、足元が疎おろそかになってその裾を踏ふんづけてしまう。

「おっと」

　すぐさまリカルドが腕を取って支えてくれた。川かわ縁べりで初めて会った時も思ったが、すらりとした体たい軀くに似合わず、リカルドには力がある。

「気をつけて」

「あ、ありがとうございます」

　慌てて離はなれようとするが、なぜかリカルドは手を離してくれず、そのまま歩き出してしまう。

「国王の執務室から出て来たよね？　なんの用だったの」

「それは……、リカルド王子には関係のないことです」

「そうそう、ロレンツ王子が宝石の採掘場視察に行くんだってね」

　理沙は表情を強こわ張ばらせた。まるで執務室での会話を聞かれたような核かく心しんを突ついた質問に、リカルドへの文句が喉のどの奥で止まってしまう。

「そういえば」とリカルドが理沙に耳打ちする。近さにぎょっとするが、次に言われた言葉にそれどころではなくなった。

「君と出会った川辺は、採掘場に近いね」

「え？」

「知らなかった？　あの川で、採掘した原石を洗ったりもするらしいよ」

　理沙はリカルドを見て、目を瞬かせた。そういえば、川辺で村人が近付いてきた時、最初に音に気付いたリカルドは「村人か、それとも採掘者かな」と言っていた。

　──川。そうだ。私がこの世界で初めて目を覚ました場所。

　あのとき自分には意識がなかったので今まで気付かなかったが、リカルドによれば理沙は川で溺おぼれていたという。理沙ははっとして目を見開く。もしも。

　──もしも川の中に、もとの世界へ帰る道があったら？

　飛び込めば、帰れるかもしれない！
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　翌日、理沙はひとりの騎士を探すべく、近この衛え騎士団の訓練場へと足を運んだ。掛け声と、剣けん同士が擦こすれ合い、打ち合う音が響ひびき、皆みな各おの々おの真しん剣けんな表情で取り組んでいる。しかし理沙はその訓練場は一いち瞥べつしただけで、隣となりにある休きゆう憩けい所へと足を向けた。

　現在訓練中で、休憩所で休む怠たい惰だな騎士などいるわけもなく、中はがらんとしている。しかし理沙は、休憩所の屋根にかかる小さな梯はし子ごを見て目を細めた。

　──いた……。よし、これは本の通り。

　長い裾を膝ひざの高さまで持ち上げて結び、足を動きやすくする。それから梯子に手をかけ、登り始めた。

　屋根の上で、仰あお向むけで眠ねむっている男がいる。理沙はその男を見下ろした。

　──綺き麗れいな赤毛だなあ。

　短めの髪かみは鮮あざやかでありながら濃こい赤色をしており、理沙はピジョンブラッドという言葉を思い浮うかべた。それはルビーの中でも最高級の色合いを表す言葉で、『鳩はとの血』のような深い色のことだ。顔つきも整っており、リカルドやロレンツのような美しさとは違ちがい、粗そ野やな男らしさが滲にじんだ雰ふん囲い気きがある。体つきはさすが騎士という感じで、細身ながらも筋肉がついていた。

「ザック・ハルトマンさん？　起きてください」

　毎朝五時に起きてお弁当を作り、満員電車に揺られて仕事に行っている社会人としては、仕事サボってんじゃないわよ！　と怒ど鳴なりつけたい気分だがぐっと我が慢まんする。

　ザックが片目だけをあけて、声の主の姿を確かく認にんした。理沙の髪と瞳ひとみに視線がいくも、驚おどろきも崇すう拝はいするような表情もなかった。ただひたすら面めん倒どうくさそうに、目を眇すがめられただけだ。

「……聖女様が何の用だよ」

「聖女じゃなくて、鈴木理沙と申します。ザックさんに頼たのみたいことがあるんですけど」

「断る」

「私の護衛をしてもらいたいんです」

「聞いてねえな人の話」

　ザックの受け答えは想定内だったため、理沙は押し通して言った。

　理沙は今、自分の命を守ってくれる味方を欲ほつしていた。

　採さい掘くつ場じように自分が行くと言った時、宰さい相しようと対たい峙じして理沙は確信していた。彼は間ま違ちがいなく、ロレンツを殺そうとしていた。そしてそれを阻そ止ししようとした理沙のこともまた、敵だと認識しただろう。

　味方が欲しい、と理沙は痛切に思った。しかも、理沙の命と自分の命と両方守れるくらいに強い人間がいい。リカルドの顔がなぜかポンと頭に浮かんだが、速そつ攻こうで論外だと切り捨てた。あんな秘密だらけの謎なぞ王子を信用なんてできない。

　そんな理沙が考え抜ぬいた味方候補が目の前にいるのだが、一向に起き上がる気配さえない。

「俺は眠い」

「あなたのお仲間は現在、訓練に明け暮れている最中ですよ」

「だから？」

　サボっているのに悪びれる様子もない。これで本当に使えない人間なら、即そつ刻こくクビだろう。しかし、彼は周りのすべてを黙だまらせるほどの剣の腕を持っていた。

　ザック・ハルトマン、二十六歳。近衛騎士団所属。他国で傭よう兵へいをやっていたのを、ルシアンの近衛騎士団長がスカウトして、入団。しかし、上下関係は無視、命令も規律も無視、近衛騎士としての礼れい儀ぎや言こと葉ば遣づかいもなっていないという、ないない尽づくしの男だった。

　理沙がなぜザックを知っているのか。ザックはルシアン王国物語の本に、最初はやる気のない騎士役として出てきた男だった。しかし物語の終盤で隣りん国ごくとの戦争が勃ぼつ発ぱつした際、彼は自国の誇ほこりをかけて、一騎当千の働きをするのだ。

　理沙は味方を作ろうと決めた時、ザックの名が思い浮かんだ。念のためにハンナにザックについて調べてもらうと、ほぼ本通りの人物だと分かったため、こうして出向いている。

「屋根で昼ひる寝ねするより、有意義な時間が過ごせると思いますよ。お願いします、私の護衛騎士になってください」

「それは、命令か？」

　じっと理沙を見つめていたザックが、ひょいと起き上がった。しなやかな豹ひようのような動きだ。

「え？」

「自分は聖女なんだから他人が従うのは当たり前だとでも思ってんのか？　それとも、金を積むから命を捧ささげろって？」

　ザックは馬ば鹿かにしたような笑いを浮かべた。この言い分では、他ほかにも別の誰だれかに護衛を頼まれたことがあるのかもしれない。そして彼らは力でもって、ザックを従わせようとしたのだ。

「俺は相手が誰だろうが、いくら金をもらおうが、気に入らない相手の護衛はしない」

　──ああ。やっぱり彼は、思った通りの人だ。

　どんな人間にも媚こびたりしない。だからこそ理沙は、ザックに味方になってほしいのだ。権力にも金にも靡なびかないからこそ、信しん頼らいできる。

「話は終わりだ」

「えっ。まだ終わってな……」

「あんたはその黒い瞳から涙なみだでも流して、奇き跡せきとやらを起こしてりゃいいだろ」

　ザックはもう理沙を見ることもなく、屋根を下りてどこかへ行ってしまった。




　そんな最初の勧かん誘ゆうから五日が経たった。

　一ひと筋すじ縄なわではいかないことは、よく分かっていたつもりだった。

　──しかし、敵も強敵だな……。

　理沙はぐぬぬ、と両手を握にぎりしめ、もぬけの殻からになった休憩所の屋根を睨にらみつける。四日間、理沙は毎日ザックのもとに通っては、護衛騎き士しになってくれるよう頼み込んだ。しかしその都度断られ、逃にげられ、しつこいと怒鳴られた。五日目の今日はとうとう、昼寝の場所まで変えられてしまったようだ。会うことすら厭いとわれたということだろう。

　──どうしよう。こんなことしてたら、あっという間に視察の日になってしまう。

　どうすれば、あの一いつ匹ぴき狼おおかみで権力アレルギーのような人間の心を捉とらえられるのか。

「あ！」

　そうだ、と理沙はひとつの案を思いつく。そのまま足早に王宮に戻もどり、準備を始めた。










「これを読んでください」

　理沙は目の前で最高潮に不ふ機き嫌げんそうなザックに、一枚の紙を突つきつけた。

　部屋でとある用紙を作成した理沙は、休憩所の横を歩いていたザックを待ち伏ぶせして、とっ捕つかまえていた。

「あ？　なんだよこれ」

「いいから目を通してください」

「……『護衛騎士における雇こ用よう条件』？」

「そう。私があなたを雇やといたいから、そのための条件を提示しますってことです。よく読んで、分からないところ、納なつ得とくできないところは言ってください」

　ザックは変なものでも見るような目で理沙を見つめ、また紙に視線を落とした。

　理沙が提示した条件は以下の通りだ。




『採用年月日・本日より

　雇用期間・本日より一か月間（延長あり。なお、雇用主が王宮を去った場合はその時点まで）

　職種及および業務内容・雇用主の護衛

　勤務場所・王宮、採掘場、並びに雇用主の赴おもむく場所に随ずい行こうのこと

　勤務時間・週五日　午前八時三十分から午後五時十五分まで（休憩時間一時間含ふくむ）

　その他・残業手当、危険手当は別べつ途と支給』




「本給については、近衛騎士の一いつ般ぱん的なお給料から算出します。安くはないはずです」

　このお金に至っては、理沙は国王に頭を下げた。そして近衛騎士団の主である国王に、一時的だが護衛役に引き抜くことも許可をもらった。国王は丁度護衛役は付けるべきだと考えており、すべて必要経費だと言ってくれた。お金を用意できない自分は情けないが、仕方ない。

　条件は整えた。あとは目の前の男の、説得のみである。理沙は息を吐はいて、言った。

「本当の忠誠って信頼関係から生まれるものだし、それを無む理り強じいするつもりはありません。だから私はあなたの雇用条件を保証します。これは命令でも懇こん願がんでもありません、お互たがいが納得したうえで交かわす契けい約やくと考えてください」

　ザックは紙から顔を上げた。

「四六時中命を賭かけろなんて言いません。一日七時間四十五分、護衛をしてほしいんです」

　面めん食くらったような顔になったザックは目を瞬またたかせた。

「あんた、すっげえ変わってるな」

「私はただの平へい凡ぼんな社会人です！　まあ、ここじゃ変な人なのかもしれないけど」

「他の騎士にこんな勧誘の仕方したら、騎士道の冒ぼう瀆とくだって言われるぜ」

「分かってます。でもあなたは言わないでしょう？」

　ザックが口を噤つぐんだ。互いの心を探さぐり合うように、二人の視線が交こう錯さくする。

「騎士っていう大きな括くくりじゃなく、あなたという人間個人を捉えて考えてみました。どうですか？　この提案にのる気はありますか？」

　ぐっと顎あごを持ち上げて、せいぜい余よ裕ゆうがあるように見せて聞く。本当は心臓がバクバクいっていた。これで断られたら、もう打つ手がない。

「……いいぜ」

「えっ」

「権力とか忠誠とか、ごちゃごちゃしたのはナシってことだろ。面おも白しろそうだし、やってやるよ」

　ザックは理沙の作った雇用契約書を、ピンと指で弾はじいてにやりと笑った。

　理沙は内心小こ躍おどりしそうな心を宥なだめ、こちらもふふんと笑ってやる。

「契約成立ですね、ザック・ハルトマン。七時間四十五分、私の剣けんになってください！」
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　ついに採さい掘くつ場じよう視察の日がやって来た。

　理沙は国王が用意した馬車に乗せられて、採掘場を目指している最中だ。護衛として三十人ほどの騎士と世話係が随行しており、かなりの大所帯での移動だ。なぜここまで大所帯になってしまったのか、理由は馬車の向かいに座る人物にある。

「朝から不機嫌そうな顔だ。もうそろそろ、笑え顔がおを見せてくれてもいいんじゃないか？」

　リカルドが、爽さわやかな笑顔で首を傾かしげた。

　溜ため息いきを吐いて、理沙は背もたれに体を預ける。リカルドはどんな手を使ったのか、視察に同行できるよう国王に要望を捻じ込んで、しかもそれを当日まで理沙には内ない緒しよにしていたのだ。

　理沙の乗った馬車に当然のように乗り込んできた時、どんなに驚おどろいたことか。

　警備の数が倍になったのも、他国の王子に万一の危険もないよう追加で配備されたからだ。

「誰のせいで笑顔が出ないと思ってるんですか」

「俺は嬉うれしいのに。君と密室に二人きりだ。……どうしようか？」

「ザーック!!」

　ぐっと前のめりで近づいてきたリカルドから逃げるようにして、理沙は外に向かって叫さけんだ。

　ザックは現在、護衛として馬に乗り、馬車と並走していた。リカルドの従者であるオスカーもまた同じで、近くにいるはずだ。

　ややして、心底面めん倒どうくさそうなザックの声が外から聞こえてくる。

「なんだよ。うるせえ」

「雇用主の貞てい操そうが脅おびやかされてます！」

「……キンバリーの王子の気が知れねえな。こんな小うるさいのの何が良いいんだか。そこら辺に転がってる石のほうが、まだ静かでいい」

　理沙は顔を引きつらせた。全くこの騎き士しときたら、口が悪いったらない。

「リサは美人じゃないか」

「ややこしくなるからリカルド王子は黙だまっててください」

　楽しげに口を挟はさんだリカルドを制して、理沙はザックに言った。

「とにかく、私が声を上げたら助けてくださいね!?」

「へいへい」

　適当さが透すけて見える返答だ。それでも言げん質ちは取ったぞ、と牽けん制せいを込めてリカルドを睨みつける。リカルドは苦く笑しようしながら肩かたを竦すくめた。

「最強の騎士に逆らう気はないよ。それにしても、君はよくあのザック・ハルトマンを手なずけたものだね。近この衛え騎士団でも手を焼いているというじゃないか」

　理沙は訝いぶかしげな顔になった。

「どうしてそんなこと知ってるんですか」

「噂うわさで聞いたんだよ。それに、ザック・ハルトマンはキンバリーでも聞いたことがある。とても強い傭よう兵へいだったからね。うちの国の近衛騎士団長も、勧かん誘ゆうしたかったと言っていたし」

「へえ……」

　他国までその名声が轟とどろいているとは、ザックの強さは本物らしい。しかしまだ理沙は、ザックが昼ひる寝ねをしているところしか見ていないので、いまいちすごい護衛を得たという実感がない。

「どんな魔ま法ほうでザックを射止めたのかな」

　興きよう味み津しん々しんのリカルドに、全部を教えてやる義理はない。意い趣しゆ返がえしも込めて理沙は答えた。

「秘密です！」










　王都から三時間をかけて、理沙達は採掘場へと到とう着ちやくした。

　今回視察することになったのはエメラルドの採掘場で、責任者であるゲオルクという男性が今や遅おそしと待っていたらしい。理沙の姿を確かく認にんすると、こちらが恐きよう縮しゆくするほどに頭を下げて震ふるえる声を出した。

「聖女様におかれましては、このように採掘場までお越こしいただき誠まことにありがとうございます。こんな日が訪おとずれるなんて、夢にも思っておりませんでした。感激しております」

「か、顔を上げてください！」

　ゲオルクはおずおずと理沙の顔を見て、しかしすぐに視線を逸そらしてしまう。そこでようやく、隣となりに立っているリカルドに気付いた様子だった。ルシアンの国民にとっては、どうしたって聖女の方が有名なのは仕方ない。

「あっ、ええと、リカルド王子でいらっしゃいますね。採掘場へようこそおいで下さいました」

　しかし、リカルドは気を悪くする様子はない。

「いや。こちらこそ、無理を通して連れてきてもらったんだ。責任者の君にも、警備などで余計な手間をかけさせてしまってすまない」

　目を伏ふせて、リカルドは僅かに腰こしを折った。一国の王子からの、最上級の労いたわりの言葉だ。続けてリカルドは、周囲の護衛騎士達を見回して言った。

「君達も、他国の王子の護衛という難しい任を担になってくれて感謝している。ルシアンの騎士は皆みな、宝石のような得え難がたい騎士道と忠誠心を持っているな。ルシアンの国王も誇ほこらしいだろう」

　騎士達が、顎をきゅっと上向けて誇らしげな顔になったのが分かった。最初は王子が来ると聞いて戸と惑まどい、口には出さずとも不満げだった騎士達の態度が変わったのを肌はだで感じる。

　理沙は思わず目を丸くして、リカルドを見返した。

　──なんか、本当の王子みたい……。

　失礼すぎる感想を内心呟つぶやく。理沙相手に口説き文句まがいのことを言うリカルドしか知らないので、こういう姿は新しん鮮せんに思えた。自分が来ることで周りが受ける影えい響きようを、きちんと自覚しているのだ。自分本位に振ふる舞まっているように見えて、周囲をきちんと観察している。

　ゲオルクは、他国の王子から言葉をかけられて嬉しそうだ。なにより騎士達は、リカルドを敬うべき相手としてしっかり認識したようだった。視察中、他国の王子になにかあれば重大な国際問題だ。そんな自分達が負うべきリスクと、それでも騎士としてやり遂とげようとする誇りを、リカルドが尊重し汲くんでくれたのが分かったからだろう。しかも国の宝ともいえる宝石に喩たとえられたことは、騎士達の自尊心を擽くすぐったはずだ。

　リカルドが颯さつ爽そうと歩く様に、騎士達が自然と脇わきに避よけて頭こうべを垂れる。ロレンツ王子にはまだない、人を惹ひき寄せ従わせるカリスマ性のようなものを感じた。

　和なごやかな雰ふん囲い気きのまま、理沙達はゲオルクを案内役にして歩き始めた。採掘に使う滑かつ車しやや手押し車、岩を砕くだくための小型の斧おののようなものなど実際に見せてもらって、道具について説明を受ける。リカルドはどれも興味深そうに眺ながめて、時折質問も交える。しかし理沙の横を歩くザックはすでに飽あきたと顔に書いてあり、態度でも示すのでハラハラした。

「宰さい相しようも視察に来られたりするんですか？」

　ふと気になって尋たずねてみる。ゲオルクはどう答えていいのか分からないような、微び妙みような笑みを見せた。

「ええと。宰相様はとてもお忙いそがしい方なので……」

　つまりは来たことがないのだろう。ゲオルクがわざとらしく話を変えた。

「あっ！　見てください。ここが坑こう道どうの入り口ですね。先ほど見せた手押し車に中で掘ほった岩を載のせて、ここまで運んできます。では次に、実際に採られた原石をお見せしましょう。風通しのよい川かわ縁べりに、即そく席せきで屋根をつけました。お茶の用意もできていると思いますので、休きゆう憩けいいたしましょう」

「えっ」

　理沙はそのまま坑道を通り過ぎようとするゲオルクに声を上げた。

「あの、中は見ないんでしょうか。それに採さい掘くつ者の人達とお話とか……」

　普ふ通つう、視察というのはそういうものだ。採掘場を見ないなど、視察に来た意味がない。

　戸惑う理沙に、ゲオルクは一いつ瞬しゆん顔を強こわ張ばらせた後、すぐに取り繕つくろった笑えみを見せた。

「今日は採掘はしていないんです。中を見てもなにもありませんよ」

　理沙は眉まゆを寄せ、唇くちびるを引き結んだ。

　──噓うそだ。この人、採掘場を見せたくないんだ。

　ジュエリー会社に就職して、多少なりとも宝石の採掘が過か酷こくな仕事なのは知っている。先ほどからゲオルクは理沙達に、必要最低限の綺き麗れいな部分だけを見せようとしていた。

「私は中が見たいです。見せてください」

　そう言うと、坑道へと足を向けた。リカルドは面おも白しろがるような顔で、止めはしなかった。

「お、お待ちください！　そちらはダメです！」

　慌あわてるゲオルクの声が背後にかかるが、無視して進む。坑道内に入ると、むっとした湿しつ気けが肌にまとわりついた。気温も高く、すぐに汗あせばんでくる。等とう間かん隔かくに吊つるされたカンテラの明かりだけが頼たよりの、薄うす暗ぐらく狭せまい道だった。

「リサ」と、すぐ近くから声が聞こえた。

「覚かく悟ごはできてるのかい」

　リカルドの声だ。彼もゲオルクを振り切って、すぐ理沙の後ろを付いてきたらしい。

「覚悟？」

「これから見るものの、覚悟だよ」

　潜ひそめられたその声はいっそ優やさしげに聞こえるのに、なぜか突つき放されたような冷たい響ひびきがあった。振り返りそうになると、ふいに広い空間に出た。

　ガッ、ガッと岩を砕く音が鳴り響き、粉ふん塵じんが舞い散る。理沙は思わず口を手で塞ふさいでいた。

　そこでは二十人ほどの男性が、石を砕いては手押し車に入れていくという作業を繰くり返していた。薄うす手での白いシャツらしきものは粉塵で黒くなり、捲まくってむき出しの腕うでや顔も黒い。落らく盤ばんから身を守るようなヘルメットも、防塵マスクもしていなかった。粗そ末まつな布で口を覆おおって、後ろで縛しばっているだけだ。彼らはその身ひとつだけで、死と隣となり合わせの危険な採掘をしていた。

　断続的に石を砕く音。それに呼応するように耳を掠かすめる、荒あらい呼吸音。

　理沙は言葉なく、その場で圧あつ倒とうされていた。

　知っていた。テレビで、会社の研修で、本で、採掘がどれだけ大変なのか知っているつもりだった。だがその想像の何倍も、何十倍も現実は過酷だ。空気の悪い高温多た湿しつな環かん境きようで、男性達の顔からは絶え間なく汗が噴ふき出ている。だが流れる汗までもが黒く、彼らの瞳ひとみの白い部分だけがやけに強調されている。それほどに、全身が黒く汚よごれているのだ。

　──安全装備をもっと充じゆう実じつさせないと。労働環境が悪すぎるよ。休憩時間は？　水分補給は？　ちゃんと取れてるの……？

　無意識にそんなことを考えていると、手前で岩を砕いていた男性が、理沙に気付いて顔を上げた。理沙は咄とつ嗟さに口元に当てた手を下ろす。

　男性は目を見開き、カランと持っていた斧を落とした。

「……っ、あ」

　言葉が出てこない様子で、食い入るように理沙を見つめている。男性の様子に気付いたのか、他ほかの仲間達も訝いぶかしげに男性の視線の先を追い、そして呆ぼう然ぜんとした。

「せ、聖女様……？」

　そのうち一人が、恐おそる恐るといった様子で言った。少しでも大きな音を出せば、理沙が消えてしまうんじゃないかと恐れているような、そんな密ひそやかな声だった。

「本当に？　俺、目がおかしくなっちまったんじゃないのか……？」

「そんなことねえよ。だってほら、髪かみが黒い。瞳も真っ黒だ……」

「聖女様だよ……！」

「夢じゃねえのか」

「なんでここに」

　さざ波のように「聖女様」「聖女様だ」という声が広がっていく。

「──俺達のところに来てくださったんだ！」

　誰だれかのその言葉が響き渡わたった時、男性達は雷かみなりに打たれたように一いつ斉せいにその場に跪ひざまずいた。

「やっ、やめてください！　皆さん立ってください！」

　慌てて駆かけ寄ろうとすると、男性の一人が顔を上げて理沙を見つめる。

　理沙は足を地面に縫ぬい留められたように、動けなくなった。

　その男性の瞳には、溢あふれそうなほどの涙なみだが溜たまっていた。顔をしわくちゃにして、肩かたをぶるぶると震ふるわせる。

「ありがてえ……、聖女様がここに来てくださるなんて、どんなに辛つらくても、今日まで頑がん張ばってきてよかった……！」

　理沙は目を見開く。男性は視線を外し、地面に額を擦こすり合わせる。

「この姿を、皆が聖女様を支えに働いている姿を、見せることができて、よかった……！」

　その感かん極きわまったような言葉は、まっすぐな鋭えい利りな刃は物もののように、理沙の心に刺ささった。

　かっと頰ほおが赤くなった。足先から、とてつもない罪悪感と羞しゆう恥ち心しんが這はい上がってくる。

　──私は、そんなことを言ってもらえるような人間じゃない。

　自分はなんのために今日、ここに来た？　ロレンツの死を回かい避ひするため、そして何より自分自身が帰るために来たのだ。そのために採掘場視察を利用したと言ってもいい。そこで働く人々のことなど全く考えもせず、のこのことここにやって来た。それでいて、無視することも冷れい徹てつに突き放すこともできず、中ちゆう途と半はん端ぱな反発心から坑道へと入ったのだ。その後に待ち受ける現実を、受け止めることもできなかったくせに。

　そんな自分勝手で利己的な偽にせ者ものの聖女に、彼らは跪き、涙を流している。働く姿を見せることができてよかったと、そんな心からの言葉を言ってくれる。

　唇が戦慄わななき、たった一言言うのがやっとだった。

「ごめんなさい……」

　男性達が理沙の様子に気付いて、不安げな様子になった。

「聖女様？」

　真っ直すぐに聖女を気き遣づかってくれる眼まな差ざしに、もうこれ以上、対たい峙じしていられない。

　理沙は踵きびすを返し、もと来た坑道を走り抜ぬけた。「おい！」とザックの声が背中にかかったが、そのまま外に出て待機していた騎き士し達の横もすり抜けてひたすら走った。

　当然土と地ち勘かんのない場所で、やみくもに走り続ける。するとどこからか川の流れる音が耳をついて、引き寄せられるように足を向けた。

　木々をかき分けると、広い場所に出る。見覚えのある川辺に辿たどり着いた。

「……ここ……」

　息が上がって苦しい。大きく体全体で呼吸しながら、記き憶おくを反はん芻すうする。そして確信した。間ま違ちがいない、自分は今、最初に倒たおれていた川辺に立っている。

　帰りたい。その思いが、なによりも強くなる。家族に会いたい。友人に会いたい。慣れ親しんだ場所に戻もどりたい。そして利己的な自分を、この世界に捨ててしまいたかった。

　──いつもの日常に戻りたい……。ううん、戻れる。この、川にさえ飛び込めば……！

　躊ちゆう躇ちよはなかった。逃にげるように、理沙は川に身を投じた。

　大きな衝しよう撃げきの後、全身が水に包まれる。裾すその長い服が水中でクラゲのように揺ゆらめき、足に絡からみついた。水の底へ底へと降りていく。

　──帰りたい、帰りたい、帰りたい！

　ひたすら念じて、時間が過ぎるのを待つ。それなのに、理沙はいつまでも水の中にいた。息はすでに限界にきている。もがきながら身を捩よじったその時。

　腕を物もの凄すごい力で引っ張られ、理沙は水面へと顔を出した。そのまま川かわ縁べりまで摑つかまれ、また引っ張られて、地面に転がった。

「……っ。ごほっ。う、」

　体を丸めて咳せき込み、飲んでしまった水を吐はき出す。それから肩を大きく揺らして、望んでいた酸素を無我夢中で肺に送り込んだ。

「──この馬ば鹿か女。勝手に出てって、見つけたと思ったら溺おぼれてるってどういうことだよ」

　低く唸うなるような声がして、理沙はのろのろと顔を上げた。ザックが、全身ずぶ濡ぬれになりながら理沙を睨にらみつけている。

　隣となりにはリカルドの姿もあった。彼もまた濡れたままなにも言わず、理沙を見下ろしている。たぶん、追いかけてきた二人が理沙を川から引き揚あげてくれたのだ。二人がどの時から理沙を見ていたか分からないが、ザックの口ぶりからして、理沙が飛び込んだ後だろう。誤って川に入り、溺れていたのだと思っているのだ。

　お礼を言わなければ、と咄嗟に思う。しかし、口をついて出てきたのは全く別の言葉だった。

「……帰れない……」

　言った瞬しゆん間かん、理沙を支えてきたすべてが消え去った気がした。今までどんなに不安に思っていても耐たえ続けてきた涙が、せきを切ったようにボロボロと零こぼれ落ちる。

「……っ、帰れない。どうして……？　川に飛び込んだら帰れるんじゃないの？」

「は？　何言ってんだお前」

　ザックが怪け訝げんな顔になるが、理沙は混乱してまともに答えられない。

「どうすればいいの。これが正解だと思ったのに。帰れるって思ってたのに……！　家族に会いたい！　元の世界に帰りたい！」

　大の大人が泣きわめいてみっともない、情けないと頭の隅すみでは分かっている。だが一いち縷るの望みが砕くだかれて、もう足が動かない。泣くことしかできない。

　その時だった。




「──立て」




　低い声が頭上で聞こえて、理沙は最初、それはザックの声かと思った。

　しかし、顔を上げた先にいたのは、表情を消したリカルドだった。いつも余よ裕ゆうがあってにこやかな顔に見慣れている分、表情を削そぎ落とすと途と端たんに冷ややかな美び貌ぼうが露あらわになる。

「採さい掘くつ場じように戻るよ」

　抑よく揚ようのない声で促うながされ、しかし理沙は頷うなずかなかった。首を横に振ふり、地面にへたり込んだまま「いやだ」と言う。

「戻るんだ」

　リカルドはもう一度促した。

「崇すう拝はいしている聖女が急に出て行ったら、採掘者達が不安に思う」

「………っ、私は聖女じゃない！」

　ずっと言われ続けてきた『聖女』という呼び名を、もう許容できなくなっていた。リカルドの言葉に反射的に怒ど鳴なり返す。

「ただの平へい凡ぼんな人間なの！　奇き跡せきなんて起こせない……、期待なんてされても困るんだってば！」

「どう言おうが、今ここでは君がその存在だ。採掘者達は、君に希望を見み出いだしている。彼らに、君の事情なんて分かるはずがない」

　理沙がどんなに喚わめいても怒おこっても、リカルドの言葉は全く揺らがなかった。

「人には役目がある。時には自分の意思とは関係なく与あたえられるものもあるだろう。だが、それは他人にとっては希望かもしれない。一日を生き抜く心の支えになるかもしれない。それが分かっていながら、逃げるのか。なにもしないうちに？」

「……役、目」

　言い聞かせるようなリカルドの声を耳にしているうちに、心が少しずつ落ち着きを取り戻していく。理沙の前に立ちはだかるリカルドは、とても堂々とした佇まいだった。他人に見られることに慣れていて、自分が与える影えい響きよう力が分かっており、命令することに躊躇がない。

　──そう。彼は一国の王子だ。

　リカルドもまた、次期国王という重すぎる役目を背負っている。彼がどこかに行けば、それに合わせて多くの人間が動く。言葉ひとつで人々を喜ばせ、逆に絶望させることもできる。

「与えられた役目を貫つらぬくんだ」

　それは彼が負う役目のように重く、真しん摯しな響ひびきで理沙の耳を打った。

「聖女じゃないと言うなら、今この瞬間からなれ」

　いつものような甘い眼差しも慰なぐさめも一いつ切さいない、厳しい言葉だった。だが、不思議なほどストンと心にリカルドの言葉が落ちてきて、怒いかりや反発心というものは湧わかなかった。

　聖女になれ、とリカルドは言った。粉ふん塵じん塗まみれで毎日危険な採掘に挑いどむ彼らが、信しん仰こうし心の支えにしている聖女という存在に。理沙が担になうにはあまりに畏おそれ多い役目だ。でも。

　──私はどうしたい？

　問いかけた言葉に、「帰りたい」とすぐさま叫さけぶ心がある。だがもうひとつ、ここにきて理沙に芽生えた気持ちがあった。

　──私は……、採掘場で働く彼らのために、なにかしたいって思った。誰だれに言われたわけでもなく、強要されたわけでもない。彼らに会って、自分の中から生まれたものだ。

　まだ心は混乱している。帰りたい気持ちはなにひとつ変わっていない。だがここにきてようやく、理沙は自分がこの世界に来た意味と、自分になにができるかを考え始めていた。

　理沙を見て喜んでくれた笑え顔がお、感かん極きわまって涙なみだする顔を思い浮うかべると、自然と足に力が戻る。ごしごしと目元を擦こすって涙を拭ふき、立ち上がった。

　今はまだ帰ることができないのだとしたら、聖女という役目を与えられているなら、ここにいる自分はなにをすべきなのか。

　──言い伝えにあるような、崇すう高こうで献けん身しん的な聖女にはなれないかもしれない……。でも自分なりの、聖女にはなれる。

「……戻り、ます」

　か細く小さな声だがそう宣言して、もと来た道を歩き出す。が、ひとつ言い忘れていたことに気付いて振り返った。リカルドとザックに向かって頭を下げる。

「川に飛び込んで、助けてくれてありがとう」

　ザックはなにも言わずに横を向いただけだ。リカルドはようやく表情を緩ゆるめて、「どういたしまして」と囁ささやいた。










　騎き士し達が用意してくれた乾かわいた服に着き替がえて採掘場に戻ると、坑こう道どうの入り口にそわそわした様子のゲオルクが佇たたずんでいた。理沙を見るなり、足早に近寄ってくる。

「ああ、聖女様！　ご無事でしたか！　急に出て行かれるのでどうしたのかと。やはり、ここにいるのはよくありません。川縁で休きゆう憩けいいたしましょう？」

　ゲオルクの阿おもねるような視線を受けたが、理沙はしっかりと首を横に振った。

「いいえ。大だい丈じよう夫ぶです。ご心配をおかけして申し訳ありませんでした。視察の続きをしますので、中に入ります」

「えっ、で、ですが、もう十分では？」

「君も責任者なら、誤解を与えるような行動は控ひかえた方がいい。そんな態度では、見られて困ることでもあるのかと勘かんぐられてしまうよ」

　リカルドがぴしゃりと言い放つと、ゲオルクは「いえっ、そんなことは」と言葉を濁にごす。理沙はその隙すきに坑道へと入っていった。遅おくれて背後から、リカルドとザックが付いてくる。

　中では先ほどのように、男性達が作業していた。しかし、理沙の姿を見つけると、皆みなが駆かけ寄ってくる。

「あっ、聖女様！　先ほどはどうされたんですか？　具合が悪くなったとか？」

「俺達のなにかが悪かったんでしょうか……？」

　彼らの不安げな様子に、理沙は改めてリカルドが言った「採掘者達が不安に思う」という言葉を嚙かみしめていた。聖女である理沙の一挙手一投足が、どれほどの影響を持つのかようやく実感した。

「……皆さんはなにも悪くありません」

「粉ふん塵じんが気管に入ってしまって、それで外に出て休んでいただけだよ。ね？」

　リカルドがさらりと言い添そえてくれた。理沙がぎこちなく頷くと、採掘者達はほっとした安あん堵どの表情に変わった。

「確かに、俺達も普ふ段だんは布を巻いていますから。そうだ、これ使ってください」

　一人がズボンのポケットから布を取り出して差し出す。しかし、何か気付いたように声を上げた。

「あっ、これ顔拭き用のやつだった！　すいません……」

「いえ。私は大丈夫ですから」

　布を差し出してきたのは、まだあどけなさの残る若い青年だった。

「ふふ。俺達真っ黒ですよね？　聖女様の色とおそろいだ」

　聖女の黒い瞳ひとみと黒くろ髪かみを指して言っているのだろう。胸を衝つかれて、また涙るい腺せんが緩んでしまう。

　──彼らは……、彼らこそ、ルシアンでいう奇跡の色である黒を纏まとって、毎日国の為ために身を捧ささげている人達だ。

　そして彼らの支えが、『聖女』という存在だった。自分のことしか考えていなかったことを、改めて恥はずかしく思う。

「せ、聖女様？　どうして泣いてるんですか？」

「……大丈夫です。もう平気です」

　心配をかけてはいけないと、理沙は一ひと粒つぶだけ涙を流した後は、すぐさま堪こらえて笑顔を作った。

　──どうすればいい？　どうすれば、彼らの心に寄り添えるだろうか。

「もっと採さい掘くつ場じようを詳くわしく案内してくれますか？　あと、皆さんとお話もしたいです」

　理沙が決然と顔を上げて言うと、採掘者達は嬉うれしそうな顔で頷うなずいてくれた。

　とりあえず、理沙達は採掘者達を連れて外へと出て来た。責任者であるはずのゲオルクは絶対に中には入ってこず、理沙が採掘者達を引き連れてきた時には驚おどろいた顔になった。採掘者達の顔が怯ひるむのが分かる。

　理沙はゲオルクが口を開く前に言った。

「採掘者達に話を聞きたいので、外に出てもらうよう私が言いました」

「ですが聖女様。本来ならこの時間はまだ仕事中で……」

「あれ？　今日は採掘をしていないって、最初に言っていたよね。だったらいいじゃないか」

　背後にいたリカルドが、言こと葉ば尻じりを摑つかんで微笑ほほえむ。ゲオルクが口ごもったのを見て、理沙は言った。

「後で咎とがめられたら、私の名前を出していいですから。──リカルド王子？」

「ん？　なんだい」

　理沙はくるりと向き直って言った。

「ゲオルクさんが用意してくださった休憩所に、二人で先に行っていてください。私は採掘者さん達の話を聞いてから行きますから」

　このままゲオルクがいれば、採掘者達は本音を言えないだろう。リカルドという国こく賓ひんがいればゲオルクも動かざるを得ない。そんな思おも惑わくが透すけて見えたのか、リカルドは笑みを深めて「いやだ」と言った。

「……いやだ、ってそんな子供みたいなこと言わないでください」

　理沙が脱だつ力りよくして言うと、リカルドはにこやかに続ける。

「仲間外れにするなんて、随ずい分ぶんひどいことをする。どうしてもと言うなら、俺の代わりにオスカーに相手をさせよう」

　そう言うと、リカルドは静かに佇んでいた自分の側近に声をかけた。

「ゲオルクはこの採掘場の責任者だ。貴重な話もしてもらえるだろう。勉強しておいで、オスカー」

　オスカーは心なしか口元を引きつらせたように見えたが、次の瞬しゆん間かんには「仰おおせのままに」と答えた。ここまで言われてしまってはゲオルクも折れるしかなく、二人は幾いく人にんかの騎士を引き連れて離はなれて行った。










　理沙は採掘者達から様々なことを聞いた。雇こ用よう条件はもちろんのこと、普段仕事をしていて危険に感じたことはないか、不安に思っていることはないか、どんな些さ細さいなことでもいいから話してほしいと言った。

　結果、理沙は内心で歯は嚙がみすることになった。ゲオルクを先に行かせてしまったことを後こう悔かいする。今この場にいたら、胸むな倉ぐらを摑んで『人権』という言葉をいちから説明して説教してやりたい気分だった。それほどまでに、採掘者達の労働環かん境きようはひどいものだった。

　──でも、ゲオルクに文句を言っても根本的な解決にならない。こんな労働環境を許しているのは、すべての責任者である宰さい相しようだもの。

　その後、採掘者はもう一度採掘場とその周辺を案内してくれた。先ほどは気付かなかったが、坑道の少し離れた所には、小さなくぼみがある。

「ここは礼拝堂なんです」

　背中を屈かがめないと入れないほどの大きさに掘ほられた小さな部屋の中に、更さらに箱のようなものがあった。戸が二つ付いていて、中心に取っ手がある。中には聖女の像があるらしいが、開いて見たことはないと採掘者達は語った。そこにあるだけでいいのだと言う。理沙もまた開くことはしなかった。ここは彼らの心の拠より所であり、理沙が触ふれるべき場所ではなかった。

　また採掘場へ入っていく。坑道内を歩き続けて、採掘している広い場所へと出た。その時、横に立ったザックが怪け訝げんな顔で言う。

「おい。さっきからお前の指輪、なんか光ってないか」

「え？」

　理沙は自分の指にはめているダイヤの指輪を見た。確かに、淡あわく光ったり消えたりを繰くり返している。それは不規則で、歩きながら全く光らない時もあれば、突とつ然ぜん光り出したりもする。

　当たり前だが、もとの世界で指輪が光るなどという現象は起こったことがない。この世界に来てからも、なかったはずだった。

「最初に坑こう道どうに入った時も光ってたぞ」

「そうなんですか？　気付かなかった……、って、うわっ」

　指輪に気を取られていると、でこぼこの地面に足をとられて転んでしまう。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　差し延べられたリカルドの手を取ろうとした時。理沙は地面に、水すい晶しようのような透とう明めいな石が無数に散らばっていることに気付いた。立ち上がるのも忘れ、それを摘つまみ上げる。

「……これは……」

　理沙が転んだことに心配して駆け寄ってきた採掘者の一人が、理沙の持っているものを見て苦笑いした。

「ああ。それはこの採掘場で時々採れる石なんですが、あまりの硬かたさに研けん磨ますることもできなくて、他ほかの宝石と一いつ緒しよにすると傷付くし、ただ廃はい棄きされるだけのがらくたなんです。もう少したまったら、手押し車に入れて外に捨てに行くつもりだったんですけど……」

　理沙は目を見開いた。

　──ちょっと待って……。

　他の石を傷つけるほどの硬こう度どを持つ石。

「……噓うそ……」

　それは世界一有名な宝石といってもいいだろう。永遠の輝かがやきと謳うたわれる、宝石の中の宝石。

「これ、ダイヤモンドの原石だ……！」

　震ふるえる両手で、透明な石を掬すくうようにして持つ。見れば、かなり大きい石もある。研磨して削けずることになるにしても、かなりの大きさを残せるだろう。

「だいやもんど……？　なんですか、それは」

　採掘者達は、一様に首を傾かしげた。彼らはそもそもダイヤモンドを知らないのだ。だからこの石をがらくただと言い、廃棄してしまえる。ダイヤモンドは磨みがいてこそ真価を発揮する宝石だ。確かに今の見た目では、決して美しいとは言えない。

　理沙は自身の指輪を指差して叫さけんだ。

「これがダイヤモンドです！　この石は、これの原石なんですよ！」

「こ、こんな見たこともない綺き麗れいな宝石と、同じものだなんて思えません」
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　採掘者達が信じられないといった顔で言う。リカルドもまじまじと指輪を見つめた。

「暗いから見えづらいけど、研磨の技術がすごいことは素しろ人うと目めにも分かるよ。こんなことできるのかい？　光を閉じ込めて乱反射させて、更に輝きが増してる」

「技術があれば、可能です」

　コンピューターも現代の研磨機などもないので、ここまでの精せい緻ちな研磨はできないかもしれないが、近づけることはできるはずだ。

「ああもうどうしよう、ダイヤモンドの原石なんて初めて見た……！」

　理沙はドキドキと高鳴る心臓を宥なだめようと、片手を胸に当て、指輪をしているもう片方の手を壁かべに当てることで体を支えた。その時、また指輪が光った。なんの変へん哲てつもないむき出しの岩いわ肌はだに、わずかに透明な石が見え隠かくれしている。まさかと思いながら採さい掘くつ者達を呼ぶ。

「……ここ、掘ってみてもらっていいですか？」

　採掘者達が斧おのを振ふり上げると、僅わずかの間に、ダイヤモンドの原石が連なって発見された。

「どうして分かったんですか!?」

　驚く声を耳にして、しかし理沙こそが一番驚いていた。理沙は確信を深めようと、指輪を岩肌に近付けながら、歩き出す。また、光る場所があった。頼たのんで掘ってもらうと、やはり宝石が見つかった。ダイヤモンドだけでなく、エメラルドの原石も発見できた。

　──宝石の鉱脈を発見すると光るってこと？

「なんなのこれ！　どうしちゃったの私の指輪！」

　理沙はわけが分からず自身の指輪を見つめる。

「すごい！　聖女様はやはり奇き跡せきをもたらすんだ！」

「ええ？　いやっ、私がもたらしたわけじゃないっていうか……！」

　採掘者達がまた膝ひざを折って、その場に跪ひざまずいた。確かに指輪の力は不思議で、理沙も理由が説明できない。

　──と、とにかく指輪の件は後で考えよう。

　奇跡でもなんでもなく、今理沙ができることがあるからだ。採掘者達にダイヤモンドの原石をいくつか分けてもらい、理沙はその足で宝石を研磨する工こう房ぼうへ行くことを決めた。
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　ゲオルクに事情を説明し、彼を伴って理沙達は城に戻もどる前に工房へと寄った。

　理沙は自分にできることから始めてみようと、胸の内で決意していた。ジュエリー会社で働く自分だからこそやれることがあるのかもしれないと、ぎゅっと両手を握にぎりしめる。

　工房のあるメルヒオールという街は、採掘場があるクラウゼン村から馬車で二十分ほどの近さだった。ここはルシアン王国の宝石の研磨と装そう飾しよくを一手に引き受ける工房の町だ。職人が多く住み、工房では遅おそくまで明かりが灯ともっているという。

　馬車は一いつ軒けんの工房の前で止まった。宝石という煌きらびやかなものを作っているとは思えないほどの、灰色の無機質な建物だ。外から見ると窓が全くなく、理沙は嫌いやな予感を覚えながらも足を踏ふみ入れる。

　──なにこれ。暗すぎる！

　まだ日は翳かげっていないはずなのに、室内は夜のように暗かった。案の定、窓がひとつもない。そしてここでもまた、細かな粒りゆう子しのようなものが漂ただよっていた。石を磨く時にでる粉が空気中に舞まうのだ。

　部屋には二十人ほどの人々が椅い子すに座り背中を丸めて、一心に手元の宝石を研磨している。

　ゲオルクが「マルコ」と名前を呼んだ。すると一番年とし嵩かさだろう男性が、部屋の奥から立ち上がってやって来る。理沙を見ると少し驚おどろいた様子だったが、すぐに仏ぶつ頂ちよう面づらに戻ってしまう。短く刈かり上げた髪かみから覗のぞく額と眉み間けんに皺しわが寄って、まるで睨にらまれているように見えた。

「聖女様。こちらはこの工房の責任者であるマルコ・キルシュです」

「初めまして。リサと申します」

　一いつ瞬しゆんためらい、自分の名前だけを口にした。今まではずっと、この国の人間ではないのだからと頑かたくなにフルネームで自己紹しよう介かいしてきた。しかしルシアンで頑がん張ばってみようと決めた今、この国の人々が呼びやすく馴な染じみやすいように名前だけがいいのではないかと判断したのだ。

「さっそくですが、こちらの石を研磨していただきたいんです」

　理沙は革かわ袋ぶくろに入ったダイヤモンドの原石を取り出す。するとマルコは途と端たんに苦い顔になった。

「これはだめだ。硬くて研磨機がだめになる。前も持ってきて失敗した。知らないのか」

　眼光鋭するどく睨まれて、理沙は、うっと後ずさりしたくなったがなんとか踏ん張った。

　ダイヤモンドの歴史は、研磨の挑ちよう戦せんの歴史でもある。ダイヤモンドが発見された当初、この宝石はあまり注目されていなかった。色のついた宝石のほうが、何倍も価値があったのだ。更さらにダイヤモンドは宝石の中でも一番の硬度を持つため、研磨することもままならない。

　しかし先人の職人達は試行錯さく誤ごを繰くり返し、たった一つ、唯ゆい一いつ無二の方法を発見した。

「磨く方法があるんです」

「小こ娘むすめになにが分かる」

「こ、小娘とは何事だ！　こちらは聖女様だぞ！」

　ゲオルクが目を剝むくが、理沙はこちらの態度の方が当たり前なので気にしなかった。このマルコという人物も、ザックと同じような人種なのだろう。仮にも一番の責任者であるゲオルクに対しても全く動じていない様子だった。

「聖女様が奇跡でも起こしてくれるってのか？」

　吐はき捨てるようにして言われたマルコの言葉に、理沙は首を横に振った。

「ダイヤモンドは、ダイヤモンドで磨くんです」

「……なに？」

　マルコが怪け訝げんな顔になる。理沙は方法を説明した。ダイヤモンドの原石同士を擦こすり合わせて粉末を作り出し、その粉末をつけた皮で原石を磨く。一番簡易な方法だ。つまりダイヤモンドを磨けるのは、同じダイヤモンドだけなのだ。

　この発見から、ダイヤモンドの価値は飛ひ躍やく的に高くなった。様々なカットが編み出され、ダイヤモンドはどんどん美しく洗練されていく。ダイヤモンドは素材の美しさというより、人々の手が入ることによって輝く宝石なのだ。

「お願いです、やってみてください。どうしてもだめなら、道具だけでも貸してもらえませんか。あの、私、磨いてみるんで」

　技術など全くないがやるしかない。一歩も引かない理沙の眼まな差ざしを見た後、マルコは苛いら立だった溜ため息いきを吐いた。

「素しろ人うとに、道具に触さわってほしくないからな」

　理沙の手から、しぶしぶ原石を受け取る。そして説明した通りに石を磨き始めた。手作業で時間がかかるが、時々柔やわらかな布で表面を拭ぬぐってみると、輝きが増しているのが分かる。

「……おお……！」

　集まってきた他ほかの研けん磨ま職人達が歓かん声せいを上げる。理沙の指輪からはまだまだ劣おとるが、これぞダイヤモンドという輝きが生み出されようとしていた。




　理沙は知らなかった。

　理沙達が城に帰った後、採掘場と工房では人々が興奮気味に捲まくし立てていたことを。人々は家族に、仲間に、街の人々に、その出来事を語って聞かせていた。

　様々な人々の口にその話題は上り、咀そ嚼しやくされ、削られたかと思えば、今度は誇こ張ちようされていく。

『聖女は採掘場で涙なみだを流し、新しい宝石を生み出した。その宝石は無色だが、聖女の手によってどんな宝石にもない輝かがやきを導き出した。聖女は、その宝石を自在に生み出すことができる』

　そんな噓うそと真実が混じり合った噂うわさが、国中に広がる。

　聖女がこの地に奇跡をたずさえ舞い降りたのだと、ルシアンの民たみすべてに知れ渡わたることとなった。
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　城に戻った理沙は、翌朝からさっそく行動を開始した。

　朝一番に、ロレンツに面会を申し出る。護衛のザックはまだ眠ねむそうで、これから自国の王子に会うという緊きん張ちよう感かんが全くなかった。

　双ふた子ごのレーアとレーナが笑え顔がおで出で迎むかえてくれたが、ザックは無視してさっさと部屋に入る。

「ザック。挨あい拶さつは人としての基本だと思います」

「ああ？　挨拶しろって雇こ用よう条件に書かれてあったか？　ねえだろ？」

「……今から付け足していいですか？」

「だめだ」

　注意しても全く堪こたえた様子がない。理沙は溜息を吐いた。

　理沙とザックの姿を見て、ロレンツが椅子から立ち上がって駆かけ寄ってくる。

「おはようございます、ロレンツ王子。朝早くに時間を作ってもらってすみません」

「いいんです。昨日は僕の代わりに視察を務めてくださって、お疲つかれではないですか？」

　ロレンツに促うながされ、理沙は椅子に座った。すぐさまレーアとレーナがお茶を淹いれてくれる。ザックはそのまま壁かべに体を預けて待機の姿勢になった。腕うでを組んで誰だれより偉えらそうなのが気になるが、とりあえず理沙は見なかったことにした。

「大だい丈じよう夫ぶです。それよりロレンツ王子にお願いがあるんです。というか、提案、になるんですけど……」

「提案ですか？」

「昨日、この国では新しい宝石となる、ダイヤモンドの原石が発見されたんです」

　理沙が原石を発見した経けい緯いを説明すると、ロレンツは頷うなずき、じっと考えるような目つきになった。そうして微笑ほほえむ。

「リサ様が新しい宝石を発見した事実は大きいと思います。聖女の威い光こうは更に強くなったでしょうね」

「うーん。そんなことはないと思いますが」

　本当に自分が零こぼした涙が宝石になるなら奇き跡せきだろうが、そうでないなら言い伝え通りではないだろうというのが理沙の意見だ。

「でもまあ、とにかくこれは宝石だと言ったのは私です。それで、このダイヤモンドの採掘から装そう飾しよくまでを、ロレンツ王子と私で企き画かく運営しませんか、という提案をしに来たんです」

　ようやく本題に入った。ロレンツは理沙の提案に驚いた顔を見せる。

「僕と、ですか？」

「ええ。仮に聖女の威光があるとしても、それは表面上のことです。きちんとした後ろ盾だてがないと、事業というのはうまくいきませんから」

「後ろ盾というのはつまり、王子である僕の地位と、あとは資金面でのことですか？」

　理沙の言いたいことを即そく座ざに先回りして答えてくれた。頭の回転が速く、シビアな面もきちんと理解している。

「まあ！　いいじゃないですか、ロレンツ様！」、「私達、応おう援えんしますわ！」とレーアとレーナがはしゃいだ声を上げる。しかし、ロレンツは少し寂さびしげな笑顔を見せて瞼まぶたを伏ふせた。

「でもそれなら、宰さい相しようやそれこそ国王様の方がよっぽど優ゆう秀しゆうな後ろ盾になってくれますよ。あなたの願いを断る人なんていないでしょう。ましてやそれが宝石のことなら尚なお更さら」

「私はロレンツ王子がいいんです」

　理沙は言い聞かせるようにして伝える。途端にロレンツの目のふちが赤くなった。

「ロレンツ王子は、立派な王になるために努力されています。そういうロレンツ王子だから一いつ緒しよにやりたいんです」

　体が弱いせいで、周囲から心ない言葉も貰もらっただろう。なによりロレンツ自身が一番、自分を不ふ甲が斐いないと思っていたのかもしれない。しかしそんな中で、彼は投げやりになることなく、黙だまって努力を続けてきた。一見して線が細く柔にゆう和わな印象のあるロレンツだが、実は彼はしなやかな強さを持っていると理沙は感じていた。

「次代の王が事業をやることで、国民も自分達の国はこれからも安あん泰たいだと信じられると思うんです。そう思わせられる能力と人ひと柄がらを、ロレンツ王子は持っています」

「……リサ様……」

「ですが、やるからには成功させなくちゃいけません。宝石事業は国家事業でもあります。国民の税と労働を無む駄だにしてはいけない。責任は重いです。どうですか？　一緒にやっていただけませんか？」

　ロレンツは眉まゆを下げ、ふいに泣きそうな顔になったかと思うと、俯うつむいて膝ひざに乗った両手をきつく握にぎりしめた。それから背筋を伸のばして、毅き然ぜんとした顔を見せる。

「僕はずっと、王子として国の為ために動きたかった。今までは体調がそれを許してくれませんでしたが、今はもう安定していて調子もいいんです。ううん、少しくらい崩くずれたっていい。後で寝ね込こんだっていいです。やりたいです、やらせてください」

　理沙はロレンツに片手を差し出した。察したロレンツが力強く握り返してくる。

「では、パートナー成立ですね」

「ぱーとなー？」

　きょとんとするロレンツに、理沙は頷く。

「お互たがいが対等で、支え合う仲間ということです」

　ロレンツはその意味を嚙かみしめるように瞬まばたきをして、やがて今日一番の笑みを見せてくれた。










　理沙はもうひとつ、城に戻もどってからやろうと決めたことがあった。

　それは、宰相が秘ひ密みつ裡りに宝石を売って私腹を肥やしている証しよう拠こともいえる、裏うら帳ちよう簿ぼを見つけ出すことだった。この裏帳簿さえ見つかれば、宰相を今の地位から引きずり下ろすことが可能だ。

　実は採さい掘くつ場じように行くか迷った時、裏帳簿の存在は頭を過よぎった。しかし、国を揺ゆるがすような悪事を暴あばく覚かく悟ごが、その時の理沙にはできていなかった。

　ルシアン王国物語の中では、宰相は裏帳簿を書き記し、それを隠かくし部屋に保管していた。

　裏帳簿探しをひとりでやるのは心もとない。協力者が必要だ。理沙はザックに見張りを頼たのみ、その間に裏帳簿を探すことにした。

　隠し場所は分かってる。城の書庫にある、小さな物置部屋だ。そこは廃はい棄きする本や未分類の本が積まれていて、司書すら存在を忘れてしまいそうな場所だった。石を積み重ねた壁のある一点を押すと、僅わずかな隙すき間まができて、そこに裏帳簿が隠されている。

　──って、本には書いてあったけど。

　午後を少し回った時間、現在国王と宰相は会議の真っただ中だ。このスケジュールを入手するのも大変だった。ラードルフはなかなか自身の動向を探さぐらせてくれないのだ。念のためにザックにラードルフの動向を見張ってもらい、理沙は書庫へと急いだ。

　司書からも見られないように小部屋に入って、息を整える。

「えっと。西側の壁の、右から四列目、上から十五個目の石……」

　理沙は人差し指で慎しん重ちように積み上げられた石を数え、目当ての石を見つけると指でそっと押した。石はズズッと動き、片目を瞑つむって中を覗のぞきこむ。

「…………ない………」

　すっと心臓が冷えた。心の底で危き惧ぐしていたことが現実になる。

　──やっぱり、本の内容は絶対じゃない……。

　確かに本の通り、隠し場所となるところはあった。しかし、現実に裏帳簿はない。理沙が未来を変えてしまったからないのか、それとも……。

　理沙はもっと目を凝こらして暗がりの空間を見た。すると、なにかを引きずったような、埃ほこりの跡あとがある。

「まさか、宰相が……」

　──隠し場所を変えた？

「──なにしてるの？」

「………っ！」

　理沙がビクッと肩かたを揺らして振ふり向くと、リカルドが背後に立っていた。彼の後ろにはオスカーの姿もある。

「なっ、なんでここに」

「それはこっちの台詞せりふだよ。君がこそこそ書庫を歩いていくのが見えたから、気になってついてきたんだ」

　扉とびらが開く音すら気づかなかった。この部屋の扉の蝶ちよう番つがいは錆さびており、普ふ通つうに開ければ軋きしむような音がするはずだった。つまりリカルド達はそっと扉を開き、気配を消して近づいてきたのだ。一気に警けい戒かい心しんが高まる。

「こそこそなんてしてないです」

「そう？　ザックも付けずに、随ずい分ぶん無防備だ。もしかして彼にも内ない緒しよなのかい？」

　リカルドは誤ご魔ま化かされてはくれず、理沙の後ろの壁をじっと見ている。

「内緒って、意味が分かりません」

　隠さなければと体をずらそうとした時、リカルドの手が壁をつき、理沙は彼の腕の中に捕とらわれた。

「な、なにしてるんですか……。放してください」

「まだ俺の質問に答えてないよ。こんな場所に、なんの用があって来たの」

「本を見ていただけです」

「君は噓うそが下手へただね」

　さあ秘密を話してというように、指が理沙の唇くちびるに触ふれた。

　理沙はぐっと腕うでを体の前で伸ばして、リカルドを押し返そうとした。

「放し……！」

「──リカルド様！」

　オスカーの焦あせったような声と共にガタンと音がして、空気を切り裂さくように目の前に赤毛が飛び出してくる。ザックだった。押し返していたリカルドの体が離れる。

　理沙とリカルドの間にはザックの姿がある。リカルドのすらりとした首元には、ザックが押し付けた刃やいばがあった。寸分の狂くるいなく、急所を狙ねらっている。後ろでは、オスカーが床ゆかに尻しり餅もちをついていた。部屋に入ってきたザックに応戦しようとしたのかもしれない。だがザックはオスカーをすぐさま制止し、リカルドへと向かってきたのだ。
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　リカルドは微笑ほほえんだままの表情を変えず、ゆっくりと両手を上げてみせた。

「……来るのが遅おそすぎるんじゃないか？　護衛騎き士しの自覚あるの？」

「こいつから離れろ」

「はいはい」

　後ずさったリカルドは、目を瞬かせる理沙に微笑んだ。

「ザック相手じゃ俺達に分が悪い。退散するよ」

　そうしてオスカーを伴ともない、部屋から出て行った。

「俺達も出るぞ」とザックが理沙の肩を叩たたく。ザックは宰さい相しようが会議を終えたので、理沙に知らせに来たのだ。

　書庫を抜ぬけて、理沙はようやく大きく息を吐ついた。

「あいつになにかされたのか？」

「……ううん。大だい丈じよう夫ぶです」

　しかし、明らかに理沙を不ふ審しんに思っただろう。壁かべの穴を熱心に見ていたのは確かだ。理沙がなにかを隠しているように見えたかもしれない。だがさすがに、他国の王子にルシアンの腐ふ敗はいした暗部を見せるわけにはいかない。

　──『なんの用があって来たの』なんて……。

　そんなことはこちらだって聞きたかった。理沙の姿が不審だったからついてきたと言っていたが、信じられない。仮に本当だとしても、執しつ拗ようなほど理沙に書庫にいる理由を聞いてきたのはなぜなのか。

「気を付けろ」

　ふいに、ザックが口を開いた。

「あの王子を信用するな」

　ザックもまた、リカルドに秘密の匂においを感じ取っているのだ。

　リカルドの秘密。それはどうして彼がこの国に来たのかという疑問に立ち戻っていく。理沙は何気なく視線を下げ、視界に入った自分の右手を見つめた。ダイヤモンドの指輪がはめられている。それを見た瞬しゆん間かん、ある疑ぎ惑わくが浮うかび上がってきた。

　なにもかもを手にしているキンバリーという大国が、唯ゆい一いつ持ち得ないもの。それは宝石だ。

　──もしキンバリーが、ルシアンの宝石を狙っているのだとしたらどうだろう？

　今は労働者達が疲ひ弊へいして不満も高まっており、攻せめ入るにはうってつけだと判断したのかもしれない。

　──つまりこの国に来たのは、ルシアンに攻め込むための……視察？

　自分の想像に、ゴクリと唾つばを飲み込む。あり得ないと否定することができないのが、なにより苦しかった。採掘場へ無理をいって付いて来たのも、理沙の行動を知りたがるのも、宝石を得るためなのだろうか。分からない。理沙は力なく首を横に振った。

　──ほんの少しだけだけど、リカルド王子という人のことを知れたと思ったのに。

　採掘場で見せた王子としての姿、理沙を立ち上がらせてくれた真しん摯しな言葉。近づけたと思ったリカルドの姿が、また遠くなってしまったような気がした。
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　裏うら帳ちよう簿ぼ探しの二日後、理沙とロレンツは揃そろって国王に謁えつ見けんし、了りよう承しようを得ることに成功した。ルビー・サファイア・エメラルドといった宝石事業は相変わらず宰相が受け持つが、そこからダイヤモンドの採さい掘くつに人を回してもらえることになったのだ。

　その打ち合わせを兼かねて、理沙は国王と王子、宰相や臣下との会談をすることになった。出席するのは国を担になう重役ばかりなので皆みんなのスケジュールが合わず、会談が実現するのに一週間も時間を要してしまったが、仕方ない。ここで賛同を得なければいけないのだ。

「それで、どうしてあなたまで参加するんですか」

　会談する広間まで続く長い廊ろう下かを歩きながら、理沙は右側を優ゆう雅がに歩くリカルドを睨にらんだ。

「俺がこの国に来たのは、国の運営について勉強するためだよ。この会談はまたとない機会じゃないか。国王は快く同席を許してくださった」

　しれっと言われてしまえば、理沙が拒きよ否ひすることはできない。書庫でのやりとりを経へても、リカルドの飄ひよう々ひようとした態度は変わらないが、理沙はいちいち彼の言葉の意味を探さぐってしまう。緊きん張ちようもあって神経が過か敏びんになっており、深呼吸を繰くり返した。

「まるで敵地に向かう腰こし抜ぬけ兵士ってとこだな」

　横を歩くザックに小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らされ、理沙はじとっとした目を向けた。

「腰抜けは余計です」

「そうか？　ま、自分の仕事に無理やり入ってこられて、宰相は内心怒いかり狂ってるだろうしな」

「分かってることをいちいち言わないでください……」

　だが、敵地に乗り込む心境は一いつ緒しよかもしれない。そこで理沙はちらっとザックを見上げた。いつも、なにも怖こわくないという顔をしている。

「もしも、最高に強そうな相手を前にした時、ザックならどうしますか？」

　ザックは前を向いたまま笑った。心底愉ゆ快かいといった顔で、底光りするような眼光を細める。

「逃にげるなんて選せん択たく肢しがあると思うか？　そいつを倒たおして、俺が一番だ。分かりやすくていい」

「……よし。今回はザックを参考にします。なんでもかかってこい！　って気持ちでいます」

「ま、話し合いが殺し合いに発展しそうになったら助けてやるよ。そういう契けい約やくだしな」

「物ぶつ騒そうなことを言うのもやめてください……」

　丁度執しつ務む室に着いた。理沙が扉をノックすると、渋しぶくて深い声こわ色いろのラードルフの声が迎むかえる。

　国王、ロレンツ、そして宰相を上座に、家臣一同が二十人ほど席についていた。理沙は宰相と向かい合わせで椅い子すに座り、打ち合わせが進んでいく。ロレンツは少し緊張気味の顔だった。理沙は次に宰相の表情をちらりと確かめた。表面上は、ラードルフは穏おだやかに話をしていた。

「ダイヤモンドの採掘をするにあたって、担当してもらう採掘者と工こう房ぼうの職人の労働環かん境きようを見直したいと思います。将来的には、すべての採掘者と職人にも対応していただきたいです」

　理沙が発言すると、ラードルフは書類を捲めくっていた指を止めて、理沙を見返した。──来た。ラードルフの表情は笑っているが、瞳ひとみの中は全く笑っていない。

「……今のままで、十分採掘場も工房も稼か働どう生産していると思いますが？」

「労働環境を見直せば、もっと質が向上します。一時は生産量が落ちるかもしれませんが、長い目で見れば、効率がいいはずです。とにかくあの労働環境では、すぐに体力が続かなくなったり、なんらかの健康被ひ害がいを受けます。それはよくないし、人も辞やめてしまう」

「だったら、新しい人間を雇やとえばいいだけだ。こちらも、使い物にならなくなった人間に用はない」

　こともなげにラードルフは言った。理沙はテーブルに置いた両手を白くなるほど握にぎりしめる。ルシアン王国物語を読んだ時から、この男に言ってやりたかった言葉がある──。




「人は物ではないんです、宰相」




　強い口調に、国王やロレンツ、家臣達の視線が一いつ斉せいに向けられた。リカルドも、理沙の発言に目を瞠みはっている。

「ルシアンの宝石は確かに得え難がたい宝物です。でも、国を動かしているのは宝石ではありません、それを作っている人達の方です。人を使い捨てるような真ま似ねを続けていれば、誰だれも宝石を作る人はいなくなります。技術の継けい承しようは、一朝一いつ夕せきでできるものではないんですよ」

　理沙は周りの顔を見まわすようにして宣言した。

「聖女として断言しましょう。このままでは、宝石は輝かがやきを失うばかりです。神の加護は永遠ではないことを、どうかお忘れなきよう」

　あえて聖女という部分を強調して、聞く者の危機感を煽あおった。初めて、自らの口で聖女と名乗った。理沙の心臓はもう、口から飛び出しそうなほど早はや鐘がねを打っている。神の加護うんぬんは、一世一代のはったりのつもりで口にした。だが、このままでは宝石の品質が落ちてしまうことは噓うそでもなんでもなく事実だ。

　周囲がざわめき動どう揺ようするのが分かって、そこに絶ぜつ妙みようなタイミングでロレンツが加勢する。

「宝石の加護を持つ、聖女様のお言葉ですよ。我々ルシアンの民たみは、言われたことの重みを考えなくては。こうしてこの国に聖女様が現れたことこそが、危機の証あかしなのではありませんか？」

　嚙かみしめるように言われたロレンツの言葉に、家臣達も同意の意を示した。

　理沙はもう一押し、と口を開く。

「労働環境の改善は必ひつ須すです。ルシアンの末永い繁はん栄えいを願うなら、宰相もどうかご理解を！」

　──い、言ってやった……！

　心臓が痛いほど鳴って、変な汗あせが背中を流れている。これは理沙なりの、宰相への宣戦布告だ。

　このまま、宰相にルシアンを任せるわけにはいかない。もし仮に本の通りに進むなら、ルシアンの政治は腐ふ敗はいし、やがて隣りん国ごくとの戦争を経て滅めつ亡ぼうする運命だ。それを避さけるためには、宰相を引きずり下ろし、ロレンツを国王に据すえるべきだ。だからこそ、裏帳簿探しだってしたのだ。

　それに……。

　──言い伝えの聖女のようにルシアンを救うことができたら、もとの世界に帰れるかもしれない。

　冷静になった理沙は、そう考えるようになった。万が一違ちがうとしても、帰れないと絶望するよりはマシだ。とにかく自分の気持ちも前向きにして、希望を持って一歩ずつ進むことにした。

　そんな『聖女』の自分ができることは、採掘者や職人達が安心して働ける環境を作ることだ。視察に行った日、理沙は採掘者達からそれを託たくされたと感じていた。ジュエリー会社に勤める事務員ができることはこれしかないと気付いたのだ。

　ラードルフはなにも言わずに押し黙だまった。しかし、アレキサンドライトの瞳は雄ゆう弁べんに理沙に語りかけている。冷たく宿った怒りと憎にくしみを、理沙は真正面から受け止めた。

「──では、具体的なお話をさせていただきます。まずは採掘者の健康面から……」

　もうひと踏ふん張りだ。開き直った事務員がどれだけねちっこいか見せてやる。理沙は作ってきた書類を見ながら、怒ど濤とうの如ごとく話し始めた。










　リカルドは会談が終わった後も、広間に一人留とどまっていた。いるのはもう一人、自分の側近だけだ。

「リカルド様。部屋に戻もどられないのですか？」

「うん……。なんというか、まだ余よ韻いんに浸ひたっていたくてね。とても興味深い会談だった。そうだろう？」

　問いかける自分の声が、いつになく明るいのが分かる。それほどに楽しい時間だった。オスカーも上じよう機き嫌げんなリカルドの姿に苦く笑しようしつつ、頷うなずいてみせる。

「確かによかったのは認めます。ロレンツ王子も若いなりに頑がん張ばっていましたが、今日の主役は間違いなくあの聖女様でしょう」

　オスカーにここまで言わせるほど、リサの話はワクワクと胸が躍おどった。つい先さき程ほどまで座っていたリサの席を見つめる。

　リサの提案は分かりやすく簡単なようでいて、だがとても革新的だった。

　家に帰ってきちんと休めるよう、交こう替たい制を取り入れること。怪け我がをした時は休ませ、治ち療りようの補ほ償しようをしてあげること。休きゆう憩けいを決まった時間に取り入れること、など。

　それは労働者の視点に立ち、彼らに寄り添そう提案だった。ラードルフや他国が掲かかげる労働者の在り方とは、まさに対極の扱あつかい方だ。利益だけを追求した時、一番に蔑ないがしろにされるのが労働者の人権であるのは世の常だった。下の人間が上の人間に無条件に従うのは当たり前。それがどんなに理り不ふ尽じんで辛つらいものでも受け入れなければならない。

　そんな常識に、リサは真正面から切り込んできたのだ。古くからの慣習に凝こり固まった権力者達の前で、その当たり前のことを口にすることがどれほど難しいか、リカルドは王子という立場を通して嫌いやというほど知っている。

　しかも、理沙は自身の『聖女』という肩かた書がきを最大限に活いかそうとしていた。リカルドはそこに、リサの覚かく悟ごを見た。

「川に飛び込んだ時は、帰りたいって泣き喚わめくだけだったのに」

　あれには失望させられたと、リカルドは思い返す。役目を放ほうり出し、考えることを放ほう棄きして、そういう人間の方が扱いやすいとは分かっていたが、リサにはそうなって欲しくないとどこかで思っていたのだろう。だから余計にがっかりした。優やさしく同調して慰なぐさめれば自身を信用してくれたかもしれないのに、できなかった。

　だが、彼女は自分で立ち上がった。与あたえられた役目を全まつとうするために、採さい掘くつ場じように戻った。

「見限った途と端たんにこれだ。一いつ瞬しゆんたりとも目が離はなせないよ」

　なによりリカルドが気に入ったのが、リサの民に対する思いだ。リサはラードルフに、『国を動かしているのは宝石ではなく人だ』と言った。リサが今回提案した案も、根底にはそこで働く人々への労いたわりがある。

　これは、リカルドの考える国の在り方と通じるところがあった。国を動かすのは王ではなく国民。リカルドはずっとその思いを胸に、王子という『役目』を負ってきたのだ。

　そこでようやく、リカルドは自分の今回の『役目』を思い出す。目を閉じて、それからオスカーに向き直った。

「王宮内の勢力図は大体分かったな。宰相とリサは敵対している。この会談が両者に決定的な亀き裂れつを生んだだろう。これで実はお互たがい対立した演技をしているというなら大したものだが」

「可能性は排はい除じよできませんが、少なくとも聖女様は演技に見えませんでした」

「他ほかの家臣達の反応も見られてよかった。リサはいい具合に、場を荒あらしてくれたよ」

「しかし、彼女が不ふ審しんな動きをしているのは確かです。それは気を付けておかなければ」

　オスカーが言っているのは、一週間ほどまえにリサが書庫に出入りしていたことだ。あんな人目のつかない小部屋で、リサは明らかになにかを探していた。そして探していたことを、リカルドに必死に隠かくそうとしていた。「まさか、宰相が」と口にしていたのも聞いた。

「そうだな」

　自身にも秘密はあるが、それは彼女も同じだ。暴あばきたい、知りたいと胸の内から欲が湧わき上がる。それは自身の『役目』からそう思うのか。それともリカルドという個人が望んでいるのか。今やもう、判断がつかなくなっていた。

　──ああ。困った。

　今は部屋で休んでいるはずのリサは、なにをしているだろうか。先ほど会っていたのにもう会いたい。あの口から、また面おも白しろくて新しん鮮せんな言葉を聞きたい。

　こんな気持ちになるのは初めてだった。
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　会談から三日が経たち、理沙はザックと共にマルコがいる工こう房ぼうへと来ていた。

　ラードルフが自身の工房から貸してくれたのが、マルコ率いる工房だったのだ。

「あーあ。外れクジ引かされたな」

　ザックが腕うでを組んで言う。

「どういうことですか？」

「あのマルコってやつの、ゲオルクに対する反はん抗こう的な態度見ただろ？　マルコは王宮の人間が心底嫌きらいだと思うぜ。聖女だって全く崇すう拝はいしてる様子はなかった。だからこそ宰相はお前にあてがったんだ。貸しただけで、あとは説得できるものならしてみろよってことだろ？」

「……なるほど」

「ま、俺もお前にとっては外れクジみたいなもんだろうがな」

「え？」

　どこかシニカルな笑えみを浮うかべたザックが、突つき放すように嘯うそぶく。

「俺は言うことはきかないし、お前のことなんて正直全く敬ってもない」

　はっきりきっぱり言われ、理沙はなんだか不ふ機き嫌げんになるどころか笑ってしまった。目の前の、物事を取り繕つくろうこともしない正直な人を見つめる。

「私は外れクジをひいたなんて思ってませんよ。ザックさんはしっかり仕事をこなしてくれてます。色々文句は言うけど、護衛をすっぽかされたことは一度もないし、時間にだって正確です。遅ち刻こくしてきたことも一度もない」

　そう、ザックと過ごすようになって、理沙は彼の人ひと柄がらを少しずつ知っていった。ザックは勝手で自由奔ほん放ぽうに見えて、実はとても誠実で真ま面じ目めな人間だった。他人に強要されることは我が慢まんならないが、自分が納なつ得とくして決めたことは、責任をもってこなそうとする。

「それに今日だって、馬に乗り慣れない私のために、ゆっくり走ってくれたでしょう？」

　理沙は大勢の騎き士しを伴ともなって工房を訪おとずれ、周囲を騒さわがせるようなことをしたくなかった。そのために、ザックと最小限の騎士だけを連れて工房にやって来たのだ。馬車は断り、ザックの馬に一いつ緒しよに乗せてもらっていた。面めん倒どうくさいと顔に出し口にも出しながら、しかしザックは自分ひとりが乗る時とは明らかに違ちがって、丁てい寧ねいに馬を扱い理沙を気き遣づかってくれた。

　ザックはなにやらばつの悪い顔で、乱暴に自分の後頭部を搔かいた。

「別に、俺はそんなつもりじゃなかった。お前の気のせいだろ」

「そうですか？　でもとにかく、外れクジなんかじゃありません。そもそも、私の方から護衛を頼たのんだんですよ？　当たりを引き寄せたのは私ですから。これは運なんかじゃないです」

「……ああもういいから黙だまれ。お前には皮肉も通じないのかよ。くそ」

　怒おこったような口調だが、ちっとも怖こわくない。明らかに照れ隠しと分かって理沙はにっこりと笑った。やはり彼は、外れクジなんかではない。

　工房に入ると、ザックの予想通りの展開になった。本格的にダイヤモンドの研けん磨まと装そう飾しよくをしてほしいと頼むが、マルコは厳しい表情を崩くずさなかった。

「俺達はもうすでに多くの仕事を抱かかえている。厳しい納期があるんだ。その上新たな宝石なんてやってられると思うか」

　そこでマルコは、理沙を忌いま忌ましげに睨にらんだ。

「それともなんだ？　聖女のような献けん身しんをしろとまた強要するのか」

「え？」

「聖女のおかげで、我々宝石の職人達は、他の仕事以上に献身を求められるんだ。あり得ない納期を言われて、病気になろうが家族が死のうがそれより仕事を優先しろと言われる。お前達も聖女のように、国にすべてを捧ささげろと言ってな」

　理沙は目を見開いた。他の職人達が、さっと地面に視線を落とすのが分かった。

「聖女を誰だれもが崇拝してるなんて思わない方がいい」

　吐はき捨てるように言われた言葉に、この問題の根深さを感じた。聖女信しん仰こうには、結束を深めるという側面もあるが、献身を強しいられるという暗部も存在していたのだ。

「──分かりました」

　理沙はマルコに対たい峙じして言った。

「まず、献身なんてしなくていいです。私なんか、全然献身的じゃないですもん。自己中心的で、大人なのに泣き喚くし」

　思わぬ言葉を聞いたように、マルコが面めん食くらった顔になった。

「病気になったら、もちろん休んでください。それで辞やめさせるようなことはしません。家族だって大事にしてください」

　そこで理沙は自分の胸が痛むのを感じた。自分にも、待ってくれている家族がいる。大事にしたいのに、理沙は会うことすらできない。そんな寂さみしさに蓋ふたをして、言葉を続ける。

「心配されている納期についても、余よ裕ゆうを持たせるようにします。労働環かん境きようも改善する方向で決まりましたから。その点は安心してください。私が聞きたいのは──」

　そこで理沙は言葉を切り、挑いどむようにマルコを見上げた。

「職人としてのマルコさんの意見です。研磨職人になって二十年だって聞きました。あなた以上に宝石を美しく磨みがく人はいないって」

　王宮の人間に反抗的な態度なのにそれでも工房を任せられているのは、彼の技術が高いからに他ならない。理沙は事前に、マルコの腕については調べてもらっていた。そしてきっと、人柄もあるのだろう。先ほどから職人達が、心配そうにマルコを見ている。

　手のひらにダイヤモンドの原石をのせて、マルコに差し出した。

「この新しく見つかった原石を、誰より美しく磨く。そういう挑ちよう戦せんに、興味はありませんか？」

　今度はマルコの方が目を瞠みはって理沙を見つめる。

　待った時間はそれほど長くはない。しかし理沙にとっては焦じれるほどの無言の果てに、マルコはついに理沙の手から原石を受け取った。

「あっ、ありがとうございます！」

「……あんたの為ためじゃない。職人として、この宝石が気になってきただけだ」

「それでいいです！」と理沙は頷うなずき、さっそくマルコと職人達に様々な宝石の形となるカットを伝える。

　ダイヤモンドを最も美しく見せる形に、ラウンドブリリアントカットというものがある。光の屈くつ折せつ率などを緻ち密みつに計算してできたもので、理沙の指輪のダイヤモンドもそうだった。

　しかし、今のところルシアンにこのカットを作り出せる技術はないだろう。だが、テーブルカットやローゼンツカットという他の形なら、できるはずだった。ルシアンにはすでに三つの宝石が存在しており、ある程度のカットと研磨技術は確立されているからだ。

　そういう現状が分かっていて、理沙はそれでも、最後にマルコに自身の指輪を見せた。

「これが、ダイヤモンドの最高の輝かがやきです。この輝きに、できるだけ近付けてほしいんです」

　マルコや他ほかの職人達は指輪を見てその緻密さに唸うなり、だがその瞳ひとみにはやる気が満ち溢あふれていた。どうやら、職人魂だましいに火を付けられたらしい。

[image: ]

　理沙は工房と採さい掘くつ場じように何度も通うようになった。そして指輪でダイヤモンドの鉱脈を見つけては採掘して、工房へと運んでもらった。

　指輪の不思議な力に関しては、聖女の本を読んだりしてみるも未いまだに理由が分かっていない。しかし鉱脈を探す力があるのなら思いきって使おうと、きっぱり頭を切り替かえていた。

　二週間ほどそんなことを繰くり返しているうちに、馬車を用意してもらったり、ザックの馬に一緒に乗せてもらって行くことが申し訳なくなってきた。

　──自分で馬に乗って行きたいな。周りも馬車を準備する手間やお金が省けるし。

　そこで理沙は、乗馬を習えないかと考えた。教師役は受けてくれるか分からないがザックに頼むことにする。

　しかし、ザックには即そく答とうで断られてしまった。なんでも乗馬は我が流りゆうで得たらしく、教えられるような技量はないし、そもそも面倒くさいと言われてしまう。

　そんな中、どこから話を聞きつけてきたのか、リカルドが爽さわやかな笑顔で理沙に迫せまった。

「乗馬を習いたいんだって？　俺が教えてあげよう」

「いえ。大だい丈じよう夫ぶですから」

　こちらももはや反射的に即答してしまうが、リカルドはめげない。

「ザックに断られたんだろう。乗馬できるようになりたくないのかい。言っておくけど俺、乗馬は五歳から習ってるから上手うまいよ」

「でも……」

　煮にえ切らない理沙を窘たしなめるように、リカルドが人差し指を立てた。

「リサ。利用できるものは利用しないと。早く上達したいなら、優ゆう秀しゆうな人間に頼むべきだ。それに、君は俺に聞きたいことはないのかい？　俺はあるよ」

　理沙は目を見開き、リカルドを見つめた。聞きたいことなど、こちらだって山ほどある。

　ルシアンを滅ほろぼさないように、ロレンツが王になれるように頑がん張ばっている現在、その立ち位置が全く分からないのがリカルドという存在だった。ルシアンにとって敵なのか味方なのか、彼の態度はどこまでもグレーで、判断がつかない。むしろ、敵なのではないかと思うことの方が多いのだ。

　ルシアンの、ロレンツ王子の敵ではないと確信したい。そうして安心したい。理沙はいつの間にか、そんな思いを抱いだくようになっていた。

　──そうすれば、私だってもっと警けい戒かいしないで、多少は笑いかけたりできるのに……。

　そこまで考えてはっとする。頰ほおが赤くなって、ぺちぺちと両手で叩たたいた。

　──な、なに言ってんだろ、私！

　真意を悟さとらせないリカルドの笑えみを見上げる。警戒する気持ちはあるが、知りたい気持ちの方が大きい。

「分かりました。よろしくお願いします」

　途と端たん、リカルドは目を奪うばわれるような魅み力りよく的な笑みを浮うかべた。理沙はきゅっと心臓が引き絞しぼられるように痛み、そんな自分に慌あわてるのだった。










　そうして翌日、最初のレッスンをするために、理沙とリカルド、ザックとオスカーは近この衛え騎き士し団の厩きゆう舎しやへと向かっていた。

「一日一時間、教えてください。あ、でも忙いそがしい時は遠えん慮りよなく断ってくださいね。その時はザックに頼たのみますから」

　するとリカルドは、ムッとした顔で目を眇すがめた。

「こういう時に他の男の名前を出すのが君の手なのかな。わざとならすごく上手いよ、俺を煽あおるのが」

「へ？　待ってください！　手でもないし、煽ってもいませんからっ」

　理沙は身の危険を感じて慌ててザックの後ろに隠かくれる。リカルドの顔が更さらに険しくなった。

「だからそういう態度がいけない。ほら、おいで。教師は俺だよ」

　話している内に丁度厩舎にも着いた。理沙は気持ちを落ち着かせて、ザックから離はなれる。

　さっそく馬を選んで乗馬のレッスンが始まったが、リカルドは意外にも、口説くこともからかうこともなく、優秀な教師ぶりを披ひ露ろうしてくれた。

　離れた場所でザックとオスカーが見守る中、馬の基本的な知識と注意点、乗馬に必要な道具の解説など丁てい寧ねいにしてくれ、理沙の質問にもまごつくところがまるでない。

「幼い頃ころから習ってたって言っただろう？　馬にも乗れない王子なんて価値はないって、教師によく言われたよ」

　理沙の体を持ち上げて馬に乗らせてくれながら、リカルドはそんなことを言った。

「価値はない、ですか……」

　幼い子供に向けるような言葉ではないが、それだけ特とく殊しゆな環境で育ってきたということなのだ。理沙はリカルドに聞いてみたくなって、見上げる青い瞳を見た。

「王子でいるのは、その……、大変ではありませんか？」

　覚かく悟ごを決めても、理沙は未だに『聖女』と呼ばれることに抵てい抗こうがある。自分なりの聖女になればいいと思っているが、奇き跡せきを期待されているという重圧が、時々肩かたに伸のし掛かかるのだ。

　リカルドはきょとんと目を瞬またたかせた後、穏おだやかに笑った。

「確かに王子は乗馬だけでなく、様々なことを求められる。勉強にしろ、剣けん術じゆつにしろね。責任も重い。だが代わりに、今まで寝ね床どこの心配をすることも飢うえの不安に苛さいなまれることもなかった」

　理沙の乗る栗くり毛げ色の馬の優美な毛並みを撫なでながら、リカルドは目を細める。

「キンバリーの民たみの国税が、労働が、俺や王族を生かしてくれているからだ。彼らが国を動かしているんだよ。俺はキンバリーの民を大切に、誇ほこりに思っている。だから大変だと思ったことは確かにあっても、王子をやめたいと思ったことはない」

　言い切ったリカルドの言葉に、気負いは一いつ切さいなかった。思っていることをただ口にしただけ、という感じがした。理沙を口説いて煙けむに巻く一方で、リカルドはこうした真しん摯しな一面を持っている。民を愛する心が伝わってきて、彼が王子でキンバリーの国民は幸せだと、素す直なおに思えた。

「それに、乗馬も勉強も剣術も、習えば楽しかったしね。内ない緒しよで上手くなって、教師を驚おどろかすのは楽しかったよ」

　今度は、悪戯いたずら好きの子供のような顔を見せる。あと幾いくつ知らない顔を持っているのかと思うと、理沙はもっと探さぐりたくなるような不思議な気分になった。

「きっと友達とも、色々な悪戯を仕し掛かけて遊んでたんでしょう？」

　何気なく聞いた理沙の質問には、肯こう定ていが返ってくると思ったがそうではなかった。

「んー、周りに人はたくさんいたけど、友人はいなかったな。大体は教師と使用人と護衛騎士くらいだね。オスカーは気心が知れた大事な従者だが、どうあっても主従関係は消えない」

　理沙は虚きよを衝つかれ、それから納なつ得とくした。一国の王子と対等な友人など、いなかったのだろう。

「君にはいる？　友人」

「えっ、あ、はい。たくさんってわけじゃないけど、大切な友人はいますよ」

　心に寂さみしさがすっと入り込んできて、理沙は瞼まぶたを伏ふせた。忙しく動いている時は感じないが、こうして立ち止まったふとした瞬しゆん間かんに、もとの世界への思いが溢れてくる。

「いいね。羨うらやましい」

　眩まぶしそうに理沙を見つめる青い瞳には、確かに羨せん望ぼうの色があった。望めば手に入らないものなどないだろう大国の王子は、しかし普ふ通つうの人間なら誰だれもが得られるものを持っていない。

　そう思ったら、理沙は自然とその言葉を口にしていた。

「じゃあ、友人になりませんか？」

「え？」

　目を瞬かせるリカルドは、思ってもみない言葉を聞いたような顔をした。

「えっと。友人になって、自分のことを少しずつ話すんです。そうやって互たがいを知っていくのがいいんじゃないかと……」

　言ったそばから、理沙は後こう悔かいしてきた。敵かもしれないと疑う相手に、一体なにを言っているのだろうか。しかし、リカルドの顔を見てまた思い直す。彼はいつもの余よ裕ゆうのある笑みを消し、とても無防備な顔で理沙を見ていたからだ。それはなにも取り繕つくろうものがない、彼の本物の表情に思えた。

　理沙の言葉をゆっくり咀そ嚼しやくし、リカルドはぽつりと言った。

「……友人より恋こい人びとがいい」

「あいにく友人しか受け付けておりません」

　リカルドの軽口を一いつ蹴しゆうすると、彼は思わずと言った様子で笑み崩くずれた。

「困ったな」

「え？」

「恋人になるのを断られたのに、こんなに嬉うれしい気持ちになるなんて生まれて初めてだ」

　そう言うと、リカルドは身を乗り出した。

「では、友である君に質問していいかな。君はどこから来たの？」

　理沙はその問いを頭の中で繰くり返し、ゆっくりと口を開いた。

「私はこの国の人間じゃありません。もっとずっと……、遠い国から来たんです」

　違ちがう世界から来たなどとはもちろん言えない。だが、この世界にある適当な国名を取り繕うこともしなかった。出来る限り、この場で噓うそは言いたくないと思ったのだ。リカルドは先ほどの理沙の質問に、真摯に答えてくれたから。

「だから最初会った時、ルシアンの名前を聞かせても分からなかったのか」

「はい。私には、別の故郷があるんです。そこには家族がいるし、友人もいます。私はただの、人間です」

　それはつまり、理沙がルシアンの聖女ではないと言っているのも同じだ。しかしリカルドは、「そう」と穏やかに頷うなずくだけだった。理沙のほうが拍ひよう子し抜ぬけしてしまう態度だ。

「……あの、国王様に突つき出したりしないんですか？　こいつは偽にせ者ものの聖女だって」

「君は本物だよ」

「違います！　髪かみと瞳ひとみの色のことを言ってるなら、これは日本人の遺伝子が……」

「外見のことじゃない。そうだな……。例えば君が未いまだに、まだ帰りたいってその場で泣き喚わめいているような甘ったれなら、君は偽者だ。でも今君はこうして、採さい掘くつ場じようや工こう房ぼうに行くために俺に乗馬を習ってるじゃないか。様々な案を出し、労働環かん境きようを整えて宝石事業を進めている。働いている人達にとって、君は間ま違ちがいなく本物の聖女だよ」

「でも……」

「本物か偽者か、真しん偽ぎなんて大した問題じゃない。大事なのは『本物になれるかどうか』だ。そのために努力して周囲に認められれば、偽者だって本物になる。そして、君は本物だ。この国の人間じゃなくても、たとえ別の国からやって来た人間だとしてもね」

　励はげますように微笑ほほえまれ、今度は理沙の方が無防備な顔をして、言葉を失う番だった。

　──ずっと、心のどこかで自分は偽者の聖女だって思ってた。周囲に対して、罪悪感を持ってた。

　だが、力強いリカルドの言葉は、理沙を本物だと断言してくれた。努力を認めてくれた。胸がぽかぽかと温かくなる。リカルドの迷いのない一言は、理沙にここにいていいのだと言ってくれているように感じた。

「……あ、ありがとうございます」

「うん」

　リカルドはそれ以上、言葉は重ねなかった。だが充じゆう分ぶんだった。理沙はまた少しだけ、遠くに感じていたリカルドに近付いたような気持ちになった。










　この日を境に理沙とリカルドは、乗馬を介かいしてたくさんの話をした。

　宝石事業の話から、お互いの幼い頃ころの他愛たわいない話まで、ジャンルは様々だった。

　特にリカルドは、理沙の国のことをよく知りたがった。『リサの国には王がいるのかい』、『国政はどう運営されているのかな』、『センキョとはなにか』など、理沙が口にする聞き慣れない言葉の意味も丁てい寧ねいに拾っていく。この時ばかりは立場が逆転し、理沙が教師でリカルドが生徒という関係になった。

　リカルドは熱心で、とても優ゆう秀しゆうな生徒だった。彼の国政に対する興味と勤勉さは理沙も頭が下がる思いで、時々鋭するどい質問を投げかけてくるのにはたじたじになった。

　政治など堅かた苦くるしい話が一段落すると、理沙は日本の文化を教えた。以前仕事で、海外からやって来たアメリカ人を接待した時のことを思い出したのだ。

「これは、折り紙っていうんです」

　あらかじめ部屋で折ってきた鶴つるを手のひらに載のせて、リカルドに見せた。

「すごいね！　これ、紙なのかい？　立体的で、躍やく動どう感があって、でもとても繊せん細さいだ」

　案の定、リカルドはきらきらと瞳を輝かがやかせてくれた。くだんのアメリカ人も喜んでくれた日本のちょっとした遊びは、異文化コミュニケーションにとても適している。

「子供の頃、よく折って遊んでました」

「君の国の子供達はとても器用だね。ねえ、リサ。折り方を教えて」

　リカルドは、新しいことがとても好きな人間だった。見たこともない物や知らない考えに触ふれる時、少しも物もの怖おじすることなく柔じゆう軟なんに自分に取り込んでいこうとする。

　それからは乗馬のレッスンが終わると、理沙は丁寧に折り方を教えた。なんでもできると思われた完かん璧ぺき王子だが、意外にも折り紙は難しいらしく四苦八苦している。

「ふっ、えーとリカルド王子、ぶ、不器用、ですね……っ」

「……我が慢まんしないで笑っていいよ」

「あはははは！」

　言われた通り我慢しないで笑うと、「やっぱり少し遠えん慮りよしてくれ」と唇くちびるを尖とがらすのでますます笑いが止まらなくなった。

「悔くやしいな。絶対綺き麗れいに作ってみせる」

「そんな敵と対たい峙じするような顔で折り紙を見ないでください。鶴はね、なにかを想おもって折ることが多いんです。大切な人の病の治ち癒ゆだったり、平和だったり。だからリカルド王子も、なにかを想って、一折り一折り丁寧に折ってください。そうすれば、おのずと綺麗に仕上がりますよ」

　微笑んで、一番大切なコツを教える。すると、そんな理沙の顔を見ていたリカルドは目を細め、「分かった」とまた自身の手にある折り紙を折り出した。

「じゃあ、君のことを想おう」

「え？」

「君のことを考えながら折る。君が折り紙を教えてくれた時の表情を、声を、指先を。そうしたら、きっと丁寧にできるだろうから」

　誤ご魔ま化かせないほど頰ほおが赤くなった。リカルドが真しん剣けんに折り紙を折っているから、見られていないのが救いだった。

　同時に、胸が痛くなる。

　悪い人ではない、と信じたいのだ。リカルドは理沙の命の恩人だ。そして理沙が帰れないと川かわ縁べりで泣いた時、真しん摯しな言葉で叱しつ咤たして自分を立ち上がらせてくれた。口説いてくるのは困るが、本当に無む理り強じいされたことなどない。さりげなく助けてくれたことだって何度もある。そして理沙を、本物の聖女だと言ってくれた。

　理沙はもどかしいような気持ちになりながら、リカルドの瞳を見つめた。気付いたリカルドが応こたえるように笑えみを見せてくれる。だがその青い瞳の中にはまだ、理沙には知らない秘密が隠かくされているのだ。










　ロレンツからある提案を受けたのは、リカルドと乗馬の練習をしていた時だった。

「ダイヤモンドの、お披ひ露ろ目め会……ですか？」

　馬から下りて詳くわしく話を聞こうとすると、オスカーが手た綱づなを引いて馬を厩きゆう舎しやへと引っ張っていってくれた。

　ロレンツは両手を握にぎりしめながら、緊きん張ちようした面おも持もちで語る。

「はい。国王様から、新しい宝石はどんなものか見たいと、実は以前から声はかかっていたんです。ですが、環境を整えることや研けん磨ま技術を向上させることが最優先でしたから、まだ用意できていないとお話ししていました」

　理沙は頷いた。ロレンツには、王宮内での交こう渉しようと連れん絡らくすべてをまかせていた。

「ですがもうそろそろ、周囲へ披露するための準備をすべきだと思うんです」

　ダイヤモンドの原石を見つけて、現在一か月以上が過ぎていた。環境が良くなった採掘場ではせっせと原石を掘ほり起こしており、理沙も指輪の力で手助けしている。工房では日々努力が続けられ、勤勉で優秀な職人達が、難しい研磨に挑いどんでいた。

「職人達の許可が取れればですが、二か月後に王宮でパーティを開きます。そこで、美しく宝石として出来上がったダイヤモンドをお披露目するんです。パーティには、おしゃれに敏びん感かんな貴族達や商人達をたくさん呼びます。それで、宣伝してもらうというのはどうでしょうか」

　そこでロレンツは言葉の勢いを弱め、理沙を窺うかがうように見上げた。

「あの、だめならいいんです。無理を通したいわけでは……」

「そんな気弱な顔をするものじゃないよ」

　黙だまって話を聞いていたリカルドが、ふいに声を上げた。

「絶対に叶かなえたい提案なんだろう？　だったら、自信を持って伝えないと。その態度じゃ、周囲は君の考えに乗りたいと思えない」

　ロレンツは慌あわてて顎あごを引き締しめ、今度は挑むようにリカルドを見た。

「その際、パーティにはリカルド王子もご出席いただきたいのです」

　そこでリカルドは、おや、という顔で目を瞬またたかせた。そして、おもしろがるような顔で笑う。

「ふうん。俺を利用する気かい？　気弱だと思ったけど、そうでもないんだね」

「どういうことですか？」

　理沙が口を挟はさむと、ロレンツが意を決したように話し出した。

「リカルド王子は、その立場も発言力もとても大きいです。リカルド王子がダイヤモンドを賞賛してくだされば、きっと周囲の方々も興味を持ってくれるでしょう」

「俺は、本当に美しいものしか褒ほめないよ」

　リカルドが試ためすような物言いでロレンツを更さらに煽あおる。しかし、ロレンツは負けなかった。

「それでいいです。だっ、だって私達が作り上げるダイヤモンドは美しいに決まってますから。リカルド王子は自然と、心からダイヤモンドを賞賛してくださるはずです」

　言い切ったロレンツの姿はとても頼たのもしかった。

「……それは楽しみだね。そういうことなら、出席しないわけにいかないな」

　リカルドから了りよう承しようを得て、ロレンツは「ありがとうございます」と丁寧にお辞じ儀ぎをした。

　──もうロレンツ王子は、病弱なだけの王子様じゃないわ。

　披露するタイミング、招待する人物の影えい響きよう力まで考えて案を出している。隣りん国ごくの王子を相手に渡わたり合おうとする度胸もある。何よりロレンツの素す晴ばらしいところは、ダイヤモンドの事業を『私達』のものだと言ってくれるところだ。そこには理沙や、採さい掘くつ者や職人すべてが入っている。様々な人々の手によって作られていることを、ロレンツはきちんと分かっていた。

「ロレンツ王子の案、すごくいいと思います！　さっそくマルコさん達に提案してみましょう。採掘場の方にも、お披露目に相応ふさわしい原石を採掘できるよう頼みますね」

　理沙が頷うなずくと、ロレンツは少し照れたような、でも誇ほこらしげな顔で微笑ほほえんだ。

「ねえ」

　そこでリカルドが、なにか考えるように顎を撫なでる。きらきらと輝いた瞳ひとみは、楽しいことを思いついた時のものだ。

「俺からの提案があるんだけど。新しい宝石のお披露目を、もっと印象的にする方法がある」

「どんな方法ですか？」

　すかさずロレンツが聞き返す。彼はリカルドの言葉を貪どん欲よくに吸収しようとしているようだ。

「ダイヤモンドという宝石の、歩く広こう告こく塔とうを作るんだよ」

　理沙とロレンツは目を瞬かせた。リカルドは出来の悪い生徒に教える教師のような顔で言う。

「ダイヤモンドをただ見せるだけじゃつまらない。自分もつけてみたい、と思わせなければ商談には繫つながらないからね。だから、ダイヤモンドを最も美しく見せることのできる人間に、身につけてもらうんだ。その様を披露するんだよ」

　理沙はなるほど、と内心頷いた。現代において、ジュエリーブランドを立ち上げる際や新作ジュエリーを発表する時、有名な俳優やモデルに広告を依い頼らいする。理沙の会社も、ある海外の女優をイメージモデルとして起用していた。誰だれもが知る美しい女優の指や首元を彩いろどるジュエリー達を見て、人々は憧あこがれを抱いだくのだ。つまりリカルドは、ルシアンでそれをやれと言っている。

「それ、すごく良いい考えです！　よし、さっそく広告塔となれる人を探しましょう！」

　今度は理沙がきらきらと瞳を輝かがやかせてリカルドを見ると、彼は意味ありげな微笑みを投げかけてきた。

「実はもう、広告塔になれる人間は決まってるんだ」

「えっ、誰ですか？」

「君」

　へっ？　と理沙の口から間ま抜ぬけな声が漏もれる。リカルドは笑みを崩くずさないまま、「他ほかに適任がいると思う？」と両手を広げた。

「この国の伝説の聖女が、新たに見つけた宝石だ。君がつけてこそ、付加価値があるんだよ。注目度、神秘性、希少性、どれをとっても君以外に適任者はいない」

「素晴らしいです、リカルド王子！　是ぜ非ひそうしましょう！」

　聖女に憧れを抱くロレンツが興奮した様子で同調する。

「ちょ、ちょっと待ってください。無理です無理！　できない！」

　盛り上がる二人の間に慌てて入って、理沙は「無理！」と連呼する。

「私は裏方の方が性しように合ってるんです。それに表おもて舞ぶ台たいにはロレンツ王子が出るべきです」

「もちろん僕も出ますが、それはリサ様も同じですよ。僕に事業を提案してくれたのはリサ様じゃないですか！　僕らは二人、対等な同志のはずです」

「それは、そうですけど……」

　ロレンツの言葉に上手うまく反論できずに言うと、リカルドがダメ押しとばかりに微笑む。

「聖女になっておいて、表舞台に出ないなんて無理な話だ。観念するんだねリサ」

　理沙がうっ、と言葉に詰つまった時にはもう遅おそく、リカルドとロレンツによって、理沙のイメージモデル起用は決定されていた。
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　ルシアン王国の首都レーヴェンの街は、美しい景観で有名だった。

　建物の屋根の色には、ルシアンを象しよう徴ちようする三つの宝石の色である赤と青と緑が多く使われており、カラフルでいて規則性がある。街のほぼ真ん中を横切る大通りには様々な店屋が並び、活気に溢あふれていた。

　その大通りを馬に乗って歩く、とある四人組に、街の人々の注目が集まっていた。

　一番人目を惹ひいているのは、軽装したリカルドだった。腰こしに剣けんは挿さしているが、王宮にいる時のような煌きらびやかな衣装は着ていない。しかし、その容姿の美しさが損そこなわれることはなく、むしろ簡素な装いだからこそ際きわ立だって見えた。

「よく賑にぎわってるね。あれはなんの店だろう？」

　好こう奇き心しんが刺し激げきされるのか、様々なところに視線が行ったり来たりを繰くり返している。きらきら輝く青い瞳に、先ほどから若い女性達の視線が釘くぎ付づけになっている。

「リカルド王子。言っておきますが、寄り道はできませんからね」

　頭からすっぽりと布を被かぶった理沙が、心配になって口を出す。リカルドの教えにより、乗馬もなかなか様になってきていた。

「リサ。王子とは呼ばないよう言っただろう？　正体がばれてしまう」

　リカルドが笑って注意すると、理沙は「そ、そうでした」とはっと口元を押さえた。

　今日は二か月後のお披ひ露ろ目め会に向けて、宝石のデザインについて調べるためにお忍しのびで街へやって来たのだ。所謂いわゆる、市場調査のようなものだった。

　首都レーヴェンには、宝石を扱あつかう店が所ところ狭せましと並んでいる。大きな取引も行われており、メルヒオールで研けん磨まされ装そう飾しよくされた宝石はすべてレーヴェンに運ばれて売買されるのだ。

　どんなデザインの物が実際に売られて人気があるのか、客の反応はどうなのか、それを理沙は城に呼んで聞くのではなく現場で体感したかった。しかし、理沙の髪かみと瞳の色はルシアンでは目立ちすぎる。そこで、布をまいて髪を隠かくし、更に帽ぼう子しを深く被かぶって顔もあまり見えないようにした。ようやく国王に許可をもらい、例によってついてきたリカルドと共に、街へ繰り出したのだ。

「そうだ、リサ。せっかくだし恋こい人びと同士の振ふりをしよう」

　いきなりリカルドが、突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出す。

「へっ？　一体なんで……。ていうかザックもオスカーさんもいるの忘れないでくださいね？」

　理沙達の後ろには、相変わらずやる気のなさそうなザックと、見た目は眠ねむっているように見えるオスカーが控ひかえている。

「もちろん忘れてないよ。彼らは俺達の付き人だ。──リサ。宝石店に入るのに、一番自然なのはどんな人達か分かるかい？　恋人達だよ」

「……あ。そ、そういうことですか！」

　リカルドの種明かしを聞いて、理沙は内心動どう揺ようした自分を殴なぐりたくなった。

　確かに、覆ふく面めん調査というのは存在する。某ぼう格付けブックなどは、恋人に扮ふんして一いつ般ぱん客きやくを名乗り、店の普ふ段だんの味を調査するなどという噂うわさも聞く。

「分かりました。その方が、色々店の人に質問しやすいですしね」

「残念な顔してる？　俺の方は、『振り』じゃなくても全く構わないよ」

「いいえ、『振り』でお願いします！」

　思わず大きな声を出した理沙に、乗っていた馬が嘶いなないた。










　結論から言って、宝石店ではリカルドの独どく擅せん場じようとなった。

　女性客が多い中で全く怯ひるむ様子も見せず、「大切な恋人に贈おくる宝石だから一いつ切さい妥だ協きようしたくない。この店で一番と思えるものを出してくれ」と言って、とにかく人気のデザインを持ってこさせた。

　そして宝石を並べられてしまえば、理沙は目の前の美しいものたちに集中するだけだ。流行の石のカットや装飾の仕方をつぶさに観察した。店主には、熱心な客だと笑われたが気にしない。店主に客がどんな宝石を望んでいるのか聞いていく。リングならどんなものがいいのか、イヤリングなら、ネックレスなら？

　そうして何軒けんも回るうちに、すっかり昼を過ぎていた。昼食を摂とろうという話になり、パンに野菜と肉を挟はさんだサンドイッチのようなものを買って、大通りから離はなれたところにある小高い丘おかまで馬を走らせる。今回は理沙の乗馬の練習も兼かねているので、少し離れた所まで遠出したのだ。

「だいぶ上手くなったね、リサ」

　リカルドが、馬から下りる理沙の姿を見てそう言ってくれた。乗馬の腕うでを褒ほめられ、理沙もほっとする。革かわ袋ぶくろに入った水を馬に飲ませ、四人は昼食を摂り出した。あっという間に食べ終えたザックに、理沙が声をかけた。

「ザック。お昼休みしてきていいですよ。店を出た時には十二時過ぎちゃってたから、今から一時間でどうですか」

　ザックはちらりとリカルドを見やると、すぐに気のない素そ振ぶりで立ち上がった。

「向こうで昼ひる寝ねしてくる。貞てい操そうの危機になったらとりあえず叫さけべ。聞こえたら助けてやる」

「心外だな、ザック。俺は紳しん士しだよ。そうだオスカー。君も向こうで昼寝しておいで」

「紳士だとのたまった口ですぐさま私を邪じや魔ま者もの扱あつかいするなんて、どういうことですか……」

　オスカーは呆あきれたような顔をして、だがリカルドの言葉に従って離れて行ってしまう。

「二人きりだね」

　ザックとオスカーの姿が見えなくなって、一気に周囲が静かになる。リカルドがわざわざ口にするので、理沙は途と端たんに意識してしまう。確かに今までは、お互たがい誰だれかは傍そばにいる状態で会っていた。

「君と初めて会った時のことを思い出すな。あの時もこうして二人きりだった」

　感かん慨がい深そうに言うリカルドに、理沙は確かにと頷うなずく。まだ数か月も経たっていないというのに、遠い昔のようにも感じた。

「川で溺おぼれている君を見つけた時は焦あせったよ。川辺に引き上げてからも、ぐったりしていて顔は青白いし」

「その節は本当にありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げながら、理沙はふいに思い出さなくてもいいことまで思い出してしまった。そうして一いつ旦たん気になってしまうと、どうしても頭から消えない。

「……あの」

「ん？」

「その、本当にしたんですか？」

「なにを？」

　きょとんとするリカルドに、理沙はますます言いづらくなった。

「じ、人工呼吸……」

　するとリカルドは、にっこりと笑えみを深くした。ああ、からかう材料を与あたえてしまったと気付くがもう遅おそい。

「どうだと思う？」

「それを、聞いてるんですけど……」

　リカルドは肩かたを竦すくめて言った。

「秘密にしておく。そうすれば君は、これからもずっと気にして考えてくれるだろう？　俺ばかり君のことを考えてるんじゃ割に合わないからね」

　今度は理沙が目を瞬またたかせる。思ってもみなかった言葉に驚おどろいた。

「え……。私のことを考えてるって……。なにを……、なんで……？」

　本気で分かっていない理沙に、リカルドは困ったような笑みを見せた。

「そうだな、例えば」

　言いながら少しだけ首を傾かしげて、頰ほお杖づえをついた。

「どれくらいの距きよ離りなら怖こわがられないか、考えてる。これは君と対たい峙じする時、いつも考えてることだけど。君は警けい戒かい心しんが強いからね。あとは、君を毎日綺き麗れいだと言いたいけど、なぜか褒めると不ふ機き嫌げんな顔をされるからどれくらいの頻ひん度どなら許されるのかな、とか。ザックと距離が近すぎて妬やけるとか、ロレンツ王子とも親しげでやっぱり妬けるとか。少しはこっちを見ろよ、とか」

「ちょ、ちょっとストップ！　もういいですっ」

「そしてこんな風に本音を言って君に嫌きらわれないか、……とかね」

「…………」

「知らなかっただろう？」

「……噓うそですよね？」

「どうだと思う？」

　先ほどと同じ問いが繰くり返される。理沙がどう考えるのか、判断を委ゆだねると言わんばかりの態度だった。そして理沙は思ってしまった。今言った言葉が、噓なら悲しい。本当なら──嬉うれしいのだと。

　だが、すぐにその感情に蓋ふたをする。これ以上嬉しいと思う気持ちを突つき詰つめて考えてはいけない。他国の王子と、この世界の人間ですらない自分。両者の間には、決して飛び越こえられない溝みぞがある。

　理沙がなにも言えずに固まってしまうと、リカルドは溜ため息いきを吐ついた。

「……全く。最初はこんなこと言うつもりじゃなかったのに。君が無自覚だからつい口にしたくなる。思い知らせたくなるんだよ」

　リカルドは自身の前まえ髪がみを搔かき上げる。

「はぐらかそうと思ったけど、やめた」

「え？」

「君がどう思おうと、今のは本当のことだよ。さあ、俺の気持ちが分かっただろう？　君も少しは、俺のことで悩なやんでくれ」

　もう十分悩んでいるよ、と心の中だけで呟つぶやいた。十分悩んでいるし、十分リカルドのことを考えている。胸が痛くなるほどに。
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　ダイヤモンド事業は順調に進んでいたが、それとは逆に難航しているのが裏うら帳ちよう簿ぼ探しだった。

　理沙とザックで探してはみたものの、王宮内ですら広すぎる。

　そこで理沙は、表帳簿、つまり不正など書かれていないダミーの帳簿を調べてみることにした。

　宝石事業の財務を勉強するためと、国王とラードルフに申し出て、ようやく表帳簿を見せてもらうことができたのだ。

　理沙はザックを引き連れて、財務担当のマルセルの執しつ務む室にお邪じや魔ました。

　マルセルはいかにも神経質そうな、丸眼鏡に少しの乱れもない髪かみ、皺しわのない服という出いで立ちだった。

「今日はよろしくお願いいたします」

　理沙が頭を下げると、マルセルは眼鏡を押し上げながら眉まゆを寄せた。

「本当はこの時期は決算で忙いそがしいんです」

　ごにょごにょと時間が取られるのが嫌いやだと言外に言っている。理沙も事務員として気持ちはとても分かるので、「すみません！」と再度頭を下げた。

「はあ、まあ一応、宰さい相しよう様より質問があればお答えするようにと言われていますんで」

　──つまりこの表帳簿には、かなりの自信があるってことなのね。

　当然と言えば当然だが、それでも一応矛む盾じゆんはないか調べるべきだと理沙は己おのれを奮い立たせる。

　とりあえず過去五年の帳簿を捲めくっていく。この世界に電でん卓たくはないので、理沙は頭の中でそろばんを弾はじくことにした。

「……い、おい！」

　ザックの声が聞こえて、理沙ははっとして顔を上げた。いつの間にか集中していて、呼ばれていたのに気付かなかったらしい。

　ザックとマルセルが、奇き妙みようなものでも見るように理沙を凝ぎよう視ししている。

「えっと、どうかしましたか？」

「どうかしたかじゃねーよ。急に物もの凄すごい勢いで指動かしてぶつぶつ言ってるから、驚いたんだろうが」

「ああ。そっか。ごめんなさい」

　確かに自身の右手がそろばんを弾く形になっていて、理沙は笑った。小学校から習っていたそろばんは、速くそれでいて確実に、という理沙の事務処理能力の基き礎そを作っている。

「なにをしているのです？」

　マルセルが恐おそる恐る聞いてきた。この世界では、皆みな紙に書いて計算しているらしかった。理沙はマルセルに、そろばんの存在と計算の仕方を教えた。

「な、なんとそれは素す晴ばらしい発明ではないですか！」

「そうそう、そうなんですよ！　計算する紙も必要以上に無む駄だにしなくていいし、頭の運動にもなるんです！」

　マルセルは物凄く食いついてくれ、同じものを作らせると拳こぶしを握にぎっていた。

　すっかりそろばんで意気投合したマルセルは、最初よりだいぶ態度を軟なん化かさせてくれた。

　そして理沙もその後は真しん剣けんに表帳簿を見返したが、完かん璧ぺきすぎて矛盾点もなにもないことが分かっただけだった。

「……素晴らしい帳簿ですね」

「ええ。宰相様はとてもきっちりした方で、仕事熱心ですから。自分の目でも確かめたいからと、採さい掘くつ場じようにも行かれるんですよ」

　なんの疑いも持っていないマルセルの笑顔を見て、理沙は宰相に負けたような気持ちで部屋を後にした。
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　市場調査で街を回ってから二か月後。

　理沙は今、目の前に差し出された宝石に息を吞のんでいた。

　それはネックレスで、中央には燦さん然ぜんと30カラットのダイヤモンドが輝かがやいている。ラウンドブリリアントカットには及およばないが、最大限に研けん磨まを繰り返し、光に当てると虹にじ色いろのきらめきを見せてくれる。職人達の技術の粋すいが集められた、間ま違ちがいなく一級品の宝石だった。

　そのダイヤモンドの周りにもまた、小さなダイヤが囲むように配置され、星ほし屑くずのような光を放っている。チェーンにもダイヤが使われ、限界まで小さく削けずられたダイヤの連なりは、繊せん細さいさの極きよく致ちだ。

　絹の布に包まれたそれを見せたマルコは、「どうだよ」とぶっきらぼうに聞く。そう言われても言葉にならない。理沙はふるふると震ふるえ、目には涙なみだが溜たまるのが分かった。

「……すごい」

「なに？」

「すごいです……！　煌きらびやかで、高貴で、上品で……、ああもうとにかく綺き麗れい、美しいです、最高の出来です！」

　理沙の感かん極きわまった声を合図に、職人達がわっと歓かん声せいを上げる。マルコも安あん堵どの表情になった。

　ダイヤモンドのお披ひ露ろ目め会当日、理沙はメルヒオールの工こう房ぼうにいた。主役ともいえるダイヤモンドのジュエリーが出来上がったと報告を受け、貰もらい受けに来たのだった。

「……ちょっと言葉にならない美しさだね」

　一いつ緒しよに付いてきたリカルドもほうっと溜息を漏もらしている。一級品に取り囲まれて育った審しん美び眼がんのありそうなリカルドさえ、文句のつけようがないということだ。

「たった三か月で、よくここまで仕上げてくれました」

　ダイヤモンドの美しさは、そのままマルコ達職人の努力の証あかしだ。どれだけ大変だっただろうか。試行錯さく誤ごを繰り返し、当日ギリギリの完成にはなってしまったが、待った甲か斐いのある素晴らしい宝石になった。他ほかにもダイヤモンドをメインにした指輪や腕うで輪わなど、いくつも作ってくれていた。理沙達が行った市場調査が活いかされて、シンプルなもの、凝こったものなど様々なデザインがあった。理沙はそれをひとつひとつ眺ながめる。

　雫しずくのような形をしたイヤリングにはダイヤが使われ、周囲は小こ粒つぶのエメラルドに囲まれている。ダイヤの雫は小さなリボンから垂れ下がっており、リボンは赤いビロードが使われている。非常にクラシカルで可愛かわいらしいジュエリーだ。

　そうかと思えば、猫ねこの尻しつ尾ぽのように優ゆう雅がな曲線にダイヤをちりばめただけの斬ざん新しんなネックレスもある。すっきりとした首元の見えるドレスを着た時に映はえるだろうなと理沙は思った。

　理沙は、職人達ひとりひとりの顔を見ていく。隈くまができて疲つかれた顔だが、やり切ったという明るさがあった。

「本当にありがとうございます」

　理沙は深く頭を下げた。

「……礼など言わなくていい」

　怒おこっているような声がして顔を上げると、やはりしかめ面つらのマルコの姿がある。

「確かに根は詰つめたが、工房の仲間は誰だれも体を壊こわすこともなかったし、家にもきちんと帰れた。あんたが我々の待たい遇ぐうをかけ合ってくれたからだ」

　理沙は驚いてマルコを見上げてしまう。まさか、そんな風に言ってもらえるとは思わなかった。理沙の提案したことは本当に必要最低限のことだ。それでも当事者に実感してもらい楽になったと言われれば嬉うれしい。理沙はにっこり笑って言った。

「私、マルコさん達が作る宝石がとても好きです。もっともっとたくさん見てみたいんです。ずっと元気で、工房を続けてください」

　そこでマルコはほんのわずかだが、口角を上げたようだった。

「お、親方が笑ってる……！」

「俺、初めて見た！」

　ざわざわと職人達が騒さわぎ出すのを見て、マルコはすぐに顔をしかめ面に戻もどした。

「うるせえ！　さっさと宝石を仕し舞まって、客人をお見送りしろ！」

　職人達はマルコの怒ど鳴なり声に慌あわてて動き出す。確かにそろそろ出発しないと、お披露目会に間に合わなくなってしまう時間だった。










　理沙達は何度もお礼を言って、工房を後にした。今日は宝石を運んでいるために、馬車を使っている。宝石の管理のために、トーマスという職人も同行していた。職人達の功績を称たたえるためにも、マルコを代表にして城に来てもらおうとしたのだが、本人に柄がらじゃないと断られてしまった。しかし、工房内で一番宝石の扱あつかいに長たけたトーマスを寄よ越こしてくれたのだ。

　トーマスは、理沙とリカルドと向かい合わせの席に座ることに緊きん張ちようした様子を見せながら、膝ひざの上に置かれた宝石を入れた袋ふくろを大事そうに抱かかえている。ダイヤモンド同士だと当たって傷が出来てしまうため、ひとつひとつ丁てい寧ねいに布に包まれて、袋に入れられている。

　三十分ほど経たった時だった。

　なんの予告もなく、突とつ然ぜん馬車が急停止した。と同時に、馬の嘶いななきが聞こえる。断だん末まつ魔まのような響ひびきで耳に残り、搔かき消えるようになくなった。

　息つく間もなく、今度は剣けんを打ち合わせるような音と人間の怒ど号ごうが響き渡わたった。

「なっ、なに!?」

　つんのめった理沙が体勢を整え、扉とびらの取っ手に手をかける。しかし、リカルドの大きな手がそれを遮さえぎった。

「俺がいいと言うまで、トーマスと一緒にここにいるんだ」

　厳しい表情のリカルドの右手は、すでに腰こし元もとの剣の柄つかにかかっている。

　扉が開かれ、外の状じよう況きようが見えた。護衛の騎き士し達が、剣を持つ見知らぬ男達と戦っている。

　馬車から出たリカルドは、そのまま向かってくる男を切り捨てた。流れるような動きに、リカルドの剣の強さが窺うかがえる。

　リカルドはすぐに戻ってきて、理沙とトーマスに外に出るよう言った。

「馬車の馬がやられた。無事な馬を確保したから、これに乗って城まで行くよ」

　見ると、リカルドの後ろには三頭の馬がいる。

「どういうことですか？　私達、襲おそわれてるんですか？　ていうかザックは！　ザックは無事ですか！　他の騎士達は!?」

「ザックならあそこだ」

　リカルドの指差す方向に視線を向けた。

　馬車より少し離はなれた先で、それは矢のような鋭するどくしなやかな斬ざん撃げきを見せていた。赤毛が目立つためにザックと分かるが、動きが早すぎて顔は見えない。

　ザック一人に、十人ほどの敵が挑いどんでいる。数でいえば絶望的なのに、ザックの剣はそれをものともしなかった。切りかかってくる相手をいなし、すばやく背後に回り切って剣を振ふるう。隙すきが出来たと思ってまた別の敵が現れるが、ザックは予測していたかのように剣先を変え、敵の渾こん身しんの一撃を止めてみせる。そのまま深く腕うでを抉えぐり、敵が倒たおれた。

　蹴けりを入れて突つき飛ばし、吹ふっ飛んできた味方にぶつかってバランスを崩くずした敵を次々薙なぎ倒していく。荒あら々あらしく暴力的で、圧あつ倒とう的な強さだった。

「……すごい」

　ザックの戦う姿を、理沙はこの時初めて見た。とんでもない人間を護衛にしたのだと、今いま更さら実感する。暢のん気きに昼ひる寝ねをしていた猫が、狩かりをするしなやかな豹ひように変へん貌ぼうしたような有様だった。

「敵に回したくないね、あの男は」

　リカルドが苦く笑しようし、しかしすぐ表情を改めた。十人いた敵をものの数分で倒したザックがこちらに向かってきたからだ。さらに、こちらも善戦していたオスカーが駆かけ寄ってくる。

「ご無事でしたか、リカルド王子！」

「どういうことだ、オスカー。状況を説明しろ」

「私とザックは馬車を挟はさんで前方と後方にいたのですが、突然何者かが襲ってきまして。見た目からすると山さん賊ぞくのようにも思われますが、詳しよう細さいは不明です。とにかく、数が多い」

　言った傍そばから敵が襲い掛かかってくるが、ザックが薙ぎ払はらう。確かにザックが十人倒してもなお、立っている敵の数はまだまだ多い。護衛についた騎士達も頑がん張ばってはいるが、理沙達はじりじり追い詰められていた。

「ここで留とどまって全部の敵を倒しても、時間を喰くうだけだな」

　ザックが剣先を振るって、付着した血を落としながら言った。息ひとつ乱していない。

「とにかく城に向かいましょう。王都に入れば近この衛え騎士団も来てくれるでしょうし」

　王都までの山道を走っていた途と中ちゆうに襲われたため、周囲は木々が茂しげっていて視界が見えずらい。オスカーの言葉に頷うなずいて、理沙、リカルド、ザック、そしてトーマスはそれぞれ馬に乗って走り始めた。騎士達はその場に踏ふみとどまり、敵の足止めのために奮ふん闘とうしている。

　しかし、騎士達の制止をすり抜ぬけた敵も当然のように追ってきた。

「なにが目的なんだ？」

　リカルドの怪け訝げんな表情に、理沙もまた考え込む。そう、なにが目的なのかまだ分からない。純じゆん粋すいに金品なのか、それとも聖女の命か、はたまた大国の王子の命なのか……。

「っ、リサ！　頭を下げろ！」

　不意に前を走っていたリカルドが振り向いて叫さけんだ。反射的に首を竦すくめて姿勢を低くすると、ガッとなにかが当たる音が背後でする。

　そっと振り向くと、理沙の横に馬を並走させたザックが剣を掲かかげて、敵が打って来た弓矢を防いだところだった。

「あ……。ありがとうございます。あの！　怪け我がはしてませんか？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

「いいからお前はそのまま走ってろ。後ろを振り向くな」

　ザックの鋭い眼光で睨にらまれて、理沙は「は、はい」と頷いた。

　必死に馬を走らせていると、森を抜けてぽつぽつと民家が見えてきた。馬の走る音と怒号に驚おどろいて、家から住人達が顔を出してくる。当たり損そこねた弓矢が、民家の家の壁かべや家か畜ちくに襲い掛かっていた。きょろきょろと辺りを見回す人々にも、今にも当たりそうだ。

「危ないから家の中に入ってください！」

　理沙が馬を止めて慌てて叫ぶと、住人達は目を剝むいて理沙を凝ぎよう視しする。

「せっ、聖女様!?」

　気付かなかったが、馬で走っているうちに髪かみを隠かくしていた布が取れていたらしい。黒髪の理沙に驚いて、そのあと慌てて扉を閉める。

「うわあっ」

　すると今度は後ろにいたトーマスが悲鳴を上げた。弓矢が彼の乗る馬に当たり、驚いた馬がトーマスを振り落としたのだ。トーマスはダイヤモンドの袋を抱えたまま、地面に転がり落ちた。

「トーマスさん！」

　理沙は手た綱づなを引っ張り、方向転てん換かんしようとした。しかし、ザックの叱しつ咤たが響く。

「お前は戻るな！　そのまま走れ！」

「でも！」

「敵が来る！」

　そう、ザックの言う通り、敵はすぐ後ろまで来ていた。落馬したトーマスに、馬から下りた敵が殺さつ到とうしてくる。敵は馬を止めた理沙のもとにもやって来たが、ザックが盾たてになってくれた。しかし、トーマスには敵が迫せまっている。

「トーマスさん、逃にげて！」

　理沙の声に押されるようにトーマスが走り出すが、恐きよう怖ふのためか足がもつれて転んでしまう。その際に、持っていた袋から宝石がいくつか零こぼれ落ちた。敵はそれを見た途と端たん、宝石に群がる。

　──やっぱり金品が目当てなんだ！

　それならば助かる道はある。理沙は迷わなかった。

「トーマスさん！　その袋ふくろを手放して！　敵に渡して！」

　トーマスは蒼そう白はくになって震ふるえながら、しかし首を縦には振らなかった。
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「こっ、これは俺達が寝ねる間も惜おしんで磨みがき上げた宝物です！　聖女様の……、リサ様の宝石です！　渡せません！」

「お願いだから言うこと聞いて！」

「いやです！　命に懸かけても守らないと！」

　その瞬しゆん間かん、理沙はほとんど怒ど鳴なりつけるようにして声を張り上げた。

「──ダイヤモンドより、あなたの命の方が大事なの！　宝石を捨てなさい！」

　はっと目を見開いたトーマスは、一いつ瞬しゆんだけ体の力を抜いたようだった。その隙に、敵がダイヤの入った袋を奪うばい取った。それを見るなり、敵の猛もう追ついはなくなった。今度は敵が背を向け、理沙達から逃げて行く。あっという間の出来事だった。

「……ごめんなさい、ごめんなさい……」

　トーマスの泣き声だけが、その場に響き渡った。










　理沙達は満まん身しん創そう痍いのまま、城へと戻もどった。

　髪はぐちゃぐちゃで、山の中を馬で疾しつ走そうしたため頰ほおには木の枝で擦すれた傷きずも出来ていた。ボロボロになった理沙を見て、ハンナは悲鳴を上げたが、すぐにきりっとした顔になるとてきぱきと動き出す。

「お披ひ露ろ目め会は始まっていますが、この身なりで出るなら、もう少し遅おそくなってもいいからきちんと整えた方がいいです。他ほかの招待客に失礼に当たりますから」

　そう言うと、清潔な布で顔を拭ふき、傷の手当をして化け粧しようも施ほどこしてくれた。綺き麗れいなドレスを着せてもらったが、理沙の心が浮うき立つことはなかった。

　──集まっていただいた人達に事情を話して、謝らないといけない。

　理沙の手元には、披露すべきダイヤモンドがひとつも残されていなかった。城に帰ってきてすぐに、待っていたロレンツには事情を説明していた。ロレンツは一瞬落らく胆たんした表情を見せたが、すぐさま理沙達のことを心配し、恐きよう縮しゆくして泣いているトーマスを労ねぎらってくれた。自分から事情を話すと言ってくれたロレンツを引き止め、自分が謝るからと言ってとりあえず部屋に戻ってきたのだ。

　大広間では、聖女が見つけた宝石を今や遅しと待ち侘わびる貴族や商人達がざわめいているだろう。国王もとても楽しみにしていると言っていた。ダイヤモンドを採さい掘くつしてくれた仲間も、工こう房ぼうの職人達も、ダイヤモンドが日の目を見るのを心待ちにしているに違ちがいない。

　ごめんなさい、と泣き続けたトーマスの顔が頭を過よぎった。トーマスはなにも悪くない。彼は転んだ時に手を骨折していたようで、仕事に復帰するのに一か月かかる大おお怪け我がを負っていた。

　理沙は大きく息を吐つき、大広間へ向かった。

　──どんな苦情も文句も受け止める覚かく悟ごをしておこう。

　責任は自身にあり、もちろん一いつ緒しよに事業を進めたロレンツにもあるが、宝石を奪われたのは理沙だ。ロレンツへ矛ほこ先さきが向いたら、自分の方に非があることを伝えなくてはならない。

　広間の扉とびらが開かれ、理沙に周囲の視線が一いつ斉せいに集まった。先に会場に来ていたロレンツが駆け寄る。リカルドもまた服を着き替がえて、キンバリー王国の王子として臨のぞんでいた。

　理沙はまず今日ここに足を運んでくれたことへの感謝を伝えた後、ダイヤモンドを披露できなくなったと述べた。最初、理沙の黒目黒髪に視線がいっていた客達が、徐じよ々じよに話を聞いて落胆する様が痛いほど伝わってきた。

　理沙が頭を下げ、ロレンツもそれに倣ならうと、会場のざわめきは大きくなった。「当てが外れた」「期待していたのに」「せっかく遠い所から来て見られないなんて」と様々に言葉が飛び交かう。

「──皆みな様さま。どうか若い二人を許していただけませんか」

　その時、会場の奥からそんな声が上がった。人々の視線が理沙から、声を発した人間に移る。

　声の主は、ラードルフだった。彼は落ち着いた魅み力りよく的な笑えみを周囲に振ふりまきながら、少し困ったような声で続ける。

「そちらの二人には、まだ荷が重い事業だったのです。失敗したとして、どうして責められましょう？　特にロレンツ王子は皆様もご存じのようにお体が弱い。今までベッドで過ごしてきた時間の方が多いのです。色々見誤っても仕方のないことです」

　ロレンツがかっと頰を赤くして言った。

「この事業は失敗したわけではありません。ダイヤモンドは宝石としてきちんと出来ていました。持ってこられなかったのには事情があって──」

「ですが、今この場で披露できないのでしょう？　今日という期限を設けたのはそちらだ。それとも王子は、この披露会など取るに足らないものだとお考えですか？　後でまた披露できるから別にいいと？」

　さすがに黙だまっていられない。理沙は首を激しく横に振って言った。

「そんなことはありません！」

「ええ。もちろんそうでしょうとも。この場に足を運んでくださった方々は、それぞれお忙いそがしく、それでも美しい宝石をご覧になりたくてやって来た。この思いを無下にすることはできません」

「つまり、なにが言いたいのですか？」

　いつの間にか理沙の隣となりにやって来たリカルドが静かな口調で聞いた。

　ラードルフは寛かん容ような笑みを浮かべ、両手を広げる。

「リカルド王子と聖女様のダイヤモンドには及およばないかもしれませんが、私も最近素す晴ばらしい翠すい玉ぎよくを採掘したので、ここでお披ひ露ろ目めしたいと思いまして」

　理沙達は目を瞠みはった。ラードルフが臣下に合図をすると、広間に美しいエメラルドのネックレスが運ばれてきた。大おお粒つぶのエメラルドは吸い込まれそうな深い緑色に輝かがやいており、人々の間で歓かん声せいが上がる。

「まあ、なんて美しいのかしら！」

「傷もないし、濁にごった色味もない。質が高いですな」

　ラードルフは頷うなずき、更さらに広間に宝石を持ってこさせた。

「こちらは新作になります。どうぞ皆様、ご覧ください」

　貴族達や商人が宝石に集まっていくのを、理沙の横を通り過ぎていくのを、ただ茫ぼう然ぜんと立って見つめていた。理沙達がこの場でやりたかったことのすべてを、宰さい相しように奪われたのだとようやく気付く。理沙とロレンツの未熟さを周囲に知らしめるようにして語り、この場を自分の手て柄がらとして収めようとしているのだ。

「……だから言ったでしょう？」

　ふと、ラードルフが耳元で囁ささやいた。理沙はゆっくりと視線を上げて、満足げな宰相の顔を見る。

「あなたは部屋に籠こもっていればよかったんです。こうして外に出るから大変な目に遭あう」

　ラードルフはうっそりと目を細めた。

「こんなこともあろうかと、翠玉を用意しておいて本当によかったですよ」

　その微笑ほほえみを見た瞬間、理沙はなにもかもを理解した。

　──ダイヤモンドを賊ぞくに命令して奪わせたのは、この人だ。

「…………っ」

　怒いかりで目の前が赤くなる。肌はだを真っ黒にして、大きなダイヤの原石を採掘するために苦労してくれた採掘者達。寝しん食しよくを惜しんで、最さい高こう峰ほうの研けん磨まに挑いどんでくれた職人達。職人としての手を傷付けながら、宝石を最後まで守ろうとしたトーマス。一緒に歩んでくれたパートナーのロレンツ。宝石のデザインの助けになってくれたリカルド。護衛をしてくれたザックや騎き士し達。たくさんの人の手によってダイヤモンドは生まれ、磨かれ、ここに運ばれるはずだった。

　それを、たった一人の人間の思おも惑わくによって台無しにされた。理沙はラードルフを睨にらみつけ、衝しよう動どうのままに口を開く。

　──全部ぶちまけてやる。宰相の悪事、全部全部この場で言ってやる！

　しかし、それは背後から出た大きな手のひらに阻はばまれて叶かなわなかった。リカルドが、理沙の肩かたを摑つかみ、口元を手で覆おおったのだ。

「っ、なにすん……っ」

「宰相の用よう意い周しゆう到とうさには頭が下がりますね。まるで私達が宝石を持ち帰れないと、確信していたみたいだ」

　リカルドがそう言って微笑むと、ラードルフもまた笑ってみせた。

「失敗した時の代だい替がえ案も考えておくのは、宰相としての務めなだけですよ」

「──なるほど。勉強になります」

　リカルドは口元を引き上げ、完かん璧ぺきな笑顔で頷いた。そして理沙を引っ張り、ラードルフに背を向けて歩き出す。理沙は口を塞ふさがれて声が出せない代わりに、じたばたと手足を動かして抵てい抗こうした。しかし、リカルドの腕うでががっしりと回っているため、逃にげられない。

　理沙は涙なみだで潤うるむ目で、広間を出る最後の時までラードルフを睨み続けた。










　広間から出たリカルドは、理沙を中庭へと連れて行った。

　誰だれもいない夜の中庭は静かで、ただ噴ふん水すいの音だけが響ひびいている。そこでようやく理沙は解放された。

　理沙はすぐさま広間に戻もどろうと駆かけ出すも、予想していたかのようにリカルドに冷静に腕をとられる。

　何度も何度も邪じや魔まされて、リカルドに対して猛もう烈れつに腹が立った。荒あらい口調で叫さけぶ。

「いい加減にして！　放してよっ！」

「広間に行ってどうする。すべて宰相が企たくらんだとでも言うつもりかい？」

「そうよ、全部言ってやるの！　分かってるなら放してってば！」

「落ち着け」

「宝石を奪うばったことを絶対に謝ってもらう！　採さい掘くつ者や職人達の努力を踏ふみにじっていい権利なんて、宰相にはない！」

「落ち着けと言ってるだろう──」

「ほっといて！」

　聞く耳を持たない理沙に、リカルドは眉まゆを寄せ、それからはあ、と大きな溜ため息いきを吐いた。そのまま、理沙の肩をドンと押す。

　不意を突つかれた理沙はバランスを崩くずし、背後の噴水へ背中から飛び込んだ。

　盛大な水しぶきが上がり、理沙はびっくりした表情のままリカルドを見上げた。

「な、なっ、なにすんのよ……！」

「頭を冷やすには丁度いいだろう？　それにこれだけ濡ぬれれば、広間に行こうなんて気もなくなるだろうし」

　腕を組んだリカルドはしれっとそんなことを言って、その青い瞳ひとみを向けた。

「証しよう拠こもないのにあの場でなにを言っても、宰相に傷ひとつだって付けられないよ。根も葉もない妄もう言げんだと決めつけられて、君の信しん頼らいが失われるだけだ」

　本当は分かってるんだろう？　とリカルドは静かな口調で諭さとした。

　理沙は唇くちびるを嚙かみしめ、ゆらゆら揺ゆれる水面に視線を落とす。

　そう、本当は理沙にだって分かっている。子供のように泣き喚わめいて主張するだけでは、なにも好転しない。むしろ自分だけでなくロレンツや職人達の立場まで悪くなってしまうと、分かっている。

　──分かっているけど。

「でも……、悔くやしい……っ」

　ぽろりと涙が零こぼれ落ちる。

「あ、あんなに皆みんな頑がん張ばってくれたのに。本当に素す敵てきな宝石ができたのに。皆と、喜び合いたかった……！」

「うん。なら、次はもっと上手うまくやればいい」

　優やさしい声こわ色いろに、理沙はのろのろと顔を上げた。

「もっと素晴らしい宝石を作って、宰相を出し抜ぬいてやればいい。宰相が用意周到だと言うなら、それを上回ればいい。君はこのまま泣き寝ね入いりなんてしないだろう？」

「当たり前です！」

　理沙がすぐさま頷くと、リカルドは満足げに笑った。

「だったら心は冷静に、怒りは仕し舞まっておくんだ。建設的に物事を考えないといけない。違ちがうかい？」

「……違わない、です」

　ああ、また同じ光景だと理沙はリカルドを眺ながめながら思う。採掘場の川かわ縁べりで帰れないと泣いた時も、リカルドはこうしてずぶ濡れの理沙に、立ち上がる力をくれた。

　言葉も行動も厳しくて容よう赦しやないが、君ならできる、立てるんだと信じてくれているのが分かる。いつだって理沙を引き上げてくれるのは、目の前の相手だった。

　──ああ……。

　こんな時なのに、と理沙は内心笑ってしまいたくなった。噴水の水に全身濡れて、髪かみ型がたも化け粧しようもぐちゃぐちゃの姿で、まだ宰相への怒りが腹の底でわだかまっているこの瞬しゆん間かんに、全く別の感情が湧わき上がっていた。

　──この人のこと、好きなのかもしれない。

　ずっと見て見ぬふりをして否定し続けてきた気持ちが、ひたひたと胸に迫せまって、今この瞬間満ちてしまったようだった。

　──秘密ばっかりで、しかも王子様なんて、好きになってもどうしようもないのに。

　それに理沙は、この世界の人間ではない。いつか帰るかもしれないのに、離れてしまう相手を好きになっても仕方がないのだ。未来のない恋こいなんて、不毛なだけだろう。

　顔を伏ふせて苦い思いを嚙みしめた後、理沙は顔を上げて笑った。

「もう一度、マルコさん達と話し合って、もっと素す晴ばらしい宝石が作れるよう挑ちよう戦せんします」

　理沙の顔を見て、リカルドは眩まぶしそうに目を細めると、なぜか自分も大おお股またで噴水の池の中に入ってくる。そのまま、バシャンと理沙の隣となりに腰こしを下ろした。

「えっ、ちょ、ちょっとなにしてるんですか！　服っ、立派な服なのに濡れますって！」

「君を噴水に入れたお詫わび。俺に水かけていいよ。それでずぶ濡れになったら、お互たがい様ってことで許してほしい」

　理沙は目をぱちりと瞬またたかせた。それから、堪こらえきれなくなって笑う。

「……大国の王子様なのに、自分から噴水の池でずぶ濡れになるなんて」

「考えてみたら、俺は君の前ではよくずぶ濡れになってると思うよ。まあつまり君もだけど」

「ふふ、確かにそうですね──っと！」

　笑って少し気を抜いたリカルドの顔めがけて、思い切り水を浴びせた。リカルドは笑え顔がおのまま固まる。

「……君は結構、遠えん慮りよってものがないよね」

「あれ。だめでした？」

　いいや、とリカルドは吐と息いきのような声を漏もらした。

「だめじゃない」

　なにかに導かれるように、リカルドは理沙の頰ほおに手を伸のばした。青い瞳に真っ直すぐ見つめられ、更さらに水をかけようとしていた理沙の手が、魔ま法ほうをかけられたように動かなくなる。

「だめじゃないから、困ってる」

　すらりとしたリカルドの指が、理沙の頰を撫なでた。人差し指が優しく肌はだを滑すべり、親指が理沙の唇に僅わずかに触ふれる。冷たい水の中にいるのに、理沙の頰は燃えるように熱くなった。サファイアの青い瞳が、その瞬間切なげに細められた。

　池には月が映り込んでいて、もう片方のリカルドの手が、水中で理沙の手を探し、緩ゆるく握にぎられる。その拍ひよう子しに水面が揺れて、月が搔かき消えた。そんな風に優しく、密ひそやかに、甘く、拘こう束そくされていく。

　なにも考えられなかった。ゆっくりとお互いの距きよ離りが近付いて、理沙が瞼まぶたを伏せた瞬間。

「──リカルド様」

　ふいに聞こえてきた声に、理沙はばしゃんと音を立ててリカルドから離れた。

　見ると、いつの間にかオスカーがこちらに向かって歩いてくるところだった。その表情は険しく、二人を非難しているようにも見える。

「……私、部屋に戻ります！」

　握られていた手も離し、リカルドの顔を見れないままに噴ふん水すいから出て、オスカーと入れ違うように駆け出していた。










　リカルドは、すり抜けていったリサの背中を見送った後、息を吐はいて空を仰あおいだ。

「……なにをしているんですか、あなたは」

　自身の従者の、苦く渋じゆうに満ちたような声を聞いて、こちらも苦く笑う。

「ほんとに、なにしてるんだろうな……」

　その他ひ人と事ごとのような態度が気に入らなかったらしい。オスカーは目を吊つり上げて言った。

「広間でも、宰さい相しようのことは無視してしまえばよかったのです。あなたがあの聖女を庇かばうようなことをしたから、きっと警けい戒かいを持たれたでしょう。分かってますか？」

「分かっている」

「そしてさっきのはなんです。まさかと思いますがキスしようとしてたわけじゃないですよね」

「まさかと思うけどキスしようとしてたんだよ」

「リカルド様！　あなたは彼女に肩かた入いれしすぎです！」

「……分かってる」

　リカルドは水面に視線を落とし、くしゃりと髪をかき混ぜた。頭を冷やすべきは自分だ。しかし、噴水に入っても冷静になれるどころか、ますますリサから目が離はなせなくなっただけだった。

　最初は、怒いかりで前が見えなくなっていたリサを広間から連れ出そうと考えていただけだった。あの大勢の有力者達の集つどう場所で証拠もなく糾きゆう弾だんしても、リサが悪く言われるだけだ。だが、オスカーの言う通り、リカルドはそれを傍ぼう観かんすべきだったのだろう。

　だが、できなかった。気付いたらリサをここまで連れて来て、諭そうとする自分がいた。そしていつかのようにリサは、また強さを見せた。悔しいと泣きながら、それでも心の芯しんは揺らがない。

　研けん磨ましたダイヤモンドのようだと、その時リカルドは思った。心の中に強い意志がしっかりとあって、それは何者にも傷つけられない。その強さやしなやかさが外見へと滲にじんで、美しく輝かがやき目が離せなくなるのだ。

　慕したわしさに胸が詰つまって、ああ、彼女が好きなのだと自分自身に突つきつけられた気がした。

「リカルド様。我々が一番に考えるべきは、キンバリー王国のことです。『目的』をお忘れなきよう」

　心を読んだかのように、オスカーが静かに言った。

　そう、リカルドはリサに言っていないことがある。ルシアンの聖女である彼女が、もしリカルドがこの国に来た本当の理由を知った時、どう思うのか。

　──二度と笑いかけてくれないだろうな。

　それだけは、確かなことのように思えた。
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　お披ひ露ろ目め会の翌日、理沙達は動き出していた。ロレンツと、これからの方針について話し合った。また新たな宝石を作ってもらえるように採さい掘くつと研磨を依い頼らいすることは決まったが、ダイヤモンドという新しい宝石をどう広めていくかは保留となった。

　話し合いが終わると、理沙はすぐに採掘場とマルコ達の工こう房ぼうへと向かい、彼らに謝罪をした。

「皆みなさんが大切に磨みがいて作ってくれた宝石を奪うばわれてしまいました。私の監かん督とく責任です。本当に申し訳ありません」

　工房内がしんと静まり返り、誰だれも言葉を発さない。もう彼らの信しん頼らいを失ったのかもしれないと思うと、心臓が摑つかまれたように痛くなる。理沙がぎゅっと両手を握りしめた時だった。

「……トーマスに、彼の命の方が大事だと言ったらしいな」

　理沙はゆっくりと顔を上げた。口を開いたマルコの横に、昨夜ゆうべ一足早く戻もどっていたトーマスの姿がある。

「あんたは最初からそうだった。俺達の技術を認め、尊重してくれた。……トーマスを守ってくれて、感謝している」

「そんなの当たり前のことです」

　理沙が首を横に振ふると、マルコはふん、と鼻を鳴らした。

「いつまでもしけた面つらをするな。奪われたもんはしょうがない。今度はあれ以上のものを作り上げるだけだ。それが、俺達職人の仕事であり矜きよう持じだ」

　マルコの言葉に呼応するように、他ほかの職人達からも「そうです！　もっといいものが作れるはずです！」「まだまだ納なつ得とくしてない部分もあったし、今度は極きわめます！」という声が上がった。

「……っ、あ、ありがとうございます！」

　理沙はもう一度頭を下げ、今度は絶対に宝石を守ってみせると心に誓ちかった。

　その帰り道、理沙は横で馬を並走させているザックをちらりと見る。お披露目会の日から、いつにも増して口数が少なく、どこか考え込んだような表情をしていたのが気になっていた。

「ザック」

「なんだよ」

「もしかして疲つかれてますか？」

「あ？」

「敵の襲しゆう撃げきにあって、昨日の今日ですもんね。ごめんなさい気付かなくて。あの、雇こ用よう条件にはちゃんと有休っていう制度があって、休みなんだけどお給料はもらえるっていう……」

「あの程度の戦いで疲れるわけねーだろ。余計な心配すんな」

　ザックが眉まゆを寄せてそう言う。そして理沙を見ると、がしがしと赤毛をかき混ぜた。

「……悪かった」

「へ？」

　理沙がきょとんとすると、ザックがますます苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

「宝石、守れなかった」

「え……」

「余力がなかったわけじゃない。だが、お前の護衛を俺は優先した。だから、宝石も奪われた」

　理沙はびっくりした。まさかザックがそんな風に思っていてくれていたとは知らなかったのだ。理沙はザックに笑いかけた。

「謝ってもらう必要なんてありませんよ。ザックはちゃんと私を守ってくれたし、そもそも宝石を奪われたのはザックのせいじゃないですから」

「それはそうだけどよ」

「契けい約やく違い反はんなんかじゃないですから、安心してください」

「……契約」

「はい、そうですよ！」

　理沙は気にしないでと大きく頷うなずき、ザックもそれ以上はなにも言わなかった。
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　それから一週間が過ぎた頃ころ、理沙の部屋に珍めずらしく慌あわてた様子のロレンツが訪問した。

「リサ様、大変です！」

　切せつ羽ぱ詰つまったような顔のロレンツを見て、理沙は表情を曇くもらせた。

「どうしたんですか？　まさかダイヤモンド事業でなにかあったとか……」

「そのまさかです。ダイヤモンドを見てみたいって人が王宮に殺さつ到とうしてるんですよ！」

「えっ？」

　理沙が目を丸くすると、ロレンツがぱっと破顔した。

「ダイヤモンドを奪われた現場を見た人達が、垣かい間ま見みたダイヤモンドの美しさを語ってくれたんです。見たことのないような輝きを放っていて、色がないのに七色にも見えたって」

　理沙は記き憶おくを辿たどった。確かに、敵から逃にげている最中民家の前を通った。そのあとすぐに、トーマスが落馬したのだ。落馬した際、袋ふくろからダイヤモンドが零こぼれ落ちていた。住民達はそれを見たのだろう。

「それに、弓矢に当たりそうな自分達を心配してくれて、宝石よりも職人の命を優先したリサ様に感かん銘めいを受けたと。そういう聖女様の作った宝石はどんなものなんだろうって、ますます噂うわさが広まって……、今では王都中がこの噂で持ちきりなんだそうです」

　思わぬ話に、理沙は啞あ然ぜんとしてロレンツを見つめた。ロレンツはまだ実感のない理沙の腕うでをとって、部屋の外へと導く。

「王都で噂になれば、流行や希少性といったものに目がない貴族や商人達も動き出します。リサ様にお会いして、ダイヤモンドを見せてもらいたいと言ってきているんです。何人か呼んでいるので、これからの予定と商談をまとめましょう」

　ようやくじわじわと、事の次し第だいが吞のみ込めてきた。どうやら事態は好転しつつあるのだ。理沙はぎゅっと唇くちびるを嚙みしめて、商談に向けての流れを頭の中で立てていく。

「よし！　ダイヤモンドが美しいって、噂以上に思ってもらえるように頑がん張ばりましょう！」

「はい！」

　理沙とロレンツは、元気よく廊ろう下かを歩き出した。










「──ということで、再びお披露目会をすることになりました。こういう形の宝石が見たいという要望も頂いたので、いくつかお知らせしますね。ええと、引き続きよろしくお願いします！」

　メルヒオールの工房で、理沙は職人達と向き合っていた。王宮に殺到していた貴族と商人達との話し合いから二日が経たっていた。理沙は、ダイヤモンドの魅み力りよくを売り込むだけでなく、買い手側の要望も聞いてリクエストを取りまとめて、工房へとやって来たのだ。

「おーし！　また腕が鳴りますね！」

「素す晴ばらしいのを作りましょう！」

　職人達が口々に言ってくれるのを嬉うれしく思いながら、理沙は工房を後にして、今度は採掘場へと向かった。護衛のザックは理沙の前におり、後ろにはリカルドとオスカーの姿がある。

　採掘者達にもお披露目会をすることになったと報告するつもりなのだが、彼ら側からも理沙に用事があるということで呼ばれているのだった。

　採掘場に着くと、丁度昼休みだったようで、採掘者達が各おの々おの休きゆう憩けいしていた。

「あっ、リサ様だ」

「リサ様！　こんにちは！」

　採掘者達が笑顔で手を上げてくれる。採掘者の傍そばには、泉から汲くんできた水がいくつか置かれており、飲んだり、汚よごれた顔を洗ったりして使っていた。

「こんにちは。お邪じや魔まさせてもらうよ」

　気軽に挨あい拶さつを交かわすリカルドは、理沙に付いて何度も採掘場を行き来するにつれ、すっかり彼らと親しくなったようだった。採掘者達も最初は王子ということで萎い縮しゆくしていたが、飾かざらないリカルドの姿に、今では軽口を叩たたくほどになっている。リカルドがそれを許しているのだ。

「リカルド王子。こんにちは。あいかわらず、いい男っぷりだねえ」

「嬉しいが、できれば女性に褒ほめられたい」

「あははは！　そりゃそうだ！」

　どっと笑いが起こる。理沙は休憩の輪の中に入った。

「こんにちは。採さい掘くつはどうですか？　なにか困ったこととかありませんか？」

「採掘は順調にいってますよ。今日もほら！　こんなに大きな原石が出てきたんです。リサ様の指し摘てき通りの場所を掘ほったら出てきました」

　見せてもらった原石は確かに大きく、不純物も見受けられない質の高いものだった。指摘したというのは理沙の指輪の力で、実際に掘り上げてくれたのは採掘者達だ。

「リサ様が休憩時間や待たい遇ぐうを改善してくださったから、気持ちよく集中して採掘に臨のぞめます」

「よかったです。あの、今度またお披ひ露ろ目め会をすることになったんです。皆みんな、ダイヤモンドが見たいって言ってくれて」

　理沙がそう言うと、職人達同様、彼らも喜んでくれた。

「それで、私に用事ってなんですか？」

　そう尋たずねると、彼らは笑って「おーい、用意できたか？」と後ろを振ふり返って誰だれかを呼んだ。

　現れたのは、茶色の巻き毛を後ろに縛しばった、二十代後半だろう男性だった。横には同じ年とし頃ごろの女性の姿がある。優やさしげな風ふう貌ぼうの女性で、理沙の姿を見ると、感激した様子を見せた。

　採掘場に女性の姿があることに驚おどろきながら、理沙はとりあえず男性の方に目を向けた。

「えっとフォルクさん」

　理沙が名前を呼ぶと、フォルクは驚いた顔になった。

「俺の名前をご存じなんですか」

「はい。フォルク・クラインさんですよね」

　理沙は採掘場と工こう房ぼうで働く人々すべてに、自作の履り歴れき書を配布して書いてもらっていた。住んでいる場所、家族構成、職歴などは、事務職員にとって基本情報だ。なにより、同じ仕事に携たずさわる人達のことをもっとよく知りたかったのだ。あいにくこの世界に写真はないので、理沙は採掘場に来るたび、履歴書と顔を照らし合わせて覚えるようにしていた。今ではすっかり暗記している。

　フォルクは横にいる女性と一度視線を交えてから、口を開いた。

「あの。実は俺達、今度結けつ婚こんすることになりまして」

「え！　それはおめでとうございます！」

　理沙が微笑ほほえむと、女性の方が表情を緩ゆるめた。幸せそうな顔に、こちらまで嬉しくなる。フォルクも照れたように頰ほおを赤らめた後、真しん剣けんな表情で言った。

「それで、簡易なんですけど、これからここの礼拝堂の前で結婚の誓せい約やくを取り交わそうと思って……。その席に、リサ様に立ち会っていただきたいんです」

「え……」

　思ってもみない願い出に、理沙は戸と惑まどった。

「俺達採掘者は、結婚する時に必ず礼拝堂に行って誓ちかいを交わすんです。仕事仲間も呼んで、祝福します」

「どうして私に」

　そこでフォルクは、ふわりと笑った。

「リサ様が来てから、俺達の働く環かん境きようは少しずつだけど、変わってきました。以前は仕事をすると疲つかれ果てて、なにかを考える余よ裕ゆうもなかったんです。正直、人として扱あつかわれているとは思えなかった。それでも生きる為ために、俺達は頑張ってきました」

　採掘者達が、フォルクの言葉に同意するように頷いた。彼らは必死に、過か酷こくな日々を耐たえ抜ぬいてきたのだ。

「でも今は、俺達は使い捨ての駒こまなんかじゃないと実感できる。この仕事が危険で過酷なことは変わらないけど、根底に俺達を支えてくれるものがある。それが、とてもありがたいんです」

　フォルクだけではない、今や採掘者全員の視線が、理沙を見ていた。

「ここで頑張ろうって思えました。結婚して家族を持てると思えました。そう思わせてくれたリサ様だから、立ち会ってほしいんです。俺達と同じ場所に立ってくれた、リサ様だから」

　理沙は言葉が出なかった。喉のど元もとから、熱いなにかがせり上がってくるのを感じる。口を開いたら涙なみだが出てしまいそうで、咄とつ嗟さに俯うつむいてしまう。

　すると、リカルドが理沙の肩かたをそっと抱だいた。

「とても素す敵てきなお願いだ。叶かなえてあげないのかい？」

　理沙はふるふると首を横に振った。わっと周囲に歓かん声せいが上がる。

「彼らの未来の見届け人になってほしいなんて、嬉しいね」

　幼子をあやすようにリカルドが理沙を小さく揺ゆらした。理沙の心を代弁する言葉に、堪こらえきれなくなって両手で顔を覆おおう。

「……不意打ちですよ……！　こんなに嬉しくて、光栄だけど、でもどうしよう。私、別になにもしてないのに。頑張ってるのはフォルクさん達なのに。私が聖女ってだけで……」

「馬ば鹿かだな。まだそんなこと言ってるのか」

　理沙の言葉を遮さえぎるように、リカルドが笑った。

「とっくに君は、君なりの聖女になってる。言い伝えの聖女だから、皆慕したってると思ってるのかい。君はさっきなにを見てなにを聞いてたんだ？　君が君だから、慕ってるんだよ」

　リカルドが優しく髪かみを撫なで、そっと理沙の顔を上向かせる。

「気付いてないの？　君は今、『リサ様』って呼ばれてるんだ。最初は『聖女様』って呼ばれてたのに」

　理沙は目を見開いた。

　──本当だ。いつの間に、そう呼ばれるようになっていたんだろう。

「それがなによりの証しよう拠こだろう？」

　ふと理沙は、自分が今ルシアンの地に立っていると、強く感じた。ここにきちんと存在していて、誰かの心に繫つながっているのだと。そして理沙の心もまた、すべてではないがルシアンにある。家族や友人に会えなくて、寂さびしくて帰りたいと叫さけぶ自分以外に、ルシアンという国と人々に愛着を持っている自分がいる。

　元の世界に帰ったら、彼らにはもう会えないのだ。想像するだけで、胸が苦しくなる。もっと一いつ緒しよにいたい。彼らの仕事の手助けをして、ずっと元気でいてもらいたい。そして仕事だけでなく、時々はこうして楽しく言葉を交えていたい。

　その後、理沙を立会人にして、フォルクと女性は結婚の誓約を取り交わした。フォルクはこの日のために、彼女に指輪を用意していた。驚いたことに、そこにはまっていたのはダイヤモンドだった。しかし、まだ磨みがかれる前の原石のままはまっている。フォルクが指輪を作ろうとしたのは理沙が来る前だったので、廃はい棄きされるだけのがらくただったダイヤモンドの原石を、許可をもらって貰もらい受けていたのだ。

「彼女に見せたら、すごく綺き麗れいな石だって言ってくれたんで、この石にしたんです。まさか、あんな輝かがやくような宝石になるとは思わなかったんですけど」

　フォルクが照れたように頭を搔かいた。

「リサ様に了りよう承しようを得てから、研けん磨まして磨いてもらおうかって言ったんですけど……」

　確かにダイヤモンドは正式に世間に披露したわけではないので、フォルクはそう考えたのだろう。

「私がいいって断ったんです。ありのままの原石こそ、彼が一いつ生しよう懸けん命めい働いた証あかしですから」

　微笑む女性に、理沙もまた笑って頷うなずいた。

　結婚の誓いに指輪を贈おくるのは理沙の国と同じだが、ルシアンでは男性から女性に贈るのみで、どの指にはめてもいいらしい。

　理沙は少し考え、自国のやり方を教えた。

「私の国では、左手の薬指に指輪をはめるんです。すごく昔に、左の薬指には心臓に繫がる血管があると信じられていて、神聖な指とされていました。そこに指輪をするというのは、互たがいの心が繫がっている、愛の証だとされたんです」

　新しいことを知ることが好きなリカルドが、興味深そうに聞き入っている。

「そして宝石の中でも、ダイヤモンドを指輪にして贈る人が多いです。ダイヤモンドは皆みなさん知っているとおり硬こう度どがあり、外部の環境にあまり影えい響きようを受けないんです。だから時を経へても変わらず、ずっと輝いている。『永遠の輝き』なんて言われていて、途と切ぎれない二人の絆きずなを表しているんです」

　フォルクと彼女は顔を見合わせ、確かめ合うように笑って頷いた。そしてフォルクは、彼女の華きや奢しやな薬指に指輪をはめたのだった。

　くすぐったい表情ではめてもらった指輪を見せる女性の表情は美しい。理沙は眩まぶしげにそれを見つめた。宝石はただそこにあるだけでも確かに美しいが、こうして誰かの指に、耳に、首元につけられた時、本当の輝きを発揮するのだ。それが愛する人からなら、尚なお更さら煌きらめくものになる。

　仲間達に祝福されるフォルク達を眺ながめていると、リカルドが理沙の横に並んだ。

「聞いてもいい？」

「はい？」

「君の左手の薬指は、まだ誰のものでもないのかい？」

　理沙は一いつ瞬しゆん言われた意味が分からなくて、ポカンとリカルドを見上げた。

「え？」

　ひどく真剣な表情を間近で見て、ようやく言葉の意味を飲み込む。

「まさか！　私、結けつ婚こんなんてしてませんよっ」

　するとリカルドは、焦あせったように叫んだ理沙を見て、小さく笑った。慌あわてて顔まで赤くした理沙は、はっとしてリカルドを睨にらんだ。自分はからかわれたのだ。理沙は気き恥はずかしさからぷいと視線を逸そらして、フォルク達をまた見つめた。もう絶対、リカルドと視線を合わせるものかと思う。

　その時、ふいに理沙は左手を取られた。理沙の薬指に、リカルドの親指が僅わずかだが触ふれる。

「うん。……よかった」

　呟つぶやくような声が耳に届いた瞬間、理沙は自分の心臓が止まったのかと本気で思った。指先を介かいしてリカルドに自分の心を触れられたような、そんな気持ちになったのだ。からかわれてなんていない。リカルドの声は真しん剣けんだった。

　そのまま緩く、手を握にぎられる。理沙は俯いた。

「……あの。手、放してください」

　掠かすれた声で言い、理沙は僅かに握られた手を揺らした。相変わらず顔を向けられず、フォルク達の方を見つめたままだ。それでも横に立つリカルドは、真っ赤になっている理沙の耳に気付いているはずだ。そして口では放してと言いながら、力ずくで振ふり払はらわない理沙の気持ちにも。

「なぜ？」

「皆に、見られますよ」

　少し離れた場所にいるため、まだ手を繫ぐ理沙達に気付く者はいない。だが、いつ見つかってもおかしくない。見つかったらどう説明すればいいのか、理沙には分からない。

「困ります」

「困らせてるんだよ」

　低く、滴したたるような甘い低音が耳を打つ。僅わずかの時を経て、リカルドが言った。

「離したくない」

　心臓がぎゅっと痛んで、理沙は思わず目を瞑つむった。息も出来なくなるほど切なくて、苦しくて、とびきり甘い。そんな感情が、嵐あらしのように体中を巡めぐる。

　理沙は迷い、逡しゆん巡じゆんし、だめだと自分を何度も戒いましめた。しかしどうしようもない衝しよう動どうに駆かられ、そっとリカルドの指に自身の薬指を絡からめる。

　ふ、と空気が揺れて、理沙は横に立つリカルドを見つめた。リカルドは、ひどく優やさしい表情で笑っていた。そして理沙の指を、もう少しだけ強く引き寄せる。

　その瞬間、この人を好きだと、強く強く思った。

　もし。自分がもとの世界に帰ったら。

　──もう会えない。言葉を交かわすことも、こうして手を触れ合わせることもできなくなる。

　理沙は愕がく然ぜんとした。帰りたくない、そう思ったのだ。

　恋こいはなんて厄やつ介かいなのだろう。数字のように電でん卓たくを叩たたいて処理することはできない。効率よく期日を決めて想おもうようにはできないし、デリートキーを押すように恋心を消すことはできないのだ。

　元の世界と今いる世界の両方に理沙の心は引っ張られ、散り散りになりそうだった。
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　ラードルフ・ヴァン・ハークは自身の執しつ務む室で、苛いら立だちを隠かくしきれずにいた。

「……それで？」

　問いかける声も自然と低くなる。従者は直立不動で報告を繰くり返す。

「はい。聖女のダイヤモンドは噂うわさになり、今も王宮を訪おとずれる人間が後を絶ちません。この前披ひ露ろう会で見られなかったことが、更さらに神秘性と希少性に拍はく車しやをかけたようです。とにかく一目見たいということらしく……。マイヤ夫人も随ずい分ぶん乗り気のようで」

　ラードルフは品もなく舌打ちしそうになった。マイヤ夫人は、貴族の中でも一番の宝石通だ。ラードルフの作った宝石をいくつも買ってもらい、重要な財政源になっていた。

「移り気で軽けい薄はくな夫人らしい振る舞まいだ」

　侮ぶ蔑べつの気持ちで吐はき捨てる。何度融ゆう通ずうを利きかせて、大きな翠すい玉ぎよくや蒼そう玉ぎよくを作らせたと思っているのか。

　──なぜだ？

　ラードルフは何度目かの自問を投げかける。披露会の夜、確かに勝ったのは自分だったはずだ。あの小生意気で忌いま忌ましい聖女とロレンツは、なす術すべもなく立っていただけだった。

　それなのに今、人々が求めているのはラードルフが見せた大きな翠玉ではなく、まだ姿も見せていない幻まぼろしの宝石の方だった。

　何度踏ふみつけても、視界を邪じや魔ましてくる聖女に、ラードルフは憎にくしみを募つのらせた。最初は不安そうな顔ばかり見せて御ぎよしやすいと思っていたのに、同じく御しやすかったロレンツをたぶらかして、今では二人とも厄介な存在になってしまった。

　会場で言い返してきたロレンツには内心驚おどろいていた。まさか自分に刃は向むかってくるとは思っていなかったのだ。いつまでも病弱で気弱で、ベッドから一歩も出られないような若造だと思っていたのに。

　ぎゅっと組み合わせた両手を握りしめる。

　──落ち着け。帳ちよう簿ぼだって見つかっていないんだ。

　聖女がなにかを探していると気付いたのはいつだっただろうか。ラードルフしか知らない書庫の秘密の隠し場所に足を運んだと聞いた時は、背筋が凍こおった。隠していた裏帳簿は別の場所に隠し直したため無事だったが、なぜ聖女が書庫に行ったのかが分からない。

　国に正式に提出してある方の表帳簿も熱心に見ているようで、本人は勉強のためだと言うが信用などできない。

　──なぜだ。この国に来たばかりの人間が、裏帳簿の存在など知っているはずがない。

　不毛な自問自答が続く。ラードルフは、聖女の言い伝えのような子供だましの話は信じていない。ただの小こ娘むすめであるあのリサという人間が、ラードルフの秘密を知っているように思えるのが異様だった。理由が説明できないために、どう対処していいか分からない。

　ラードルフは不安に駆られ、何度か隠し場所に行ってはそこに帳簿があることに安心する日々だった。もはやどこに隠しても、見つかるのではないかと不安で仕方ない。

「たっ、大変です！　ラードルフ様！」

　その時、補ほ佐さ役を担になっているアヒムが部屋に駆け込んできた。

「なんだ。許可なく部屋に入ってくるな」

　しかし、ラードルフの鋭するどい眼光に、慌てたアヒムは気付かない様子だった。

「採さい掘くつ者や職人達が、暴動を起こしています！　仕事場で、雇こ用よう条件の見直しや労働条件を改善しない限り、仕事をしないと主張していて……！」

「どういうことだ！」

「聖女のダイヤモンド事業に携たずさわる同業者と、自分達の境きよう遇ぐうの差に不満を持ったのでしょう。主張が通らなければ、聖女の方に雇やとってもらうと言っています！」

　ラードルフは怒いかりで目の前が真っ赤になった。聖女が現れなければ、こんな暴動は起こらなかったはずだ。労働者などに甘い顔をするからこんなことになる。

　唇くちびるを嚙かみしめ、ラードルフはひとつの決意を胸に宿した。

　──少し時じ期き尚しよう早そうではあるが、これ以上待っていられない。

　前を見み据すえるアレキサンドライトの瞳ひとみは、燃えるように輝かがやいていた。







　翌日、王宮に激げき震しんが走る。

　宰さい相しようラードルフ・ヴァン・ハークの名において、ロレンツ王子が病に倒たおれたと発表されたのだ。
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「どういうことなんですか！　説明してください！」

　ロレンツ王子の一報を聞いて、理沙はザックを連れてラードルフの執務室に駆け込んでいた。

　声を荒あららげる理沙に反して、ラードルフは落ち着いている。

「ですから、ロレンツ王子は昨夜ゆうべ高熱を出して倒れられたのです。私がすぐに医師に見せたところ、感かん染せん性のある病だと診しん断だんされました。私はすぐにロレンツ王子をシュナーベルにある離り宮きゆうへと隔かく離りした次し第だいです」

　シュナーベルとは、王都の隣となりにある小さな村で、貴族や王族の避ひ暑しよ地ちとなっている。

「昨日ロレンツ王子とお会いした時はとても元気でした。急に発はつ症しようしたとでも言うんですか？」

「潜せん伏ぷく期間の長い病と聞いています」

「それで国王の許可もなく隔離したと？」

　理沙の追及にも、ラードルフは動どう揺ようした様子を見せない。

「事態は急を要しましたので。それに伝えれば国王様はロレンツ王子にお会いしたいと仰おつしやるかもしれない。宰相として、国王が病に感染するのは防がなければいけません」

　もっともらしい答えでかわされ、歯は嚙がみしたくなる。

　──ロレンツ王子から目を離はなさなければよかった。宝石のことで頭がいっぱいで、王子の身辺が手て薄うすになってたんだ。

　もちろんロレンツに護衛をつけていたが、数で圧あつ倒とうされたのかもしれない。とにかく宰相に奪うばわれてしまったのだ。

　ラードルフは憤いきどおる理沙を見て、ふっと微笑ほほえんだ。

「困ったな。まるで信じていないようだ」

「信じられません」

　理沙の固い返事に、ラードルフは意味ありげに頷うなずく。それから、理沙の後ろに控ひかえるザックに目を向けた。

「そこの騎き士し。私は彼女と話がある。外へ出ていろ」

　居い丈たけ高だかな命令は最もザックの癇かんに障さわる所業だ。ザックは目も合わせなかった。

「あんたの指図は受けない」

「……私はこの国の宰相だぞ」

「だから？　宰相だろうが国王だろうが、今俺を動かせるのは、こいつだけだ」

　理沙を指差したザックを見て、ラードルフは怒りを収めるように一いつ旦たん息を吐いた後、言った。

「聖女よ。この無礼な騎士を外に出してくれ。ロレンツ王子の無事が知りたいんだろう？　君と二人ならば話そう」

　慎しん重ちようにラードルフの顔を探さぐったが、結局は彼の言う通りにするしかないと気付く。ロレンツの命はすでにラードルフに握にぎられているのだ。

「ザック。少し外に出ていてください」

「断る」

「え。私の指図は聞いてくれるんじゃないんですか？」

　理沙はちょっとこけそうになった。すると苛立ったようにザックが近付いてきて、手首を痛いほど摑つかまれる。

「ふざけるなよ。俺はお前の護衛だ。敵の前にみすみす置いていけるか」

「敵とは、ひどい言い様だな」

　ラードルフが肩かたを竦すくめるが、ザックは鋭い眼光をくれてやるだけだ。

「君の聖女に危害は加えないよ。安心していい」

「ザック。私なら大だい丈じよう夫ぶです。なにかあったら大声出します。ザックの名前呼ぶから」

　理沙はザックの手を握り返した。剣けんだこのできた傷だらけの手は大きく、理沙の手などすっぽり覆おおってしまう。サボっているのなんてただのポーズでしかない、毎日鍛たん錬れんを欠かしていない努力の結けつ晶しようのような手だった。

「ほら。雇用主がこう言ってるんですよ？　ね？」

　説き伏ふせるためにわざとそう言うと、ザックは物言いたげに目を細めたが、結局踵きびすを返して部屋の扉とびらへと歩き出した。部屋から出る瞬しゆん間かん、ラードルフに視線を向けて言った。

「──こいつに傷ひとつでも付けたら殺す」

　ザックが去った後、部屋にはしばしの静せい寂じやくが流れた。

「……さて。ようやく本題に入れる」

　ラードルフが口火を切り、ゆっくりと足を組み直した。

「ロレンツ王子なら無事だよ。少々手て荒あらな真ま似ねをして連れて行ってしまったが、それこそ傷ひとつだって付けていない」

「認めるんですね、王子を不当に拉ら致ちしたって」

「今いま更さら君に取り繕つくろっても仕方がないからね。王子がこのまま無事でいるためには、君の協力が不可欠だ。お願いを聞いてくれるかな」

　下手に出た物言いで、ラードルフは脅おどしをかけてきた。理沙は雰ふん囲い気きだけでも飲まれないように、アレキサンドライトの瞳を強く見返す。

「お願いとは？」

「簡単なことだ。隣りん国ごくブランドルの第一王子との、結けつ婚こんを了りよう承しようしてほしい」

「……ブランドル、って」

　理沙はそれきり言葉を失った。この国名もまたルシアン王国物語に何度も登場する。ルシアンに攻せめ入った、恐おそろしい敵国としてだ。頭が混乱し、立っていられなくなりそうだった。

「隣国に聖女を売って、どうするつもりですか」

「君は言われた通りにすればいい。意味など考えなくてもいいんだよ」

　突つき放すようにそう言ったかと思うと、次にラードルフは優やさしく言葉を続けた。

「そうすれば、ロレンツ王子の命は助けよう。君がこの提案を蹴ければ、王子のことは予定通り病で亡くなったと公表して、秘ひ密みつ裡りに殺害する」

　理沙は両手を握りしめた。これはラードルフにとっても危ない賭かけのはずだ。王位継けい承しよう者である王子を消すというのは簡単なことではない。病を公表し隔離したのは宰相であり、疑われるリスクもあるだろう。それほどまでに彼も切せつ羽ぱ詰つまっている。そこに付け入る隙すきは必ずある。でも。理沙はぎゅっと目を瞑つぶった。

　──だめだ。今は切り抜ぬける方法が思いつかない。

「……分かりました」

「ありがとう。では、さっそくあの忌いま忌ましい騎士を解かい雇こしなさい。君には私が選んだ護衛を付けてあげよう。結婚の日まで、君をしっかり守るから安心してくれ」

　それはつまり監かん視し役ということだ。理沙はもう、ラードルフの手中にいるのだ。

「さあ、今すぐあの騎士を呼ぶんだ」

「……ザック！」

　声を上げると、ラードルフの従者に囲まれたザックが部屋に入ってきた。彼もまた従者に監視されていたのだろう。

　ザックは険しい表情で理沙を丹たん念ねんに観察した。怪け我ががないか調べているのだ。ラードルフの視線が、急せかすように理沙を見つめる。

「ザック。今この時から、雇こ用よう関係を解消します」

「は？　どういうことだ」

　苛いら立だつザックの顔をなんとか見て、理沙は一息で言った。

「あなたは国王の近この衛え騎士に戻もどるんです。これで、話は終わりです」

「ああ？　随ずい分ぶん勝手な言い草じゃねえか。人にさんざん付きまとって結ばせた契けい約やくのくせに」

「……ごめんなさい」

「謝れなんて言ってねえだろ。理由を言え」

「さあ、これくらいでいいだろう。君はもうお役やく御ご免めんなんだよ」

　ラードルフが話を切り、従者に目配せする。いつの間にか現れた五人の騎士達が、ザックを羽は交がい締じめにした。だがザックはずっと、俯うつむいた理沙だけを見ている。

「どういうことだ。ちゃんと説明しろ！」

「そいつを部屋から出せ！」

　ラードルフの言葉に、騎士達が力を強めてザックを引っ張っていく。ザックは身を捩よじって抵てい抗こうした。騎士達が剣に手をかけたのが分かり、ザックの瞳ひとみにも剣けん吞のんな光が宿る。

「ザック！　言う通りにして！」

　理沙が思わず叫さけぶと、ザックは一いつ瞬しゆん動きを止め、それから吐はき捨てた。

「勝手にしろ！」

　バタンと閉じられた扉を見つめる。理沙の耳には、いつまでもザックの言葉が響ひびいたままだった。










　理沙は自室に帰ることもできず、宰さい相しようが用意した部屋へとそのまま連れて行かれた。広さはそれなりにあるが、窓が小さく、扉の外側から鍵かぎのかかる部屋で、逃とう亡ぼうしづらい部屋が選ばれたのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。理沙は事実上の軟なん禁きん状態に置かれ、眠ねむれぬ夜を過ごした。

　翌朝から、食事を持ってくるのは理沙の知らないメイドで、なんとか無理やり話を聞くと、理沙はどうやら花はな嫁よめの準備なる名目で隔かく離りされているらしかった。ルシアンのしきたりで、高貴な女性は二十日間心と体を清めて、ひとりで過ごすという儀ぎ式しきがあるらしい。宰相は王宮にそれを宣言したらしく、実行されているのだ。

　──でも、国王様はなにも言わないの？　ルシアンの聖女が他国に渡わたることをよしとしてるなんて信じられない。

　以前リカルドが聖女を自国に連れて行きたいと冗じよう談だんを言った時、国王はそれが軽口と分かっていても、聖女は渡せないとやんわり断っていたはずだ。それとも聖女はもう用済みということなのだろうか。

　──皆みんな、どうなってるんだろう。ロレンツ王子は？　ザックは？……リカルド王子は？

　メイド以外部屋を訪おとずれる者は他ほかにおらず、理沙はぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。

「……不安がってる場合じゃないでしょ」

　自身を奮い立たせ、両りよう頰ほおをパチパチと叩たたいた。

　──このまま他国の花嫁になるなんて冗談じゃない！　はやく宰相を引きずり下ろさないと。

　宰相が隠かくした裏うら帳ちよう簿ぼが必ずあるはずだった。これこそが悪事の動かぬ証しよう拠こになる。理沙はここ数か月、ずっとザックとともに王宮内を探し続けていた。だが、今日まで裏帳簿は見つかっていない。

「利便性から、王宮内にある可能性が高いと思ってたけど……」

　無意識に呟つぶやきながら、理沙は部屋の中をぐるぐると回り始めた。

　たとえば王宮でないとして、どこだろうか。絶対誰だれにも見つからないと自負できる、宰相にとって安全な場所。王宮。執しつ務む室。自身の屋や敷しき。

　もともと裏帳簿は、書庫の小部屋に隠されていたはずだ。それを、別の場所に隠し直した。誰が隠したのだろうか。宰相は自分以外誰も信じていない、そんな風に思う。人を物扱あつかいするところからも片へん鱗りんはある。ならば自分自身の手でそれを行ったはずだ。

　ふと、表帳簿を調べた時のマルセルの言葉が甦よみがえった。

『宰相様はとてもきっちりした方で、仕事熱心ですから。自分の目でも確かめたいからと、採さい掘くつ場じようにも行かれるんですよ』

　何気なく流した言葉だが、おかしいと気付いた。採掘場に視察に行った時、ゲオルクはラードルフは採掘場に来たことがなかったと言葉を濁にごしていた。

　二人の証言は矛む盾じゆんしている。だがもしも、今までは行ったことがなかったのに、急に行く事態になったとしたらどうか。そう、例えば大事なものを隠すために。

　ラードルフの行動範はん囲いは決して広くはない。仕事熱心だと周囲に思われているだけあって、ほとんどは王宮と屋敷との往復なのだ。そこに突とつ如じよ差し込まれた、採掘場という場所。

　だが採掘場は広く、たくさんの人が働いている。そんな場所に、裏帳簿を隠すだろうか？

　──あ……。

　理沙の足が止まり、思わず口に出す。

「礼拝堂！」

　採掘場は確かにたくさんの人間が集まるが、宝石の盗とう難なん防止として一いつ般ぱん人は易やす々やすとは入れないようになっている。しかも責任者である宰相が訪れても不思議ではない。どこへ行こうが誰に咎とがめられることもないのだ。そしてなにより、礼拝堂は採掘者にとって聖域に等しい。結婚の誓ちかいですら、彼らは礼拝堂の前で行っている。以前礼拝堂に入った時も、聖女の像が入っているとされる場所は、採掘者達も開けてみることはしないと言っていた。

「確かめなきゃ……！　今すぐ採掘場にっ」

　興奮のまま駆かけ出して扉とびらのノブを摑つかむものの、ガチャッと施せ錠じように阻はばまれて項うな垂だれた。

「……そうだ……。閉じ込められてるんだった」

　ゴンと扉に額を軽く打ちつけた。それからずるずるとその場に座り込む。

　ここから脱だつ出しゆつしなければいけない。それが出来ないにしても、誰かに採掘場に行って確かめてもらいたい。

　──どうすればいい？　食事を持ってきてくれたメイドを振ふり切って外に出ようか。でも、扉の前には騎き士しもいる。彼らから逃にげられる？

　広い部屋で、理沙はひとりぼっちだった。思えばいつだって傍そばには誰かがいて、理沙を助けてくれていた。「勝手にしろ」と言ったザックの言葉が耳に木霊こだまする。

　──怒おこっただろうな……。もう、顔も見せてもらえないかも。

　そして理沙は、リカルドのことを思った。他国の王子の花嫁になると聞いて、リカルドはどう思っただろう。そうなのか、とあっさり納なつ得とくしてしまったのかもしれないと思うと、胸が痛い。違ちがうんだと叫びたかった。

　その時、なにかに導かれるようにふと視界に白いものが見えて、理沙ははっとした。扉と床ゆかの隙すき間まから、白い紙のようなものが挟はさまれている。いつの間に入ったのか、分からない。

「……これ……」

　それはとても見覚えのある形をしていた。理沙は何度も何度も、彼のためにそれを折り上げた。震ふるえる手で、二枚の羽を持ち、羽ばたかせるように広げる。

　真っ白い鶴つるが生まれ、理沙の手のひらに載のった。

「……リカルド王子なの？」

　問いかけながらも、彼しかいないと分かっている。この世界で折り紙を知っているのは、理沙とリカルドだけなのだ。

　折り方が難しかったらしく、リカルドの鶴はいつも不格好だった。納得いっていない様子のリカルドは、練習すると言っていた。今目の前にある鶴は、とても綺き麗れいに折られている。

　いつかの、リカルドとの会話が甦った。

『鶴はね、なにかを想おもって折ることが多いんです。大切な人の病の治ち癒ゆだったり、平和だったり。だからリカルド王子も、なにかを想って、一折り一折り丁てい寧ねいに折ってください。そうすれば、おのずと綺麗に仕上がりますよ』

『君のことを考えながら折る。君が折り紙を教えてくれた時の表情を、声を、指先を。そうしたら、きっと丁寧にできるだろうから』

　練習したのだろうか。自分のことを想って、折ってくれたのだろうか。だからこんなにも丁寧なんだろうか。

　ひとりじゃない。理沙は手のひらの鶴を見つめながら、心に強く言い聞かせた。

　──ひとりじゃない。まだ頑がん張ばれる。諦あきらめちゃだめだ。

　視界がとてもクリアになった気がした。足に力が入って、理沙は立ち上がった。そしてもう一度鶴を見た時、薄うすく字のようなものが書かれているのに気付く。

　どうやらそれは、折り紙の裏側に書かれているようだった。

「…………っ、これ」

　理沙ははっとして、惜おしみながらも丁寧に折り紙を解いていった。やがて正方形の一枚の紙に戻もどった時、そこに書かれていることに理沙は目を見開いた。










　夕方六時。

　今日も時間きっかりに、メイドが夕食を持って理沙の部屋を訪れた。

　メイドが部屋に入ると外側から鍵がかけられ、食事が終わるまでメイドは中で待機することになっている。

　理沙は少しだけ冷めてしまったスープを、そっとひと匙さじすくって口に入れた。

　次の瞬しゆん間かん、理沙の喉のどがぐっと震え、体を投げ出すようにして椅い子すから転げ落ちた。

　ガタンとけたたましい音がして、メイドが驚おどろいて駆け寄ってくる。

「どうされました！」

　何も答えず、理沙は喉元を搔かきむしった。メイドはテーブルの上に置かれたスープと理沙の姿を見て、はっと気づいたようだった。

　すぐさま扉に駆け寄り、ドアを叩く。

「開けて！　聖女様の食事に毒が盛られたわ！」

　切せつ羽ぱ詰つまった様子のメイドに、騎士が驚いた様子で扉を開けた。

「どういうことだ！　毒だと？」

「スープを食べた途と端たん苦しみ出したの、だからきっとこれに……」

　そこでメイドが不自然に言葉を切った。薄うす目めを開けて様子を見ていた理沙には、その理由が分かる。

　騎士の後ろでは、ちょうどリカルドが剣けんの柄つかを使って騎士の後頭部に一いち撃げきを入れようとしていたからだ。更さらにその後ろにはオスカーの姿もある。

　喉に言葉が詰まったような声の後、騎士が崩くずれ落ちる。悲鳴を上げそうになったメイドの口元に、すぐさまオスカーの手が回った。

「ごめんね」と囁ささやき、口に布を当てた後、メイドと騎士達を机の脚あしにロープで縛しばりつけた。

　理沙は呆ぼう然ぜんと、近づいてくるリカルドを見上げた。

「どうしてそんな驚いた顔してるんだい。助けに来るって書いただろう？」

　リカルドはこの状じよう況きようにはそぐわない笑え顔がおで、首を傾かしげた。そう、理沙はここにリカルドが来ることが分かっていた。折り鶴づるにしていた手紙にそう書いてあったからだ。だから理沙は毒を入れられたように装って、外から部屋の鍵かぎを開けさせたのだ。

「さあ、立って」

　手が差し出され、理沙はそれを摑む。力強く引っ張られ、しかし勢いがありすぎてそのままリカルドの胸に飛び込んでしまう。

「わっ」

　しなやかな腕うでが、ぎゅっと理沙を抱だき締しめる。

「無事で良かった」

　先さき程ほど笑っていた余よ裕ゆうをかなぐり捨てたように、その声は切実だった。理沙は衝しよう動どうのままリカルドの首元に両腕を巻きつけた。

「……っ、助けに来てくれて、ありがとう……」

「君を、ブランドルの王子になんか渡わたせないからね」

　リカルドの言葉に、理沙は泣き笑う。冗じよう談だんだとしても、嬉うれしかった。そのまま固く抱き合う。だが、そんな時間は長くは続かない。

「リカルド様」

　オスカーが急せいたように声をかけて、リカルドは名残なごり惜しそうに理沙から体を離はなした。

「行こう」と腕を引かれ、理沙は部屋の外へと出た。誰だれかに見つかるかと思ったのに、全く人に会わないまま正面ではなく裏口から城の外へと出ることができた。

　理沙が不思議がっていると、リカルドが答えを指差して教えてくれた。

「他ほかの敵は彼が全部受け持ってくれたからね」

　馬を率いて理沙達を待っていたのは、なんとザックだった。理沙は驚き、ザックに駆け寄ろうとするが、リカルドに無理やり馬に乗せられてしまう。

「話すのは後だ。まずは王都を出ないと」

　その言葉に、理沙は慌あわてて採さい掘くつ場じようへ向かいたいと告げた。

「採掘場？」

「ここに、宰さい相しようが宝石の裏取引をしていた証しよう拠この帳ちよう簿ぼがあるかもしれないんです！」

　リカルドは目を見開き、「君が探してたのはそれだったのか」と呟つぶやく。しかしすぐに頷うなずき、自身もひらりと馬に跨またがった。ザックとオスカーも騎き乗じようし、合図とともに馬を走らせた。

　王都を駆かけ抜ぬけながら、理沙はザックに並走して叫さけんだ。

「ザック！　なにしてるんですか！　雇こ用よう関係は解消って言ったでしょ！　最後くらい言うこと聞いてくださいよ！」

　国王の騎士に戻ったはずの今のザックは明確に、命令違い反はんをしている。しかし相変わらず、理沙の言葉などザックはお構いなしだ。

「お前が勝手なことしたんだ。だったら俺も勝手にする」

「いやそんな、子供の喧けん嘩かみたいなこと言ってないで！　自分から居場所をなくすようなことしちゃだめです！」

「居場所ならある」

「は？　なに言って……。とにかく戻って！」

「あーもう、ごちゃごちゃうるせえな！──リサ」

　理沙の言葉を遮さえぎるように、ザックが理沙の名前を呼んだ。理沙は驚いて、ぴたりと口を閉じる。名前を呼ばれるなど、知り合って初めてのことだった。

「雇用関係なんてもうどうでもいい。契けい約やくなんかで縛られたくもない。俺はお前の騎き士しになってやるって言ってんだ」

　理沙は揺ゆれる体を支えながら、その言葉の意味を必死に咀そ嚼しやくしようとした。

「へ？　え？　そ、それって」

「呆ほうけた顔してないで、許可するって言え」

　どこまでも上から目線なザックに、理沙は促うながされるように頷き、これではザックから見えないかもしれないと思って「うん」と震ふるえた声を出した。あれほど他人から強要されることを嫌いやがっていたザックが、理沙の騎士になってくれるという。

「いいか。これから俺の主あるじを名乗るなら、いつでも正々堂々としてろよ。お前の命を脅おびやかすものは、もうなにもないんだ」

　俺がいるからな、とザックはどこまでも不ふ遜そんに、居い丈たけ高だかに言った。

「場所がどこでも、時間がいつでも、必ず助けてやる」

　それなのに、その言葉はどこまでも誠実に理沙の心に留とどまった。今理沙とザックの間にあるのは契約書を介かいしての雇用関係ではなく、信しん頼らいに結ばれた主従関係なのだ。

　そう確信した途端、胸が熱くなる。ザックは理沙を、主として認めてくれた。覚かく悟ごを決めて、ここまで来てくれたのだ。相手の覚悟を見誤っていたのは理沙のほうだった。

「うん、……うん！　ザック。ありがとう。よろしくお願いします！」

　ザックはふっと不敵に笑って、胸むな元もとに握にぎりしめた手を置いて呟く。

「──我が剣は主と共に」

　それはまるで厳おごそかな儀ぎ式しきのようだった。月明かりに照らされ騎乗の人となったザックの姿は、一いち途ずに主に剣を捧ささげる騎士そのものだ。

　こうして理沙は、生しよう涯がいに亘わたって聖女の護衛を務めることになる、得難き騎士を手に入れたのだった。
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　夜の採掘場は想像よりずっと暗く、カンテラの明かりだけが頼たよりだった。

　すでに仕事は終わっていて周囲には誰もおらず、森のざわめきだけが耳に木霊こだまする。

　理沙達は礼拝堂へ駆け寄り、聖女の像があるという観音開きに手をかけた。しかし、どうやら鍵がかかっているらしい。理沙は悩なやみ、あまり傷付けないように鍵を壊こわしてほしいとザックに頼たのんだ。

「……ごめんね、皆みんな」

　採掘場の仲間達に謝る。今から理沙がすることは、彼らが大切にしている聖域に土足で踏ふみ込むようなものだからだ。

　鍵が壊され、扉とびらが開く。

　固かた唾ずを吞のんで中を見ると、防水仕様の布に包まれた書類がいくつも見つかった。

「これだ……！」

　紐ひもで綴とじられた帳簿には、宰相が今まで秘ひ密みつ裡りに取引を行った証拠がすべて書かれていた。取引相手と売った金額。宰相のサインと印が確かに押されている。

　理沙はそれ以外の書類を脇わきに置いて調べていたが、リカルドは裏うら帳ちよう簿ぼよりも、脇に積まれた書類を更に細かく確かく認にんしていた。

「リカルド様」

　やがてオスカーの息を吞む声が聞こえ、理沙も釣つられるようにそちらを見た。オスカーから渡された手紙のようなものを、リカルドが開けているようだった。封ふう筒とうには封ふう蠟ろうが押されていて、宰相の印いん璽じだと分かる。

「見つけた。……やはりそうなのか……」

　はあ、とリカルドは複雑そうな溜ため息いきを吐ついた。

「リカルド王子。その手紙、なんなんですか？」

　リカルドは苦く笑しようし、手紙を理沙に渡す。

「裏帳簿以外に、宰相の悪事を暴あばくにはうってつけの証拠になるだろうね。俺はずっと、これを探していたんだ」

　理沙はリカルドと手紙を交こう互ごに見ながら怪け訝げんな顔になった。視線に促され、理沙は手紙を読んだ。

　読むごとに、手紙を持つ手が震えてくる。

「なっ、なん、なんなのこれ……！」

　手紙の内容は、ルシアンの権力を宰相が握ったら、ブランドルと条約を結んで、大国キンバリーに攻せめ入ろうという驚おどろくべき密書だった。手紙の最後にはブランドルの国璽が押してあり、その恐おそろしさに慄りつ然ぜんとする。

「リサをブランドルの王子の花はな嫁よめにするよう画策したのも、両国のつながりを強くするつもりだったんだろう。宰相は国王に、聖女を結けつ婚こんさせればずっとこの地に留とどめておける、縛しばり付けておけると話したらしい」

　理沙はぞっとして、唇くちびるを震わせた。だから国王は、理沙の結婚を許したのだ。理沙が採掘場に視察に行きたいと言った時、自分はいついなくなるか分からないと話したことも、国王の不安を煽あおったのかもしれない。優やさしく穏おだやかな王ではあるが、あまりに他人に依い存そんし頼たより過ぎている。その弱さを、宰相に利用されているのだ。

「軍と財力に富んだ我が国キンバリーに対たい抗こうするため、軍事力のあるブランドルと、そして宝石で得た財力のあるルシアンが手を結ぼうと画策していたんだ。俺はその情報を事前に知り得て、証拠を摑つかむためにこの国に来た」

「色々首を突つっ込んできたのは、そういうことなのかよ」

　ザックが険しい顔で言った。リカルドは頷く。

「川かわ縁べりでリサと最初に会った時は、まだ身分を隠かくした状態でこの国に潜せん入にゆうしていた。だから、君に秘密にしてくれと頼んだ。まさか君が聖女だなんて知らなかったよ」

　リカルドの秘密が、彼の口によって少しずつ明かされていく。

「公式に会ってからも、君は君でなにかを探すような行動をしていて、全く読めなかった。まあ今なら、裏帳簿を探していたと分かるんだけどね」

「……私に近付いたのは、突とつ然ぜん現れた聖女を調べるためだったんですね」

　ぽつりと呟いた理沙の声に、リカルドは一いつ瞬しゆんだけぎゅっと眉まゆを寄せた。

「怒おこっていい。俺は最初君に近付いて、利用しようと思ったんだ。口説いて思い通りにさせて、宰相の情報でももらおうかな、なんて考えてもいた。でも、今は……。いや、なんでもない」

　リカルドはそこで目を伏ふせ、言葉を切った。やがてなにかを決意したように顔を上げた。

「大国であるキンバリーとしては、刃は向むかってくる二か国が勝手につぶれてくれるのが一番いい」

「リカルド様！」

　オスカーが険しい表情で声を上げ、リカルドの言葉を遮った。

「そこまでお話しされる必要がありますか？」

「リサ達には話しておきたいんだ。これ以上、なにも誤ご魔ま化かしたくない」

　真しん摯しなリカルドの言葉に、オスカーはぐっと口を噤つぐむ。その様子を見て、またリカルドは語り出した。

「俺はルシアンへ出向いて妨ぼう害がい工作をし、両国の間に焦あせりと不信感を煽らせて対立させ、ゆくゆくは共とも倒だおれを狙ねらおうと企たくらんでいた」

　理沙は目を見開き、青いサファイアの瞳ひとみを見返した。目の前にいるのは、礼拝堂の前で手を握ったリカルドという男性ではなく、キンバリーという大国を背負う王子の姿だった。

「俺は君の国を滅ほろぼしに来たも同然だ」

　冷たく、突き放すような物言い。

「君の大切なこの採さい掘くつ場じようも工こう房ぼうも仲間達も、滅んでも構わないと思ってた。大切なのは俺の国の民たみで、ここの人間じゃない」

「おい、てめえ！」

　いきり立つザックを、理沙は手で制した。酷こく薄はくそうに口の端はしを引き上げるリカルドは、理沙を見つめている。

　冷れい徹てつな為い政せい者しやとしての側面を見せつけられ、理沙は唇を嚙かんだ。利用されたと聞いて、やっぱりと思いながら当然怒いかりも覚える。共倒れを狙っていたなんてひどいと思う。だけど……。

　理沙もまたじっとリカルドを見上げ、次の瞬しゆん間かん、計算され尽つくしたような美び貌ぼうの彼の頰ほおを思い切り抓つねってやった。

「いっ！」

　声を上げ驚いた顔をするリカルドを、理沙は睨にらみつけた。

「そんな風に挑ちよう発はつして、『見み損そこなった』とあなたを嫌きらえば満足するんですか？　私はそんなに馬ば鹿かじゃありません。あなたはキンバリーの王子なんだから、自国を第一に考えることは当然です。でもその中で、それでもあなたはルシアンの人達も思いやってくれていました。採掘者達や騎き士し達が、あなたに向ける表情を見れば分かります。皆、あなたを慕したっている。今いま更さらひとり悪役になろうとしたって、遅おそいですから！」

　リカルドだけでなく、オスカーもザックもポカンと理沙を見ている。

　理沙がもしもまだこの世界に来て間もない頃ころなら、今リカルドが明かした考えや行動を真正面から責め立てたかもしれない。利用されたことに怒り、彼はなんて無む慈じ悲ひな人間なんだと切り捨てたかもしれない。

　だが、理沙はもう知ってしまっていた。このルシアンで聖女として過ごす間に、本当はリカルドがルシアンの民も大事にしてくれていること。そして王子という責務がどれほど重いものなのか、民の生活を背負うということがどれほど大変なのか、知ってしまったのだ。

　リカルドはふいに俯うつむいたかと思うと、次の瞬間には手を伸のばし、理沙を頭ごと抱かかえて自分の胸むな元もとに抱だき寄せた。

「……参った」

　はーっと大きな溜息が聞こえて、全然参っていなそうなリカルドの声が聞こえる。

「君って、ほんとに……」

「おい！　抱き合ってる場合か！　宰さい相しようの証しよう拠こが見つかったんなら、王宮帰って全部ぶちまけるぞ！」

　ザックが理沙の首根っこを摑んで、何かを言いかけたリカルドから引き離はなす。

　理沙ははっとして、今の状じよう況きように我に返った。そうだ、証拠さえあれば、宰相を糾きゆう弾だんできるのだ。そうすれば、ロレンツ王子も助けられる。

　リカルドは微笑ほほえみ、理沙が持っている手紙を見て言った。

「王宮に戻もどろう。この手紙も、公表すべきだ」

「いいんですか？」

「ルシアンの民はすべて、この事実を知る権利がある」

　オスカーが物言いたげな顔になったが、やがて諦あきらめたように肩かたを竦すくめてみせた。

　理沙達が礼拝堂から出た時、ふっとザックが理沙の前に立った。

「ようやく追いかけてきたらしいな」

　馬の音が聞こえ、周囲に見知らぬ男達が集結していた。

「宰相の追っ手だろう」

　リカルドはさらりとそう言って、剣けんを抜ぬいた。

「さっさと終わらせて王宮へ帰ろう。さあザック。君の腕うでの見せ所だよ」

「俺に指図すんな」

「ああ、そうだったな。君を動かせるのはリサだけだ」

　リカルドが後ろにいる理沙を見つめ、ザックもまた理沙に視線を向けた。その目が理沙の命令を一心に待っている。世界中で理沙の言葉だけに従う、美しい豹ひようのような男がそこにはいた。

「……お願いします。一刻も早く、私を王宮に連れてって！」

　ザックは不敵に微笑み、すらりと剣を抜いて言った。

「──仰おおせのままに」

　その言葉が、戦いの合図となった。
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　ラードルフは、激しい苛いら立だちを必死に抑おさえて会議に臨のぞんでいた。

　国王と臣下達が行う定例の会議だ。議題は当然ながらロレンツ王子の病状と、聖女の結婚についてだった。

　リサが城から逃にげ出したという知らせを受けてから、二時間ほどが経過している。ロレンツがいる離り宮きゆうに向かったと思われたが、アヒムの報告によると、採掘場の方向へ馬を走らせているらしい。秘ひ密みつ裡りに追っ手を差し向けたが、あれから一向に返事がない。

　両りよう膝ひざに乗せた手を、白くなるほど握にぎりしめる。

　──くそっ。裏うら帳ちよう簿ぼだけでなく、あの手紙がもし見つかったら……。

「宰相。それでロレンツ王子の病状はどうなんでしょうか？」

　ラードルフは会議の進行役からの問いかけに、慌あわてて暗い表情を作って言った。

「実は、医師の話によるとあまり思わしくないそうです……。食事もとれず、かなり弱っているようで、このままでは……」

「やはり、ロレンツの顔を一目だけでも見たい！　離宮へ向かう準備をしてくれ！」

　顔を青くして叫さけぶ国王に、ラードルフは労いたわりの言葉をかける。

「どうか、どうかご辛しん抱ぼうください。国王様まで病で倒たおれられたら、我々はどうすればいいのでしょう。お優やさしいロレンツ王子もきっと、お喜びにはならないはず」

　ラードルフには、国王の揺ゆれ動く様子が手に取るように分かった。悔くやしげに顔を歪ゆがめ、両手で顔を覆おおう。しかしもう、懇こん願がんは口にしなかった。

　──そうだ、それでいい。私の言う通りにすれば……。




「失礼します！」




　その時、沈ちん鬱うつな会議の空気を切り裂さくような、明朗な声が響ひびき渡った。










　理沙は息を荒あららげながら、会議をしていた広間へと飛び込んできた。髪かみはぼさぼさで、服はどこか埃ほこりっぽく、全速力で馬を疾しつ走そうさせてきた証あかしだった。後ろからはリカルド、彼の従者のオスカー、そしてザックの姿がある。

「聖女様！」

「な、なぜここに……！」

「宰相様、どうなっているんです？　彼女は今儀ぎ式しきの最中でしょう！」

　様々な声がその場で上がり混乱するが、理沙は全く動じることなく広間の真ん中へとやって来た。

　ラードルフは周囲の声など聞こえていないのか、ひたすら闖ちん入にゆう者である理沙達をねめつけている。理沙はその瞳を真正面から見返しながら、テーブルに、ばさりと帳ちよう簿ぼを置く。遅おくれて手紙を叩たたきつけたのを見て、ラードルフの表情が凍こおった。

「この帳簿と手紙は、採さい掘くつ場じようの礼拝堂の中から見つけました。ここに宰相の印が押されていることを確かく認にんしてください」

　理沙は帳簿と手紙を見せて、ラードルフが十年かけて計画してきたことを暴あばいていく。最初は戸と惑まどっていた国王や家臣達が、やがてラードルフに鋭するどい視線と侮ぶ蔑べつの表情を投げかけてきた。

「宰相。あなたの口から答えていただきたいんです。私が今言ったことを、認めますか？」

　理沙の声に、その場が水を打ったように静かになる。誰だれもがラードルフの動向に集中していた。ラードルフはふ、と口元を緩ゆるめ、歪いびつな微笑みをのせる。

「……なんだ、お前達のその目つきは？　お前達のように、なにもしないで同意するだけの無能に、私の計画を非難する資格などあるのか？」

　それは、ラードルフが罪を認めたも同然の言葉だった。広間がこれ以上ないほどにざわめいていく。宰相を誰より信しん頼らいし依い存そんしていた国王は、ショックを隠かくし切れず呆ぼう然ぜんとしていた。

「宰相」

　理沙は言葉を続けた。最も聞きたいのはここからだった。

「どうしてこんなことをしたんですか？」

「どうして？　どうしてだって？」

　ラードルフは立ち上がり、無能呼ばわりした周囲の顔を見まわしながら言った。

「お前達は考えたことがあるか？　この先、宝石が採掘できなくなる未来を」

　はっとして理沙は目を見開く。しかし国王や臣下は戸惑い、おどおどするばかりだ。

「宝石は無限に湧わき出てくるとでも思っているのか。馬ば鹿か馬鹿しい聖女の言い伝えなどに誤ご魔ま化かされて、お前達はその未来を一度も考えたことすらない。聖女がなんとかしてくれるとでも？　そうではない。この国が宝石を産出できる幸運な土と地ち柄がらだったというだけだ。採掘すれば数は減る。それでも採り続ければなくなるんだ！」

　テーブルに拳こぶしを叩きつけた。

「こんな風にずっと不安を抱いだいてきたのは、私だけだったのだ。採掘量が年々減っているといくら言っても、お前達は深刻視しなかった。減ってきたなら別の場所を掘ほればいい。きっと宝石は出てくる。なぜなら聖女の加護があるから。私はそんないもしない幻まぼろしに頼たよったりはしない！」
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　身に覚えがあるのだろう、臣下達は戸惑いの中に恥はじ入るような顔を見せた。

「宝石を失った時に国が終わるのでは遅おそい。だからこそ今、他国と手を結んで領土を広げるべきなのだ！　宝石を裏取引で売買し、資金は貯たまっていた。あと少しだった。あと少しだったのに……！」

　ラードルフは今や、怒いかりに打ち震ふるえていた。

「今この場で、一番にルシアンを想おもっているのは私だ。国を憂うれいているのは私だ！　それなのになぜ、この私が糾きゆう弾だんされている!?」

「そのために、ルシアンだけじゃなく、ブランドルやキンバリーの人達の命が脅おびやかされるのは仕方ないと？」

　投げかけた理沙の言葉は、領土拡大のための戦争を引き起こそうとしたラードルフの策を非難するものだった。ラードルフがかっと頰ほおを赤くした。

「多少の犠ぎ牲せいはやむを得ないだろうが！　それに他国の人間のことなどはどうだっていい。ルシアンの犠牲が最小限で済むよう、計画を立てるはずだった！」

　理沙はふと、一歩下がって成り行きを見つめているリカルドを見つめた。先ほどリカルドもまた、『キンバリー以外どうでもいい』という言葉を放った。ラードルフが言っていることと変わらない。だが両者には、決定的な違ちがいがあった。リカルドは理沙にはああ言っていたが、きっと両国に犠牲者が出ないよう最大限に努めるはずだ。回かい避ひできる術すべがあるなら、最後まで試ためそうとするだろう。リカルドという人物と接してきて、それぐらいは分かっている。

　しかし、ラードルフはそのまま突つき進んでしまっていた。そこに、二人の為い政せい者しやとしての違いがある。

　理沙はラードルフの言葉に、首を横に振ふった。

「領土を奪うばって、それで終わると思いますか。きっとまた、奪い返すための争いが起きます。そしてたくさんの人が犠牲になる。ルシアンをそんな負の連れん鎖さに投げ込むんですか」

　ラードルフは、愕がく然ぜんと理沙を見つめる。

「あなたが国を憂いているのは本当だと思います。でもそのためにやった振る舞まいは、決して許されるものではありません。人の命を犠牲にして、得るものなんてなにもないんです」

　静かな聖女の声が、ラードルフの宰さい相しようとしての人生に、終しゆう止し符ふを打った瞬しゆん間かんだった。

　ザックが呼んだ近この衛え騎き士し達が、ラードルフを囲んで広間から連れていこうとする。その去り際ぎわ、ラードルフは理沙の前で立ち止まった。

「お前は労働者の一面しか見ていない。そんな甘い政策ですべてが片付くとでも？　国の運営というのはお綺き麗れいな理想で成り立つものではないんだ。……ルシアンがこれからどんな国になるのか見物だな」

　理沙はきゅっと唇くちびるを引き結んで、その言葉を受け止めた。決して負け惜おしみのようには聞こえなかった。それはラードルフが理沙にくれた、忠告のようにさえ思えた。

「見ていてください」

　理沙は両手を握りしめ、去って行くラードルフの背中に言った。

「国民全員を幸せにするなんて大それたことはできないですけど、でも、きちんと働いて報ほう酬しゆうを得て、生活を営む、ルシアンの人達がそんな日々を送れるよう、努力していきますから！」

　ラードルフは僅わずかに背中を震わせたが、何も言わずにそのまま足を進めた。










　ラードルフの悪事が晒さらされ、彼は一いつ旦たん地ち下か牢ろうに繫つながれることになった。離り宮きゆうにいるロレンツは、今近衛騎士達が迎むかえに行っている。

　宰相の小さくなっていく背中を見つめていると、リカルドが声をかけてきた。

「なにを考えてる？」

「……私、ずっと宰相は、自分の私利私欲の為ためだけに裏取引をしているんだと思ってました。支配欲を満たすために、国王に成り代わりたいんだろうって」

　だが、違った。本で読んだ先入観でずっとラードルフを見てきて、そういう人間だと決めつけていただけだ。本当の生身のラードルフは、方法こそ間ま違ちがっていたものの、本気で国を憂いていた。誰よりも真しん剣けんに未来を見み据すえていたのだ。理沙は初めて、ラードルフの人ひと柄がらに触ふれたような気持ちになった。

「宰相の言葉こそ、これからのルシアンの課題です」

　宰相の叫さけびは、国王や家臣達にとって痛つう烈れつな問題提起になっただろう。今はまだ、サファイアもルビーもエメラルドも採れる。新たにダイヤモンドも加わった。だが、資源は無限ではない。宝石が採れなくなるかもしれない未来に備えて、準備をしていかなくてはならないと気付いたはずだ。

「確かにこの国は宝石以外なにもない、とされているね」

　国政のことになるとリカルドは全く容よう赦しやない。理沙も苦く笑いながら同意した。

「ええ。農作物はあまり期待できません。気候も悪く、土地も狭せまい。でも、目に見える物だけが国を支えるわけじゃないですから」

　理沙は胸を張った。そう、ルシアンには誇ほこれるものがまだまだある。リカルドは興味をひかれた様子で尋たずねた。

「へえ。例えば？」

「技術力」

　石を宝石にまで磨みがき上げる技術。緻ち密みつな装そう飾しよく品を作り上げる技術。採掘作業から得た土木の技術。

「そういう技術を受け継ついでくれる志の高い人達が、努力を惜しまない人達がルシアンにはいっぱいいます。だから、技術学校を作るっていうのはどうでしょう？」

「……いいね。素す晴ばらしい」

　眩まぶしげに目を細めるリカルドに、理沙は、「でしょう！」と笑った。この出来事を宰相個人の反逆だと片付けてはいけない。隠してはいけない。そして宰相の言葉を忘れてはいけない。前に進めるための糧かてにするのだと、理沙は心に誓ちかった。

[image: ]

「さあ。できました」

　ハンナが鏡越ごしの理沙に向かって、満足げに微笑ほほえんでくれる。

　宰相が罷ひ免めんされて一か月が経たち、ようやくダイヤモンドのお披ひ露ろ目め会を開くことになった。

　広間ではたくさんの貴族や商人達が食事とおしゃべりを楽しんでおり、ロレンツが一足先に相手をしている。

　理沙は自身の姿を今一度確かく認にんした。

　襟えり元もとの開いた青いドレスに、両りよう肩かたから垂らすように緑と赤の布が重ねられている。

　黒くろ髪かみは緩ゆるく編み込まれ、すっきりと纏まとめられていた。

　これから着けられる宝石のために、服装はシンプルにしてほしいとお願いしてあった。

「これで仕上げです」

　なにもなかった首元に、ひやりとした感かん触しよくが宛あてがわれる。途と端たんに煌きらめく大おお粒つぶのダイヤモンドのネックレスが、確かな存在感を持って理沙を彩いろどっている。

　耳元には小こ粒つぶではあるものの、いくつも連なったダイヤモンドがまるで銀糸のように揺ゆれていた。マルコ達はまた、素晴らしいジュエリーを作ってくれたのだ。

「時間ですね。参りましょう」

　ハンナに促うながされ、理沙は広間へと向かった。広間の入り口には、なぜかリカルドの姿がある。

　リカルドは理沙の姿に目を細め、手を差し出した。

「後は俺が付き添そうよ」

　ハンナは心得たように微笑んで、それではと離はなれて行った。

「やあ。綺麗だね」

「ですよね？　やっぱりマルコさん達ってすごいです」

　理沙が笑うと、リカルドはきょとんとした後、首を横に振った。

「俺は君を褒ほめたんだけど」

「私のことは気にしなくていいんで、ダイヤモンドを褒めてください」

「確かにダイヤモンドも綺麗だ。でも、君も。言っただろう？　俺は本当に綺麗なものしか褒めないよ」

　そう言われると、さすがに理沙も赤くなる。

「えーと……。はい。ありがとうございます」

「リサ、これから広間に入ったら、君とその宝石が今夜の主役だ。なかなか人だかりから抜ぬけられないと思うけど、三時間後、なんとか抜け出してバルコニーに来てくれないか。話があるんだ」

　理沙はリカルドの真剣な顔を見てドキリとした。別れの挨あい拶さつかもしれないと覚かく悟ごする。リカルドは三日後、自国キンバリーに帰国することになっていた。

　話したいのは理沙も一いつ緒しよだ。ここ数週間は、お披露目会の準備で全く会うことができていなかった。

「分かりました」

　頷うなずくと、リカルドは理沙の手を自分の腕うでに乗せた。

「ありがとう。──さあ、準備はいいかい。顔を上げて、背筋を伸のばして、一番宝石が輝かがやけるように、優ゆう雅がに歩くんだ」

　理沙は息を吐はき、頼たのもしいリカルドに先導されながら広間へと一歩を踏ふみ出した。










「綺麗ですね」

　ふいに聞こえてきた声に振ふり向くと、オスカーが憮ぶ然ぜんとした顔で立っている。

　オスカーの視線の先には、今日の主役、リサが貴族や商人達に囲まれて談だん笑しようしていた。

「だったらそういう顔をしてみろ。まるで親の仇かたきを見るような視線の鋭するどさだぞ」

「よく言いますね。そういう顔をしてリサ様を見たら怒おこるくせに」

　リカルドは少し想像し、確かにムッとしたので頷いた。

「確かにもったいないから見るな、と言いそうだ。うん。見るなよオスカー」

「はあ……。すっかり骨ほね抜ぬきにされてもう」

　どうしようもない、とオスカーは肩かたを竦すくめた。

「国王様にはなんとご報告するのです？」

　この場合の国王様とは、キンバリーの国王、つまりはリカルドの父親のことを指す。

「そうだな。ルシアンがキンバリーを裏切ろうとしたのは事実だが、それは国という単位ではなく、宰さい相しようという個人に留とどまっている。それに、これからのルシアンには価値があると伝えるかな」

「あの聖女様の存在ですか？」

「ああ。リサはダイヤモンドという新しい宝石を生み出すことに成功した。今日の出席者達の顔を見れば分かる。ダイヤモンドはこれから宝石界の流行になるはずだ。国交のあるキンバリーにも、恩おん恵けいはあるだろう」

　オスカーはしぶしぶといった様子だが頷いた。

「それだけじゃない。リサはね、技術学校を作るのはどうかと提案したんだ。宝石だけじゃなく、技術力も高めようとしている。滅ほろぼしてしまうより、成長を見守った方が得策だ。我が国としてもね。……と、父上には説明するつもりだよ」

　キンバリーの国王は現実主義の実力主義者だ。自国にとって有益であるなら、ルシアンという国の存続を認めてくれるだろう。

「なにより俺が、これからリサが作る国を見てみたいんだ」

「分かりました。もうなにも言いませんよ。せいぜい、彼女と別れを惜おしんでください」

　オスカーは手を上げて降参宣言をする。自分が納なつ得とくすれば後あと腐くされのない従者が、リカルドは好きだった。

「ああ。別れるのは本当に惜しい……。だから、約束を取り付けることにした」

「約束？」

　目を瞬またたかせるオスカーに、リカルドは笑ってみせた。










「お、お待たせしました」

　理沙はバルコニーに駆かけ寄った。見れば手すりに手をかけて、庭園を見つめるリカルドの姿がある。まるで一枚絵のように見えて、理沙は改めてリカルドの端たん整せいな横顔に吸い込まれそうになった。

「待ってないよ、大だい丈じよう夫ぶ。むしろ気分がいいくらいだ。あんなにたくさんの人達を振り切って会いに来てくれたんだからね」

　確かにそうだが、恥はずかしくてその物言いに反発したくなる。

「最初に約束したでしょう？　約束は、きちんと守ります」

「うん。ありがとう」

　だが、リカルドが嬉うれしそうにお礼を言うので、意地を張るのが途端にバカらしくなってしまう。

「リサ。俺は三日後、国へ帰る」

　やはりその話なのだ。理沙は居住まいを正して、「はい」と頷いた。

「まだまだ知りたいことや見たいところはたくさんあるんだけどね。だが一国の王子としては、そうも言っていられない」

　苦笑するリカルドが、次になにを言うのか理沙は予想できない。だが、別れの言葉を口にするのだけは分かる。

「リサ。俺は君が好きだ」

　理沙ははっとして顔を上げた。

「折り紙を教えてくれる時の優やさしい表情が好きだ。穏おだやかな声が、丁てい寧ねいに紙を折る指先が。手が触ふれ合うだけでどうしようもない気持ちになるような相手、君以外知らない」

　搔かき口説くようなリカルドの言葉に、理沙は顔が赤くなった。周囲の音が遠のき、目の前の相手しか見えなくなる。

「弱いくせに、でもふとした瞬しゆん間かんに見せる強いところも好きだ。俺の浅はかな考えなんて凌りよう駕がする、君の真っ直すぐさが愛いとしい」

　いつの間にか、両手をリカルドの大きな手で包まれていた。

「君は？　聞かせて」

「私は……」

　それきり、言葉が出てこない。心は嬉しいと叫さけびながら、それでも理沙は自分とリカルドの間にあるものを、意識せずにはいられない。他国の相手、身分差、そしてなにより、理沙はこの世界の人間ではないのだ。いつ自分がもとの世界に帰れるか分からない。それはもしかして、自分の意思ではどうにもならないことなのかもしれない。突とつ然ぜん姿が消えるように、強制的に帰る可能性だってあるのだ。
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　そんなあやふやな相手が、立場あるリカルドの隣となりに立っていいのだろうか。

「答えられない？　だったら、今の君の気持ちを教えてくれ」

　理沙の言葉を引き出すかのように、握にぎった手に力が込められた。その仕草に勇気づけられ、理沙はずっと考えてきたことを、ぎこちなくだが言葉として乗せていく。

「私、この国が好きなんです。ルシアンの人達が好きです。だから、自分が出来ることをやりたい。ロレンツ王子の頭上に、王おう冠かんが載のるのが見たい」

　やりたいことはたくさんあった。技術学校の準備だって始めたい。ダイヤモンドを広めていくのもまだまだこれからだ。決して元の世界に帰りたい気持ちが減ったわけではないが、この世界でやりたいことはどんどん増えていく。それを、嬉しいと思える。

「うん。君はそう言うと思ったよ」

　リカルドは頷いた。

「いいよ、今は俺の気持ちに応こたえられなくても。長期戦は覚悟してる。俺も国に帰らなければならないしね」

「リカルド王子……」

「でも、約束は欲しい」

「え？」

　理沙が目を瞬かせる。リカルドは微笑ほほえんで、理沙の指に口づけを贈おくった。左手の、薬指に。

「ここを誰だれにも明け渡わたさないでほしい」

　左手の薬指は、命に繫つながる神聖な指。愛を誓ちかう指だ。

「俺以外、誰も好きにならないでくれ」

　甘い拘こう束そくに、眩暈めまいがする。理沙の気持ちなど、リカルドはとっくの昔にお見通しなのだ。だが覚悟のできない理沙のために譲じよう歩ほして、それでもこんな約束を取り付けようとしてくるのだから、心臓がいくつあっても足りない。

「『はい』と言って」

「………………」

「言うまで離はなさない」

「……………」

「リサ」

「………」

　手を握って囁ささやくリカルドに、堪たまらず目を瞑つむった時。

「リサ様。こんなところにいたんですか！」

　ロレンツの登場によって、甘い雰ふん囲い気きは霧む散さんした。

　理沙は慌あわててリカルドと距きよ離りを取った。こちらに向かってくるロレンツは満面に笑えみを浮うかべているが、目は笑っていない。

「リカルド王子、もういいでしょう？　我々の聖女を返していただけますか」

「もう少しくらい待てないのかい、君は」

「充じゆう分ぶんすぎるほど待ちました。そしてこれ以上はありません」

　ロレンツはきっぱりと宣言して、理沙とリカルドの間に無理やり立つ。

「野や暮ぼな男は嫌きらわれるよ」

「空気の読める男と言ってほしいですね」

　見えないはずの火花が両者に散った時、のんびりとザックが歩いてきた。

「なにしてんだ、リサ？　また貞てい操そうの危機か？」

「ええそうです。全く油断も隙すきもない」

　なぜかロレンツが同意して、理沙が答える暇ひまもない。

「さあ。皆みんなのところに戻もどりましょう。マルコさんも到とう着ちやくしたようですよ」

　とっておきのカードを切ったロレンツに、理沙はぱっと顔を輝かがやかせた。

「マルコさんが!?」

　招待状を送っていたが、表おもて舞ぶ台たいに顔を出すのは嫌いやだと渋しぶっていた。しかし、今日は来てくれたのだ。

「ええ。さあ、行きましょう」

　先頭をロレンツが歩き、その後ろをザックが付いていく。エスコートしてくれようとするリカルドを先に行かせて、理沙はその広い背中を見つめた。

　こっそりと自分の薬指に口づける。それが理沙の、言葉にしない答えだった。

　ぱっと顔を上げ、理沙もまた歩き出す。この先には理沙も知らない、未来が待っているはずだった。











あとがき









　こんにちは。文野あかねと申します。

『聖女様の宝石箱』をお手にとってくださり、ありがとうございます。この本は、聖女を崇すう拝はいする異世界に飛ばされた主人公理り沙さが、自分なりの聖女となるべく頑がん張ばるお話です。そこで出会う仲間達や理沙の恋れん愛あい面なども、楽しんでいただければと思います。

　イラストを担当してくださった由ゆ羅らカイリ様。初めてラフを見せていただいた時は、あまりの麗うるわしさに目が釘くぎ付づけでした。執しつ筆ぴつ中何度も何度も眺ながめていました。ありがとうございました！

　担当様。いつかの電話の時、異世界ものが初めての私に「文野さんにとっても挑ちよう戦せんですね」と言った言葉がとても心に残っています。その挑戦に、一いつ緒しよに悩なやんで、ずっと寄より添そってくださったこと、心から感謝しています。一緒にお仕事できてよかったです。

　そして今、この本を手にとってくださった読者の皆みな様さまに、最大級の感謝を。理沙と一緒に異世界を冒ぼう険けんする気持ちになって、少しでもハラハラドキドキ楽しんでいただければ、作者としてこれ以上嬉うれしいことはありません。本当にありがとうございました！


文野あかね　　
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聖女の瞳が見つめるもの







　宝石店に足を踏み入れた瞬間、店内の客の視線が一瞬で自分達に向けられたのを理り沙さは感じた。

「やあ。素敵な店だね。ここなら君に似合うものがありそうじゃないか？」

　いや、正確には、理沙にとびきり甘い眼まな差ざしを向けてくるリカルドに、だった。女性客達が頰ほほを染めてほうっ、と溜息を漏らし、連れの男性客は敵が現れたような顔で眉を寄せている。

　理沙達は現在、ダイヤモンドのお披ひ露ろ目め会で発表する宝石のデザインを探るべく、街へ市場調査に出掛けていた。今の流行を知りたいがために、一般の客として来ているのだ。

　視線が集中していてもリカルドは全く気にする様子もなく、理沙の肩をさりげなく抱き寄せて、店の奥へとエスコートした。後ろからついてきていた従者のオスカーと護衛のザックは、入口付近で佇たたずんでいる。

　ガラスのショーケースを間に挟んで、この店の店主だろう髭ひげ面づらの男性が愛想よく微笑ほほえんだ。

「いらっしゃいませ。本日はどのような商品をお探しで？」

　リカルドは店主の視線を促すようにゆっくりと、理沙に顔を向けた。

「この美しい人に似合う、とっておきを贈りたいんだ」

　店内に、女性客達の声にならない悲鳴が響いたように感じた。理沙は顔が真っ赤になった。むず痒がゆくて唇を嚙かみ、羞しゅう恥ちに耐える。客として不自然にならないよう、恋人同士の振りをしようと店に入る前に決めていたが、実際にそう振る舞われると死ぬほど恥ずかしい。

　しかし羞恥を覚えているのは理沙だけで、リカルドは堂々とした様子で言い切った。

「大切な恋人に贈る宝石だから一切妥協したくない。この店で一番と思えるものを出してくれ」

　泰然とした笑みを向けられた店主は、リカルドの挑発に乗ったとでも言いたげに、挑戦的な目をして頷いてみせた。

　そうして目の前に差し出された色とりどりの宝石達に、理沙は先ほどまでの羞恥心などすっかり忘れ、煌きらめく輝きへとのめり込んでいった。










　リサのしっとりと濡れたような黒い瞳が、ガラスケースに釘づけになっている。

　瞳を輝かがやかせ、店主と人気のデザインや石について熱心に語り合っていた。リカルドも時折質問を挟むが、リサは次から次へと現れる宝石に夢中で、リカルドを見もしない。

　──さっきは俺の言葉に赤くなって、可愛かわいかったのに。

　おもしろくない気分で眺ながめていると、楽しそうな声がかかった。

「宝石に恋人を奪うばわれてしまいましたね」

　声の方に顔を向けると、若い男性の姿がある。ガラスケース越しに立っていることから、店員だろう。店主とどことなく顔つきが似ているから、息子なのかもしれない。

「彼女は宝石が大好きなんだ。俺は時々、こうして寂しい目に遭あう」

　おどけて肩を竦すくめてみせれば、青年は小さく笑った。

「あなたも、とても注目を浴びていますよ。女性のお客様の中には、宝石よりもあなたを見ている方もいる」

「申し訳ないが俺は、宝石に夢中で俺を全然見てくれない彼女がいいんだ」

　リカルドは、理沙の横顔を見た。ちっともこちらを見ない。腹立たしい。こんな扱いをされたのは初めてだと思う。だが、そこがいいのだとリカルドは分かっていた。

　今理沙の目には、お披露目会を必ず成功させたい、という強い意思がある。採掘場や工房の人達の努力に実を結ばせたいと心から願っている。そのために自分が出来ることをしたい、そう考える理沙だから、リカルドだって助けたいと思うのだ。

「彼女はそっけない。でもね、知ってるかい？　だからこそ彼女が時折こちらを一心に見つめてくれると、天にも昇る気持ちになる」

「おやまあ。惚気のろけられてしまいましたね」

「彼女の目に映るのは大変なんだ。ライバルがたくさんいるからね」

　リカルドは視線こそ向けなかったが、たぶん入口の壁に凭もたれ掛かって腕組みをしているだろうザックや、城にいるロレンツ王子を思い浮かべた。リカルドの勘かんが、彼らは敵だと言っている。

「さあ、そろそろ彼女を返してもらおうかな。もう昼だ」

　リカルドは店にかかった時計を見てから、リサに視線を向けた。その時彼女は熱心に、ある宝石を見つめていた。










「それが気に入ったの？」

　ふいに耳元で声がして、理沙はビクッと肩を揺らした。いつの間にかリカルドが横に来て、理沙の肩越しに宝石を覗のぞき込んでいる。

「び、びっくりさせないでください……！」

「一応、最初に声をかけたよ。でも君は俺の声なんか耳に入らないくらい一心に、宝石を見つめていたから」

　理沙の手に乗せられていたのは、サファイアのペンダントだった。雫しずくの形をした、シンプルなデザインだ。あらかた商品は見て、理沙の調査はほとんど終わっていた。最後にと店主が持ってきてくれたこのペンダントを見た瞬間、吸い寄せられたのだ。

「ふうん。確かに美しいけど。どんなところが気に入ったの？」

　深い青。どこまでも吸い込まれそうな、混じりけのない海のような青。

「……これ、あなたの瞳の色に似ていませんか？」

「え？」とリカルドが言ったきり、彼は言葉を失ったように理沙を見つめた。「え？」と理沙もその反応の意味が分からずきょとんとするが、先ほどの会話を反はん芻すうしてはっとする。

「あっ、違います！　き、気に入ったとかそういうんじゃなくて！」

　しかし、理沙のしどろもどろの弁明など聞いていないかのように、次の瞬間リカルドはとても嬉しそうに微笑んだ。

「ああ……。やっぱり天にも昇る気持ちになるね」

「なんの話です？　だから、違うんですって！」

「うん。分かっている。なにも言わなくても、君の気持ちは分かってるよ」

「たぶんそれ、絶対なにも分かってませんから！」

　リカルドは甘い笑みを浮かべて、来た時のように理沙の肩を抱き寄せた。

「この宝石にしようか。いや、もうこれに決めた。俺がこれを、君に贈りたい」

　理沙は慌てて小声で言った。

「だ、だめですよ！　ここに来たのはただの市場調査で……」

　するとリカルドもひそりと声を潜ひそめて応戦する。

「でも、ひとつも宝石を買わなかったらそれこそ不自然じゃないか？」

「それは、お店には申し訳ないと思いますけど、でもだめです。無駄遣いはよくないです！」

　事務員としては、どうしてもお金のことを考えてしまう。

「無駄なんかじゃないけど……、まあ、君がそこまで言うなら」

　リカルドはしぶしぶ引き下がった。しかし、また考えの読めない顔でにっこりと微笑む。

「君に宝石を贈る楽しみは、また別の機会にとっておくよ。大丈夫、これよりもっと、俺の瞳の色に近い宝石を探してくるから」

　理沙は真っ赤になって俯いた。店主や客の目がある以上、ここでこれ以上否定の言葉を重ねるわけにはいかない。

　恥ずかしさの極致となった理沙は、店を出る瞬間まで終始俯うつむいていた。だから、知らなかった。リカルドが先ほど話していた店員の青年に微笑んだことも。そしてその青年が、「ごちそうさまでした」と呟つぶやいたのも。
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